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【電子書籍版をお読みになる前にご確認ください】





　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。また、ご覧になる機種により、表示の差が認められる場合があります。

　本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、インターネット上に掲載する事、有償無償に関わらずデータを第三者に譲渡する事を禁じます。なお、個人利用の目的であっても、コピーガードを解除しての複製は、法律で禁じられています。

　あらかじめご了承ください。
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第一章　カレンの妹
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　こうして僕はこの短期間で、ドラゴンと悪魔を倒すという偉業を達成した。

　冒険者になったばかりの駆け出しとしてはあり得ない戦果だ、と神獣のリルさんは言う。

　もっとも、ドラゴンを倒したというのも何十人がかりだし、悪魔もそうだ。

　多くの人々の協力、支援の上で倒したに過ぎない。

　たまたま僕がとどめを刺しただけで、すべてが自分の実力だと慢心すれば、僕の成長はここで終わり、三流冒険者どまりで終わってしまうのだろう。

　姉さんは常日頃から言っていた。

「実るほどに頭を垂れる稲穂かな」

　要はレベルと実績を積み上げても慢心せず、初心を忘れるな、ということだ。

　それに実際、僕がドラゴンスレイヤーでもデーモンスレイヤーでもないことは、そのステータスに如実に表れている。




クロム・メルビル　一六歳　レベル９→レベル11　冒険者　Ｄランクギルド　フェンリルの咆哮所属




筋力　Ｃ

体力　Ｃ→Ｃ＋

生命力　Ｃ＋

敏捷性　Ｃ

魔力　Ｄ→Ｄ＋

魔防　Ｄ→Ｄ＋

知力　Ｃ

信仰心　Ｄ＋

総合戦闘力　１５８０→１８５３




武器　聖剣エクスカリバー

防具　旅人の服　トリネコの木の円形盾




固有スキル　【なんでも装備可能】

隠しスキル　【英雄の証】

戦闘関連スキル　【剣術Ｃ】→【剣術Ｃ＋】　【火魔法Ｅ＋】→【火魔法Ｄ】　【対槍術Ｅ】　【耐火Ｃ】　【対ゴーレムＥ】　【万能武術Ｆ】new　【基礎魔法Ｇ】new

武具スキル　【自動回復小】　【成長倍加】

日常スキル　【日曜大工Ｃ】




　このようにステータスには、スレイヤーの称号は表示されない。

　ただの冒険者のままである。

　ただ、数週間前と変化がないといえばそれは違う。

　各種ステータスはほんのりと上がっていたし、新しいスキルも得た。

　まずは火魔法のスキルがＥ＋からＤになっている。

　これはカチュアに懇切丁寧に魔術を教わったたまものだ。

　火魔法に関する魔術書ももらい、暇があれば読むようにしている。

　今では《火球》魔法くらい放てるようになった。

　それと【万能武術Ｆ】【基礎魔法Ｇ】というスキルも新しいものだ。

　万能武術はあらゆる武器が使いこなせるようになるすごいスキル。

　これもカチュアの《武器創造》魔法で槍や金槌を作り出してもらったお陰だろう。

【なんでも装備可能】との相性は素晴らしく、今後、育てていきたいスキルのひとつだ。

【基礎魔法Ｇ】、これは魔法の万能武術版。これさえあれば各系統の魔術を一通りこなせるようになるらしい。

　器用貧乏といえば器用貧乏だが、僕の場合、どの魔術が得意なのか定まっていないので、このスキルを伸ばした方が有意義であるとカチュアは語っていた。

　魔法に関しては素人なので、素直にその指導に従っている。

　さて、このように着実にレベルが上がり、成長も遂げた僕であるが、ステータス表記にあるとある文字に気がついた人はいるだろうか。

　僕は見逃さなかった。

　いつの間にかフェンリル・ギルドのランクがＤになっていたのである。

　リルさんはなにも言わないから、ステータスを見て初めて気がついた。

　いったい、なにがあったのだろうか。

　リルさんに事情を聞くため、それとお祝いの言葉を述べるため、執務室にいるだろうリルさんのもとに向かった。







　リルさんは執務室の机に顔を伏せ、昼寝をしていた。

　だらーん、と彼女の銀髪が机に広がっている。

　本当によく眠る人だ。

「寝る子は育つって迷信だよね、リルさんはちっこいし、それにおっぱいもちっぱい」

　失礼なことを言う聖剣。

　幸いと聖剣の言葉は僕にしか届かないが、リルさんはむくりと起き上がると、

「今、とても失礼なことを言われた気がする」

　と、つぶやく。

　さすがは神獣様、地獄耳である。

「……気のせいですよ」

　エクスをかばうためにそう言うと本題に入ることにした。

「リルさん、おめでとうございます！」

　元気よく言う。

「おめでとう？　……ああ、ギルドランク昇格の件か」

　気のない返事のリルさん。

「あまり嬉しそうじゃないですね」

「嬉しくないわけじゃないが、Ｄランクなど、通過点に過ぎない。早くＡランクに復帰して、このギルド、【フェンリルの咆哮】の名を迷宮都市中に響かせたい」

「がんばりましょう。近いうちに実現できますよ」

　と言うが、自分でも大言壮語かな、と思った。

　しかし、リルさんはやる気まんまんだ。

「今回も姫様の差配でＤランクに推挙してもらったからな。次からは実力のみで評議会と協会をぎゃふんと言わせてやる。このギルドをＦランクに落としたやつらに目にもの見せてくれるぞ」

「そのいきです」

　と、応援すると、リルさんは問うてきた。

「それにしても少年、やけに嬉しそうだな」

「そりゃそうですよ。リルさんにとっては通過点でも、僕にとってはスタートラインみたいなものですから」

「どういう意味だ」

「前に話したでしょう。僕は田舎の姉さんに育てられたって。その姉さんは超厳しくて、僕がＥランク以下のギルドにいるなんて知ったら、田舎からすっ飛んできて、一緒に切腹させられます」

「それは冗談か比喩なのだろう」

　まさか、と僕は首を横に振り、服をめくる。

　そこには短刀の傷跡があった。

「…………」

　思わず沈黙するリルさん。

「これは僕が修業を投げ出して家出したときの傷です。もしもあのとき、祖父がとめてくれなければ、僕は今、この場にいなかったでしょう」

　ちなみに姉さんのお腹にも似たような傷があります、と言う。

「……恐ろしい姉上だな」

　ぼそりとつぶやくリルさん。しかし、と続ける。

「しかし、これで姉上の求めるスタートラインに立てたわけだ。姉上に近況でも知らせたらどうかね」

「それはいいですね。そう言えば手紙から現状が発覚するのを恐れて、しばし筆を執っていませんでした。いい加減、手紙を送らないと姉が田舎からやってくるかも」

「それはそれでいいではないか。一度、姉上とお話ししたい」

「まあ、それも悪くないんですが……」

　言葉を濁す。

　姉の強烈なキャラクターや思い込みの激しいところはあまり知られたくないというか、紹介しにくい。

　それに迷宮都市にやってきてから一年も経っていないのに、姉を呼び寄せるとはいかにもシスコンぽくて嫌だった。

「え？　クロムってシスコンじゃないの？」

　腰の聖剣は皮肉を言うが、たとえシスコンでもシスコンにはシスコンの意地があるのだ。

　せめてもう少し立派になってから姉と再会したかった。

　その意思をリルさんに伝えると、彼女は大きくうなずきながら言った。

「その覚悟、あっぱれである！」

　と――。
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　姉との再会は望まない僕だが、姉に手紙は送りたかった。

　しばし手紙を送っていないし、このままでは本当に近況を確認するためにこのギルドにやってくる可能性がある。

　それだけは避けたいところ。

　なのでリルさんに便せんと紙を分けてもらうと、それに文字を走らせる。

「拝啓、姉上様――、出だしはこんな感じかな」

　僕の文章にけちを付けるのは聖剣のエクスカリバー。

「なんか出だしが堅い。本当に身内に書く手紙？」

「姉さんはこういった礼儀作法にうるさいんだよ。メルビル家は末席とはいえ貴族の家柄。あなたが不調法だと思われるとその家名にも傷がつく、と小さい頃から礼儀作法を仕込まれた」

「なるほど、だから字が綺麗なんだね、なんか女の子の字みたい」

「そいつはどうも」

　女の子の字が綺麗とは偏見だと思うが、たしかに文字が丸っこい。これは姉が筆の師匠のせいだろう。

　竹を割ったような性格の姉であるが、その文字だけは女性らしさがあるということか。

　エクスに指摘されて改めて姉の女子らしい一面に気がついたが、それで手紙の文章が変わるわけでもなく、僕はありきたりの内容をまとめた。




　この迷宮都市にやってきてから起きた些末なこと。

　とあるギルドに就職したこと（無論、Ｄランクであると強調する）。

　順調に成長を重ね、レベル11に達したこと。

　色々な人たちと出逢い、精神的にも成長したこと。




　それに――、

　と書こうとしたところで、エクスが騒ぐ。

「クロム！　クロム！　ボクは？　ボクは？　なんでボクの名前がないのさ」

　彼女はおかんむりのようだ。

「今、書こうとしていたところだよ。エクスとの出逢いが、ある意味、すべての始まりだからね」

「なるほど、運命の女性との出逢いはおおとりというわけだね」

「……まあ、そんなところ」

　そんなこと言われると最後にニアのことを書きにくくなるが、まあ、それはエクスが見ていないところで書き足そう。

　そう思いながら筆を走らせた。

　数時間後、手紙は完成する。

　溶かした蝋で便せんを封印すると、そこにフェンリルの紋章が刻まれた判子を押す。

　切手は貼らない。

　この手紙は郵便ではなく、冒険者協会のギルド郵便を使うからだ。

　ギルド郵便は冒険者ギルドに入っているものならば、郵便よりも安く使える。

　そのギルドの封蝋か判子を押すだけで届けてくれる便利な通信手段。

　ちなみにＥランクやＦランクの仕事に郵便配達が含まれる。彼らは冒険のかたわら、遠くの街にある拠点に手紙を配達する。

　無論、冒険者が配達するので、郵送事故も多々あるが、それでも安く送れるというのは、今の僕にはありがたい。

　届かなかったら届かなかったで、また送り直せばいいのだ。

　そんなことを思いながら、出来上がった手紙を一階に持って行く。

　ギルド郵便のポストは、各ギルドの受付に設置されていることが多かった。

「ごいすー！　自宅にポストがあるなんて便利だね」

　エクスは、はしゃぐがたしかに便利である。

　このように夜中にも手紙が出せるのは、ギルドに間借りしている人間の特権だろう。

　そう思いながら手紙をポストに入れようとするが、それと同時に白い手が重なった。

　にゅっと伸びてきた手が同時にポストに入ろうとしたのだ。

　当然、小さなポストに同時に手が入るわけもなく、僕の手紙ともうひとつの手紙がポストの外に落ちる。

　慌てて僕は手紙を拾うが、もうひとつの手紙を落とした女性もそれにならう。

　同時に拾おうとした僕たちは、薄明かりの中、頭をぶつけてしまう。

　ごちん、と頭をぶつけ合った僕たちは倒れ込んでしまうが、幸いなことに大事には至らなかった。

　エクスが、

「今、前を向くとメイドさんのパンツが見えるよ」

　と、騒ぐが僕は紳士なので目を背けながら立ち上がると、明後日の方向を向きながらカレンに手を差し出した。

　カレンは、

「クロムさまは紳士ですね」

　と、微笑むと、その手を取り、立ち上がる。

　紳士なのはその行為のことを指しているのか、下着を見なかったことを指しているのか、さだかではないが、それよりも尋ねたいことがあった。

「奇遇だね、カレン、こんな時間、こんな場所で同時に手紙を出すなんて」

「そうですね。まるで神様の取り計らいのようです」

「ちなみに僕は田舎の姉さんに手紙を書いたんだ。カレンさんも家族に手紙を？」

「……ええ、まあ、はい、そんなところです」

　珍しく言いよどむカレン、なにかあったのだろうか。

「答えにくいなら答えないでもいいけど、なにか重要な手紙なの？　それは」

「……そうですね」

　カレンはしばし逡巡する。

　ゆっくりと目をつむると瞑想するかのように考え事をする。

　丁度一分くらいだろうか。

　ロビーに置かれた時計の秒針が一周する頃合いに答えてくれた。

「実はこの手紙、郷里から送られてきたある申し出の返答状なのです」

「返答状？」

「ええ、白い便せんのものはお断りの手紙、薄い水色のものは申し出を受けるという内容のものです」

「だから二枚あるのか。というか、今、出そうとしてた色って何色だっけ？」

　辺りは薄暗く、色まで判別できなかった。便せんは色以外、まったく同じ形をしていた。

「それは秘密です」

　と、桜色の唇に人差し指を添えて微笑むカレン。可憐だ。

「……秘密なのですが、今、クロムさまとがちんとぶつかって、わたしの決意が鈍ってしまいましたわ。責任を取っていただけますか？」

「それは悪いことをしたね。僕にできることならばなんでも言って」

　罪悪感から出た台詞ではない。

　カレンには日頃からお世話になっている。

　少ない稼ぎの中から生活費を捻出し、美味しい料理を毎日作ってくれるカレン。

　冒険に出掛けているときも部屋の掃除をしてくれ、帰ってくれば真新しいシーツのベッドを用意してくれるカレン。

　男物の下着も嫌な顔することなく洗ってくれるカレン。

　そんな彼女の役に立てることならば、なんでもやるつもりだった。

　その旨を彼女に話すと、

「そうですか、それは助かります」

　と、微笑んだ。

　その笑顔だけで一〇〇メートルは全力疾走できるほどの力が湧く。

　ただ、彼女が発した言葉は意外なものだった。

「では、クロムさま、クロムさまには明日から、このわたしの恋人になってもらいますね」

「……はい？」

　思わずそう返してしまうが、メイド服を着た美人は、にこにこと僕の表情を楽しむだけだった。

　一応、ことの経緯を尋ねるが、彼女は、

「クロムさまのような竜殺しの英雄を恋人にできるなど、カレンは三国一の幸せものにございます。それにクロムさまはカレン好みの可愛らしい顔立ちの殿方ですしね」

　と、前置きしたあと、なぜ、恋人が必要なのか説明してくれた。
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　こうして僕とカレンは恋人になったわけだけど、だからといってベッドを同じにしたり、イチャイチャしたりはしない。

　この【フェンリルの咆哮】の広間にはこんな標語がかかげられている。

「ギルド内恋愛、大いに推奨。産めよ増やせよ冒険者。ただし、ギルドマスターの前でいちゃついたら許さない」

　こんな標語もある。

「バカップル、いちゃつくなら今のうち。どうせ来世はカマドウマ」

　要はフェンリル・ギルドのマスターは、風紀にうるさい方であった。

　なので僕とカレンが恋人になっても恋人らしいことはできないし、しない。

　エクス辺りに言わせると、

「残念だったね、退廃的で淫らな生活を送りたければ、もっと稼いで自立しないと」

　となる。

　余計なお世話である。

　そもそも僕とカレンが恋人になったのは、恋愛感情からではなく、必然的な理由があるのだ。

　その理由とはカレンの家庭事情であった。

「家庭事情って？」

　聖剣のエクスが遠慮なく聞いてくる。

「いや、エクス、君はさっき一緒に聞いただろう」

「ごめん、寝てた。聖剣も眠るのさ」

「とんでもないタイミングで寝るね。エクスは」

「よく言われる」

　と、悪びれずもせずに言うが、説明をしてやる。

「さっき、カレンが言っただろう。僕とカレンは恋人になるのではなく、恋人の振りをするって」

「偽装恋人ってやつ？」

「そういうこと」

「なーんだ。せっかく、クロムに彼女ができたと思ったのに。残念」

「エクスはやたらと僕に彼女を作らせようとするね」

「相棒としての責務ってやつ？　でも、勘違いしないでよね！　クロムのお嫁さんはボクなんだからね!!」

「無機物はお嫁さんにできないよ」

「それはそのうち解決するの。いつか擬人化してやる」

　と、鼻息荒くエクスは続ける。

「それまではまあ、女のひとりふたりくらい、許してあげるのが、いい女ってものさね。結局、男は遊んでいても最後は安らぎを求めて帰ってくるからね」

　深い言葉だ。

　剣が言ったのでなければそのまま掛け軸にでもしたい言葉であるが、彼女は剣なのでしない。

　僕は彼女の寛容さに甘えるわけではないが、カレンのもとへ向かった。

　偽装恋人になる、と了承したものの、詳細はまだ聞いていなかった。

　昨晩はあのあと、リルさんが「お腹が減った」と起きてきて、その後、カレンが夜食を作ったりと忙しかったのだ。

　僕もその夜食の相伴にあずかったが、彼女の作った即席リゾットはとても旨かった。

　三種のチーズが入った特製リゾットを食べ終えると、カレンは僕にさりげなく近づき、耳打ちした。

「明日、朝食を食べたら近くにある公園にきてくださいまし」

　公園とは近くにある噴水庭園のことだろう。

　この迷宮都市は贅沢に土地が使われており、各ブロックごとに公立の庭園がある。この迷宮都市に税金を納めているものならば、誰でも使用することができた。

　僕たちの住むこのフェンリルの館にも公園はあり、ごく希にではあるが、僕も利用していた。

　緑が見たいとき、噴水で心を癒やしたいとき、そこに訪れる。

　カレンもきっと余暇にはその公園を利用しているに違いなかった。

　彼女は忙しなく働くメイドさんであるが、それでも人間、きっと癒やされたいときもあるだろう。

　そんなときは公園のベンチで黄昏れながら、噴水を見ているはずであった。




　想像どおり、カレンは公園のベンチで黄昏れていた。

　いつも元気はつらつの彼女が、うつむき加減にベンチに腰掛けている。

　不覚にも見とれてしまう。

　美人は愁いに満ちた顔でさえ絵になってしまう、そう思った。

　しかし、今は彼女を鑑賞しているときではない。

　僕はカレンの横に腰掛けると、公園のスタンドで買ってきたミルクティーを差し出した。

　彼女が入れるお茶ほど美味しくはないが、それでも喉を潤し、舌をなめらかにする効果はあるだろう。

　実際、カレンは紅茶に口を付けると、すぐに話し始めた。

「クロムさまは紳士ですね。なにも言わなくてもお茶を差し出してくださるなんて」

「普通だよ、ちょっと肌寒いからお茶があった方がいいかな、と思っただけ」

「そういうことをさりげなくできる殿方を、世間では紳士と呼ぶのです」

　彼女はそう明言すると、一拍おき、告白するかのように口を開く。

「クロムさまには、わたしの生い立ちは話しましたっけ？」

「いや、聞いていないよ」

「それでは生い立ちから話しましょうか。といってもカチュアさんのように壮絶な過去とかではありませんが」

　カレンは、こほん、と咳払いをすると、事情を話し始めた。

「実はわたしの実家は名家なのです」

「名家？　もしかしてカレンの家って貴族かなにかなの？」

「まさか」

　と、首を横に振る。

「我が家は代々、由緒正しい平民ですよ。ですが、ただの平民ではありません」

　誇らしげに言う。

「なんと、我が家は代々、偉大なメイドさんを輩出するメイド一家なのです」

「メ、メイド一家？」

　なんだ、それは聞いたこともない一家だ。

　表情に困っているとカレンが説明してくれる。

「世にも珍しいメイドを生業なりわいとする一族です。一族の全員が女、当主も女の一族です。そして全員が現役のメイドかメイドを生業としていたもの。そんなものたちで構成された一族です」

「そんな一族があるのか」

「あるんです」

「世の中は広いね」

「広いのです」

　カレンは説明する。

　カレンの実家は王都にあるかなりの素封家おかねもちで、代々、名の知れたメイドを王侯貴族や大商人たちに供給していた。

　カレンの実家であるジュノシー家は代々、女の子しか生まれない特殊な家系で、生まれた女の子は皆、メイドさんになるのだという。

　ジュノシー家で生まれたメイドさんは、各国の名士に重宝がられ、ジュノシー家のメイドを雇うのはちょっとしたステータスになっているらしい。

「聞けば聞くほどすごい話だ」

「実際、すごいですよ」

　と、カレンは一族の華麗な経歴を披露する。

「現在の当主であるおばあさまは先代の国王にお仕えしていましたし、叔母は現在、大商人オルレアン家のメイド長を務めています。母親は一時、わたしたちを産むためにメイドの仕事から離れていましたが、今は現役復帰し、とある地方領主のもとで働いています」

「ごいすー！」

　と、腰の聖剣は言う。

「すごいのです。わたしもジュノシー家に生まれたことを誇りに思い、幼い頃からメイドになる修業に明け暮れていました」

　カレンはまぶたをつむり、回想する。

「幼き頃から姿勢をぴんと伸ばすため、背中に木の棒をくくり付けられて日常生活を送りました。

　極寒の雪原にナイフ一本で放り出され、メイド服のみでも凍えぬように調教されました。逆に火山地帯に蹴落とされてもメイド服を脱がないように教育されました。紅茶の味を覚えるため、聞きき茶ちゃを常日頃から行ない、もしも間違えればおしおきもされました」

「…………」

　本当にすごい環境だ。そんな家に生まれなくて良かった、そのような感想を抱く。

「厳しい家でしたが、それでもわたしはジュノシー家に生まれて幸いだったのです。メイドの一族に生まれたことを心から誇りに思っています」

　ですが、と彼女は続ける。

「その厳しい一族には、鉄の掟があるのです」

「鉄の掟？」

「はい、それが昨日の手紙に繋がります」

「ああ、あれだね。お見合いの可否を決める手紙だと言ってたけど」

「はいな。ジュノシー家の娘は、……歳になったとき、メイドとしての実績がともなっていないと、メイドとしてではなく、一族としての責務を果たさなければなりません」

「責務？」

「ジュノシー家はメイドの家柄、名門貴族やしかるべき場所でメイドを務めていれば、その面目を保てるのですが、それを果たせない落ちこぼれも出てきます」

「おちこぼれってカレンがそうなの？」

　彼女は残念そうにうなずく。

「少し前までは平気でした。Ａランクの神獣ギルドの受付嬢兼メイドというのは社会的地位もともないます。一族のものもとやかくは言いませんでした。しかし、今は違う。先日なんとかＤランクになりましたが、それでもジュノシー家の人間にとってそれは屈辱なのでしょう」

「僕はカレンは立派だと思うけど」

　ありがとうございます、と微笑むカレン。

「ですが、一族のもの、特におばあさまはそうは思わないでしょう」

　断言するカレン。

「そこでわたしに舞い込んだのがお見合いです。

　要はメイドとして役に立たないのであれば、メイドを引退し、一族を増やす方向に進めということです。結婚し子を産み、生まれた子供を一流のメイドに育てるのも一族の務めですから」

「なんともまあ厳しい一族だね……」

　時代錯誤というか、エキセントリックというか。

「でも、手紙を二通出そうとしていたということはカレンも迷っているんだよね？　一族のあり方に疑問を抱いているんだよね？」

「……そうなりますね。幸いとわたしはまだ若いです。もう、一、二年ならば余裕がある。それまでに結果を残して現役メイドを続けたい気持ちもあります。……それが駄目だったとしても結婚相手くらい自分で選びたいです」

「だから僕が恋人役に偽装してお見合いを断るんだね」

「はい、そういうことになります。これからお見合いをお断りする手紙を送りますが、この手紙を送ったら、数週間後、王都からわたしの一族がやってくるでしょう。クロムさまには、上手くわたしの恋人を演じていただき、妹に諦めてもらうのです」

「妹？　カレンの妹さんがやってくるの」

「おそらくはですが」

「なるほど、じゃあ、がんばらないとね」

　僕はそう結ぶと、カレンと一緒に手紙を投函しにギルドに戻った。

　そこにはリルさんがいた。

　恋人の真似事をするにも彼女に事情は話しておいた方がいいだろう。

　なにせこのギルドはギルド内恋愛が推奨されているが、バカップルは禁止だ。

　バカップルになる気はないが、恋人感を出すため、演技をしなければならないときも出てくるかもしれない。

　そうなったとき、リルさんに邪魔をされてしまえば計画がおじゃんになる。

　僕はカレンに許可を取ると、事情を話した。

　リルさんはふたつ返事で協力してくれる旨を了解してくれた。

　リルさんにとってもカレンというメイドは大切な存在であるのは、その態度からも明らかであった。
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　数週間後、本当にカレンの妹がやってきた。

　彼女はカレンをそのまま小さくしたような美少女であった。

　小柄な身体に似合わない大きなリュックサックを背負い、フェンリル・ギルドの門を叩いた。

　僕たちはこころよく迎え入れると、彼女は、ぺこり、という擬音が聞こえそうなほど可愛らしくおじぎをする。

「はじめまして。わたしの名前はエリカ・ジュノシーと申します。姉、カレン・ジュノシーの末の妹です」

　と自己紹介してくれた。

　さすがはカレンの妹、いや、メイドさんの一族、その挨拶は子供のものとは思えない礼儀正しいものだ。見た目は幼く見えるが、とてもしっかりとしたお子さんだった。

　ただ、やはりそこは子供、リュックサックを下ろすと、真っ先に姉の胸の中に飛び込んでいった。

「お姉ちゃーん、会いたかったよー」

　エリカはカレンの豊満な胸に顔をうずめると、ぎゅっと抱きしめた。

　小柄なので背中まで腕が届かないが、それでもカレンの胸が押し潰れるほど強く抱きしめていた。

（……お姉ちゃん子なんだな）

　そんな感想を漏らす。

「クロムと一緒だね」

　クスクス笑う聖剣。

「シスコンだ」

　と付け加える。

「失礼な聖剣だな」

「でも、事実でしょ。もしも、この場にお姉さんがやってきたら、抱き合って再会を喜び合うでしょ」

「向こうが僕を抱きしめて窒息させてくるかもね」

　姉はとても厳しい女性だが、僕の母親代わりでもある。厳しくも優しい人で、実の母親以上に愛情を注いでくれた。

　祖父などからは甘やかしすぎと言われるくらい甘やかされて育った面もある。

　彼女が弟離れできていないのであれば、十分、あり得る話である。

　姉もエリカのように僕を抱きしめてくるだろう。もしも再会すればの話であるが。

　そんなやりとりを聖剣としていると、姉と妹の心温まる抱擁は終わったようだ。

「お見苦しいところをお見せしました」

　とエリカは僕たちの方を振り向き、頭を下げる。

　ついで大きなリュックサックの中から、

「これは詰まらないものですが、姉がお世話になっているお礼です」

　と、王都土産を出してくれた。

　王都サブレに、王都バナナ、王都煎餅。

　王都の定番土産が全部揃っている。

　食いしん坊のリルさんは礼を言う前にすでに封を開け、食べていた。

　まったく行儀の悪いフェンリルである。

　代わりに僕が頭を下げ、礼を言うと、エリカはいぶかしげに僕を見つめてきた。

　足下から頭頂、なめ回すように見つめられる。

　ぼそり、と彼女の独り言が聞こえてくる。

「この人がお姉ちゃんの恋人……、お姉ちゃんの純潔を奪った悪魔……」

　聞き捨てならない言葉が混じっているような気もするが、否定することはできない。

　僕の役目はカレンの恋人であることを認知させ、実家に報告させることなのだから。

　カレンには恋人がおり、二年後、メイドとしてのタイムリミットが迫ったとき、もしも一流のメイドになっていなかったら、そのものと結婚する、という報告をエリカにはしてもらわないとならない。

　そのためにはエリカと折り合いを付け、少しでも良い報告をしてもらわないと。

　なので僕はエリカにお茶を出そうと台所に向かったが、その姿を見たカレンが声を上げる。

「あ……」

　と珍しく素っ頓狂な声を。

　なにがあったのだろう、振り向くと、エリカは懐から笛を取り出し、それに息を吹き込む。

「ピッピー!!　減点！　男ともあろうものが台所に入るなんてなにを考えているの？　あり得ないんですけど」

「え？　え？　どういうこと？」

　目を丸くする僕。

「クロムさまは女の子みたいな顔立ちをしていますが、ほんとに男なんですか？　男子厨房に入るべからず。これはこの世界の普遍的な真理です」

　そんな真理聞いたことがない、と言いたいところだけど、郷里の姉さんもたしかに言っていた。

「クロム、男子たるもの厨房に入るべきではありません。あなたは貴族の男なのですから。それに厨房は女の戦場です。男子がいては邪魔です」

　姉さんはかたくなに僕が台所仕事をするのを厭がっていた。

　落ちぶれても貴族の男子がそのような真似をするのはどうかと思っていたようだ。

　その気持ちは分からなくはないが、それはいささか前時代的すぎるというか、実質をともなっていない面もある。

　なにせ今の僕は貴族といっても没落貴族、一介の冒険者だ。

　お茶くみくらいこなせねば、出世もおぼつかない。

　そう抗弁するが、エリカは聞く耳を持たない。

「この家にはお姉ちゃんという最高のメイドがいるのに冒険者ふぜいがその仕事を取ってどうするんですか。それともクロムさまはお姉ちゃんよりもお茶をそそぐのが上手いのですか？」

「ま、まさか……」

「ならばそういうのはプロのメイドさんに任せてください」

　そう言うとエリカは姉に視線をやった。

　姉はおかしそうに笑いをこらえながら、僕の方を見ると、

「ごめんなさい、変わった子でしょう」

　と、僕にだけ聞こえるように言った。

　それには全面的に同意だが、悪い気分はしない。

　たしかにこの家にはお茶を入れるプロがいるのだから、彼女に任せるべきだろう。

　僕の仕事は彼女が美味しいお茶を入れられるようにサポートすること。

　具体的には冒険に出て、お金を稼ぎ、良い茶葉を買うことであった。

　黙って席に座ると、カレンが紅茶を持ってくるのを待った。

　数分後、カレンは銀のワゴンを引いて紅茶を持ってきた。

　並べられた四つのカップにそそがれる紅茶。

　決して高い茶葉ではないが、カレンが入れたためだろうか、とても良い香りが室内を満たした。

　四人はその香りを堪能しながら、カレンの焼いたスコーンを食べる。

　バター、苺ジャム、クリームチーズ、マーマレードジャムなどが添えられており、どれを付けて食べても最高だった。

　カレンの妹、エリカもそう思ったらしく、スコーンを食べ終えると、先ほどまでのつんけんが嘘のように穏やかになった。

「ああ、お姉ちゃんのスコーンは相変わらず旨い」

　と、恍惚の表情をしている。

　ひとしきりその余韻を楽しむと、彼女は僕の方へ振り向き、こう言った。

「クロムさま、あなたには強く当たってしまったかもしれませんが、これも姉を思ってのこと。お許しください」

　気にしていないよ、そう返すと、彼女は年頃の少女らしい笑みを浮かべた。

「そう言っていただけると幸いです。しかし、姉の婚約者に相応しいかどうか、精査するのに手心は加えませんよ。いくらあなたが『ひとりで』ドラゴンを殺したドラゴンスレイヤーでも、『小指一本』で悪魔を倒したデーモンスレイヤーでも、姉に相応しい夫かどうかは別ですから」

　思わず、「どういうこと……」と聞き返してしまいそうになるが、カレンがエリカの後ろで、

「くちうらをあわせて」

　と、声なき声を上げているので、それに合わせる。

　その後、エリカに聞いて分かったのだが、どうやらカレンとエリカの手紙のやりとりによって、僕はドラゴンでさえ裸足で逃げ出す大英雄ということになっているらしい。

　……まったく、話がどんどんわけの分からない方向に向かっていくが、ことを丸く収めるには、大英雄を演じるしかないようだ。

　その後、英雄としてエリカに接した。

「とりあえず、英雄らしいところを見せておくか」

　そう思った僕は、先ほどから気になっていた生物を始末することにした。

　リルさんなどはとっくに気がついているが、この部屋には先ほどから「ブーン」という羽音が響いている。

　エリカの持ってきたリュックの中に、オオスズメバチが潜んでいたようだ。

　もしも刺されたら大事である。

　そう思った僕は腰から聖剣を抜くと剣を振るった。

　目にもとまらぬ速さで振られた剣は、スズメのように大きな蜂をふたつに割った。

　その剣豪のような様を見て、エリカは目を丸くする。

「す、すごい、まるで東洋のサムライみたい」

　エリカは僕の剣技に見ほれ、僕が英雄であると確信したようだ。

　実はこれにはちょっとした仕掛けがあるのだけど。

　幼い頃、姉が僕を立派な剣士に育てるため、よく行なわれた修業が蜂斬りだったのだ。

　狭い部屋に閉じ込められ、蜂を放たれて、剣一本で戦った。

　当然、何カ所も刺され、死にかけたこともあったが、そんなことを何回もやっていると、蜂の動きが読めるようになる。

　今では蜂がどこに動き、どのタイミングで襲ってくるか、手に取るように分かるようになっていた。

　その経験と聖剣の切れ味があれば、このような余興は朝飯前なのである。

　同じことはトンボなどではできない。

　しかし、それはエリカには伝えなくていいこと。

　エリカは素直に僕の剣技に感心してくれていた。

　ついでにいえばカレンも。

　彼女は小さな声で僕に耳打ちする。

「わたしの恋人は凄腕の剣士様でもあったのですね」

　カレンにはあとで事情を説明するが、それでも彼女は、

「先ほどの剣技、ほれぼれしましたわ。偽装恋人から偽装の文字を取ってしまいましょうか？」

　と、僕を軽くからかってきた。

　相変わらずカレンの笑顔は可憐だった。
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　さて、こうしてフェンリルの館に小さな淑女が寝泊まりするようになった。

　エリカは僕が姉の婚約者に相応しい男であるか、それを見極めるまで帰れないと言い張った。

　彼女はカレンの部屋に寝泊まりし、僕の行動をチェックしているようだ。

　朝起きる時間、寝る時間、歯を磨く回数。

　それだけでなく、朝食の卵のオーダーまで精査する。目玉焼きかターンオーバーか、スクランブルエッグか、固ゆで卵か半熟卵か。

　目玉焼きにはなにをかけるか、その項目は多岐にわたり、細かい。

　ちなみに僕は目玉焼き派で目玉焼きに軽く塩胡椒をする。

　リルさんはターンオーバー派で中は半熟じゃないと駄目。しかも、東方より伝来したソイソースをかける。

　卵の食べ方までチェックされるとさすがに開いた口もふさがらないが、これもカレンの幸せのためである。

　我慢していると、ある日、僕の部屋をノックする人物が現れた。

　時計を見る。

　時刻は深夜だった。

　こんな時間にやってくるとは誰であろうか。

　先ほど、リルさんをチェスで完敗させたから、そのリベンジにきたのかな。

　そう思ったが、その推察は外れた。

　僕の部屋にやってきたのは、可愛らしいネグリジェをまとったカレンだった。

　彼女は大きめの枕を抱きしめ、僕の部屋の前に立っていた。

　こんな時間になに用だろう。

　彼女に尋ねると、彼女は頬を染め、

「お情けをもらいにきました……」

　と、つぶやいた。

「…………」

　一瞬硬直してしまう。カレンの思わぬ爆弾発言に思考回路が停止する。

　聖剣が茶化す。

「クロム、お情けってのはね、要は赤ちゃんができるような行為を――」

（分かってるよ）

　と、心の声で制す。

　問題なのは、カレンがどうしてそんな行動に出るかだった。

　僕は自分ではスマートなつもりで返答した。

「カ、カレンさんどうか落ち着いて。カレンと僕は偽装恋人であって、恋人じゃ――」

　カレンは僕の台詞をさえぎる。

「うふふ、分かっていますわ。カレンも結婚前の男女がそのような行為におよぶのには反対です。ただ、妹のエリカが最近、疑いの目を向けてきまして」

「疑いの目？」

「はい。お姉ちゃんはクロムさまと恋人同士なのに接吻もされませんね。夜の方もごにょごにょと言っていました」

「……てゆうか、僕とカレンがそういうことをしたら、あの子、焼き餅を焼くんじゃないかな」

「数週間前までの妹ならばそうかもしれませんが、今はその心配におよびません」

「どうしてですか？」

「妹がこの館にやってきて以来、毎晩のようにクロムさまのお話をし、洗脳しているからです」

「……洗脳」

　言葉は悪いが、ともかく、カレンはなんとか妹を説得するため、努力をしているようだ。

　その努力の一端が、クロムべた褒め作戦であった。

　カレンはことあるごとにエリカに吹き込む。




　クロムさまは、見てくれだけでなく、紳士の中の紳士なのですよ。先日もわたしが転んだとき、下着を見ないように目を背けながら手を差し出してくれました（……あのとき、観察されてたのか）。

　クロムさまは今は冒険者に身をやつしていますが、実は貴族の家の出身なのですよ。どことなく気品があるでしょう？（嘘じゃないけど、貧乏騎士だしな）。

　そのチャーミングで可愛らしいお顔立ちもとても素敵なのです。メイド服を着せたらさぞ映えることでしょう（……女装の趣味はないよ）。




　と、このように妹に言い聞かせていると、最初は難色を示していたエリカも段々懐柔され、今ではこんなことを言い出すようになったらしい。

「いつか、わたしもお姉ちゃんを送り出さなければいけない身。ならばせめて良き夫と巡り会えるよう助力するのが妹の務めかも……」

　カレンは心の中でガッツポーズをしたそうだが、その後、エリカはこんなことも言った。

「ところでお姉ちゃん、クロムさまの素晴らしさは分かりましたが、本当に恋人同士なのですか？」

　と、エリカは核心を突くような台詞を言ってきたらしい。

　カレンの背中に脂汗がにじんだようだが、そのときは、「もちろんよ」と誤魔化したようだ。

　エリカいわく、僕とカレンが恋人に見えない理由はふたつあるらしい。

　昼間、ふたりきりになってもいちゃつかないところ。

　そこまでラブラブなのに、接吻のひとつもしないのは変です。

　と、エリカは疑問に思ったらしい。

　それとこの数週間、お姉ちゃんの部屋にいますが、お姉ちゃんはずっとわたしと寝ています。

　恋人同士ならば夜という時間は貴重なのでは？

　という疑念も感じているようだ。

「てゆうか、カレンの妹ってなんか耳年増というか大人っぽいよね。まだ成人前だよね？」

　代わりに答えたのはベッドサイドの剣立てに飾っている聖剣だった。

「女の子は男の子と違って進んでいるものなんだよ。男の子が鼻水たらしながらバッタを追っかけている間に、大人の階段を上がる準備をしているのさ」

　なるほど、そういうものなのか。

　たしかにクロムが草原でトンボ捕りに明け暮れていた頃に、すでに嫁に出ていた村娘もいる。

　そういうものかもしれない、と思ったが、それでもカレンがここにくる理由が分からない。動機は分かるけど。

「動機だけご理解いただければ十分ですよ。今夜はクロムさまの部屋に泊まらせてもらいます」

　と、彼女は持ってきた自分の枕を抱きしめる。ぎゅっと。

　その姿は可愛らしいが、だからといって彼女を自分の部屋に泊めるのは気が引ける。

　なにせ僕の部屋にはベッドがひとつしかない。

　姉の言葉が頭に響く。

「クロム、これからあなたが旅立つ迷宮都市には誘惑が多い。その中でも女性の誘惑は特筆に値します。メルビル家の跡取りを作るのはあなたの責務ですが、軽々しく女性と同どう衾きんするのは感心しませんよ」

　同衾とは同じベッドで寝るという意味だが、さすがにそんなことはできない。

　そう思った僕は、押し入れから予備の毛布を取り出すと、床に引いた。

「これは？」

　と尋ねてくるカレン。

「偽装恋人になることを了承したからね。ここでカレンを追い返したら今までの苦労がパーだ。だから、今夜だけは泊めてあげるよ」

「それはありがたいのですが、もしかして、クロムさまは床で眠るつもりですか？」

「そのつもりだけど」

「わたし、できればベッドで寝たいのですが」

「一緒の場所で寝るって発想から離れれば、必然的にカレンがベッドで寝るって結論にならない？」

　一応突っ込むが、たぶん、彼女は僕をからかっているのだろう。

　そうですね、と口元を押さえている。

「まったく、しようがないメイドさんだな」

　僕はそう言うと寝床に入った。

　床で寝るのは慣れている。

　冒険中は床よりももっと固い石畳で寝ることもあるのだ。

　一方、カレンは最終的にはベッドでひとりで寝てくれた。

　これ以上押し問答をしてその騒ぎをエリカに聞かれるわけにはいかないし、それに明日も早い。メイドさんの朝は想像以上に早いのだ。

　僕よりも先に寝息を立てるカレン。

　しかし、まあ、よくもまあ男のベッドでこんなに早く眠れるものだ。

　警戒心がないのだろうか。

　そんな感想を漏らすと、聖剣がこう結ぶ。

「クロムなら馬鹿な真似はしないと信じているんじゃない？　もっとも、男として見られていないという見方もできるけど」

「違いない」

　そうまとめると僕も寝た。

　実は明日、依頼により迷宮に潜る予定があるのだ。体力を蓄えないといけない。

　僕はカレンを意識しながらも眠りにつく。

　カレンの寝息が気になったが、三〇分後には眠ることができた。




　翌日、カレンはエリカに昨晩の様子を尋ねられた。

　カレンはなんの迷いもない笑顔で、

「クロムさまは情熱的な紳士でしたよ。とても素敵な殿方です」

　と、答えていた。
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　さて、今日は仕事のある日だ。

　我がフェンリル・ギルドもＤランクとなった。

　Ｄランクともなれば、仕事がひっきりなしに入ってくる、――と言いたいところだが、そうでもない。

　まだフェンリル・ギルドはこの街で十分認知されておらず、依頼の数は少ない。

　協会が手配する公認クエストはいくらか舞い込むが、割の良い個人クエストはそこまで舞い込まない。

　なので本日も公認クエストを受ける。

　本日受けるクエストは、




「迷宮第五階層に潜む暴れ猿を討伐せよ」




　というものだった。

　なんでも最近、第五階層に暴れ猿が大量に現れ、周囲の果実を食い散らかして困っているのだそうな。

　その果実は霊薬の素材によく使われる。

　貴重な錬金術の素材が取れないと、錬金術師ギルドからささやかなクレームが届いているとか。

　報酬は金貨三〇枚と安いが、暴れ猿の素材を持ち帰ればもとはとれるだろう。

　それにフェンリル・ギルドに入団した新メンバーの肩慣らしには丁度いいはずである。

　僕はカチュアとの待ち合わせ場所、近所のカフェに向かうと彼女にその旨を伝えた。

　エルフの娘である彼女は、大げさにうなずき、

「まあ、大魔術師のあたしには簡単すぎるけど、なにごとにも肩慣らしは必要よね」

　と、冗談めかして威張っていたが、すぐに言葉を続ける。

「――ところでクロム君、あたしはこぶつきとバツイチとかは気にしないタイプだけど、こんなに大きな娘がいたの？」

　と、エリカを見る。

「そんなわけないでしょ。彼女はカレンの妹だよ」

「あれま、たしかにカレンちゃんに似てるね。カレンちゃんをそのまま小さくした感じだ」

　僕と同じ感想を漏らすカチュア。しかし、エリカは気にした様子もなく、ぺこりと頭を下げる。

「いつも姉がお世話になっています。妹のエリカです」

「あー、可愛い。お行儀もいいし、お人形さんみたい。クロム君、この子、うちに連れて帰っていい？」

「駄目だよ。彼女はまだ未成年なんだから」

「残念」

「それに彼女はもうじき、実家に帰るんだ。そこで報告をしてそのあと、どこか貴族の家に奉公に行くらしい」

「はい、実はもう奉公先が決まっていまして。姉の報告を終えたら、一族の本道を歩むつもりです」

「報告？」

　と眉をしかめる。

　僕はカチュアが余計なことを言わないようにするため、諸事情を彼女に話す。

　彼女のエルフ耳にごにょごにょとすると、彼女はおかしそうに、

「そんな理由があったのね。まあ、カチュアお姉さんに任せなさい。悪いようにはしないから」

　と、胸を張った。

　トラブルメーカーの彼女が断言するのは不安であるが、世の中、なるようになるしかない。

　彼女も大人、無体なことはすまい。

　という前提で話を始める。

「ところで、エリカちゃんはなんでここにいるの？」

「それはわたしがお願いしました。実家に帰る前に英雄であるクロムさまの活躍を見てから帰りたいと言ったのです」

「だから比較的楽なクエストに同伴してもらうことにしたんだ」

「暴れ猿はそこまで弱くないけど」

「でも、今の僕とカチュアなら楽勝だろう」

「そうね『英雄』のクロムと、『大魔術師』カチュアのコンビならば余裕のよっちゃんね。一〇〇万パワーにコンビで二倍、いつもの二倍張り切って、三倍の回転を加えれば、一二〇〇万パワーになるわ」

　よく分からない理論だが、まあ、相棒がいるのは心強い。

　彼女が後方にいるだけで背中は安心して任せられたし、支援魔法の援護はありがたい。

　それに彼女の攻撃魔法は貴重な戦力となってくれるはずだ。

　それに僕も最近はなかなかの成長を遂げている。

　第五階層にいる魔物には後れを取らないだろう。

　そういった理由でエリカの同伴を許したのだが、エリカは興奮気味だった。

　なんでも迷宮に潜るのは初めての経験らしい。

　間近でモンスターを見たこともないとのこと。

　なんでも王都からくるときも屈強な護衛のいる乗合馬車に乗ったので、安全快適にやってこられたそうだ。

　そう言った意味では今回のクエスト同伴は、彼女の人生で初めての冒険となる。

　さて、その冒険はどのような結末を迎えるか。

　無論、彼女の安全には最大限の配慮をするが、良い思い出になってくれることを祈るばかりである。

　ちなみにエリカはメイド服を着ている。

　軽装だ。

　ダンジョンにメイド服とは不釣り合いで、入管所や冒険者のたまり場で奇異の目で見られた。

　ただ、彼女は戦力外というわけではない。

　その身体に似合わぬ大きなリュックには様々な食材が詰められていた。

　食事時になると彼女は手際よく料理の準備をし、僕とカチュアに美味しい料理を振る舞ってくれる。

　それもそれぞれの趣味に合わせた旨い料理を。

　僕には肉たっぷりの焼きめし。

　カチュアにはキノコたっぷりのパスタ。

　言われるまでもなくそれぞれの嗜好に合わせてくれるのは、さすがはメイドの名門一族の出であった。

　カチュアはすっかりエリカが気に入ったようで、熊の人形のように彼女を抱きしめると、

「やっぱり、この子欲しい」

　と、だだをこねた。

「駄目です」

　僕は言いきると、ジュノシー家のメイドの平均的な賃金を教えた。

　その言葉を聞いて目を丸くするカチュア。

　当然だ。その給金はとても一介の冒険者が支払えるものではないのだから。

　カチュアはそれでもなんとかならないかしら、と、ぶつぶつ唱えながら、迷宮の階層を下っていった。
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　目的地に到達する。

　第五階層、そこにある密林で暴れ猿を一〇匹ほど討伐すればクエスト完了である。

　楽なクエストだ。

　暴れ猿自体、強力なモンスターではない。

　その膂りょ力りょくはすさまじいが、近接を許さなければ致命的なダメージを受けない。

　戦闘力は一匹、３００～７００くらいだろうか。

　二つ名付きにでも出会わなければ余裕である。

「なんて言ってると、二つ名に出くわすのがクロムなんだよね」

　と、聖剣は言うが、そんな事態には陥らなかった。

　密林に向かうなり、果実を食い荒らしている暴れ猿を一匹切り捨てる。

　猿はキキィ！　と周囲の仲間に危険を知らせた。

　その鳴き声で、今の自分の実力が計れる。

　もしも猿が逃げるようならば、自分の実力は大したもので、魔物を怯えさせるに十分なものとなる。

　仮に猿が逃げださず集まってくるようならば魔物に舐められている証拠となる。

　果たしてどちらになるだろうか。

　――結果、猿どもは集まってきた。

　僕はまだまだひよっこということだ。

　軽く気落ちしているとカチュアが慰めてくる。

「ほら、クロム君ってちょっと線が細いでしょ。だから舐められてるだけよ、あと数年、冒険者を続ければ貫禄も出てくるんじゃないかしら。それに今、貫禄がないからこそ、楽ができるのよ」

　と言うカチュア。

　たしかにそうだ。

　もしも猿が逃げ出すようなら、それはそれで手間である。

　はしこい猿どもを密林の端から端まで追いかけ回さなければならない。

　そうなればどれくらい討伐に時間が掛かるか。

　こうして一カ所に集まってくれるのは、ありがたいことなのだ。

　逆転の発想をすると、僕たちは暴れ猿を退治していった。

　案の定、暴れ猿は大して強くない。

　僕とエクスの剣技、それとカチュアが繰り出す魔法の前に、次々と倒れていく。

　――問題なのは。

「じぃ……」

　という擬音が聞こえてきそうなほど、こちらを凝視しているメイド服の少女だった。

　彼女はこんなことを口ずさんでいる。

「お姉ちゃんの話と違う。お話の中のクロムさまはデーモンでさえ小指で倒すのに」

　それは誇大広告の見本というか、あり得ない展開だ。

　レベル99の大英雄でもそんなことは不可能である。

　カチュアがクスクスと笑いながら提案する。

「小指で倒すのは無理でしょうけど、ここはあまり手を貸さない方が正解みたいね。後方で援護魔法をかけながら、エリカちゃんの横でクロムをよいしょしておくわ」

　と、魔法攻撃をやめ、後退する。

　行きがけの駄賃ではないだろうが、帰り際にこれでもかと強化魔法をかけてくれた。

　筋力、体力、魔力、およそ戦闘に必要なステータスはすべてアップする。

　僕の身体は青、赤、黄色と順番に輝く。

　ステータスを開けば戦闘力は２０００を超えていた。

　一時的とはいえ大台突破である。

　気をよくした僕は大技を放つ。

　得意の剣閃である。

　聖剣に魔力を込めるが、それを制止するものがいる。聖剣のエクスだ。

　彼女はこんなことを提案する。

「ねえねえ、クロム、そろそろこの剣閃にも名前を付けない？」

「名前？」

　また面倒なことを。

「戦闘中、いちいちそんなこと言ってられないよ。剣閃で十分だ」

「いや、かのアーサー王も剣閃を放つとき、必殺技の名前をしゃべっていたよ」

「ほんと？」

「まじまじ。なんか気合いを込めて言こと霊だまを発することによって、魔力が供給されやすくなるんだって。試してみれば？」

「ちなみにその王様はなんて言ってたの？」

「約束された調理だったかな。ん？　クッキング？」

「変な名前だ」

「ボクの記憶違いかもね。でも、格好いい方が効果あるみたいだよ。それにエリカちゃんの前で格好付ければ良い報告がしてもらえるかも」

「それはあるかもね」

　食い入るように僕を見つめるエリカを観察する。彼女は僕の英雄的な活躍に期待しているようだ。

　その期待に応えたいので派手目な演出をほどこす。

　僕は呪文を唱える。

　攻撃呪文ではなく、付与魔法だ。

　ただの付与魔法ではなく、剣に炎をまとわせる。

《火属性付与》の魔法である。

　火属性をまとい、炎の武器となったエクスカリバー、もともと神々しいまでのフォルムがより一層輝く。

「あ、そういえば熱くない？　エクス」

　急に心配になったので尋ねる。

　エクスは呆れながら言う。

「今さら心配する？　ボクで鉄のように堅いドラゴンに斬りかかったり、くっさいアンデッドを斬ったりしたじゃん」

「それもそうか」

「そうだよ。中身は可愛い乙女だけど、その刀身は世界最強の聖剣だよ、気にしないで」

「分かった」

　と言うと、僕は猿どもに斬りかかった。

　炎の剣を切り上げる。

　赤い軌道が目を引く。

　派手なだけでなく、獣である暴れ猿には効果的な一撃だったようで、一撃で戦闘不能に陥った。

「やるじゃん、クロム！」

「さすがだね、クロム君」

「クロムさま、すごいです」

　と称賛の声をもらう。

　その後、残った暴れ猿に斬りかかる。

　炎の剣は効果的に猿どもにダメージを与えた。

　辺りに猿の体毛と肉の焦げる臭いが充満する。

　このままでも全滅に追い込めるだろうが、今、僕が欲しいのは勝利ではなく、圧倒的な勝利だった。

　エリカが思わず僕を尊敬してしまうような、英雄だと誤認してしまうような力が欲しかった。

　なので僕は最後に残った一匹に全力を傾ける。

　最後に残った暴れ猿はひときわ大きかった。大猿である。

　右目に古傷があり、貫禄がある。

　たぶんであるが、この群れのボスなのだろう。

　カチュアが、

「クロム君、気をつけて、そいつだけ戦闘力の桁が違う」

　と、教えてくれる。

　たしかにこの大猿は別格だった。

　他の猿が三桁台の戦闘力だったのに、こいつだけ１０００以上、少なくとも１２００くらいはある。

　やはり見た目と戦闘力は比例するのだな、と思った。

　僕は怒りにまかせた大猿の一撃をトリネコの円形盾で受ける。

　ずしり、という重い一撃が腕に伝わってくる。

　もしも安物の盾だったら、そのまま破壊され、腕を粉々に砕かれていたかもしれない。

　この盾を買ってくれたリルさんとカレンに感謝すると、僕はシールドで相手を殴りつけた。

　いわゆるシールド・バッシュというやつである。

　本来、シールド・バッシュは金属の盾、それも棘スパイクがついた盾で行なうのがいいとされているが、木の盾でやってはいけないという道理はない。

　そもそもこの攻撃は大猿にダメージを与えるのが目的ではなく、よろめかせ、隙を作るためにやったものだ。

　そしてそのもくろみどおり、大猿は不意打ちの盾攻撃によろめき、あとずさりした。

　残っていた左目も痛めたようで、一時的にではあるが、視力も失っている。

　これで数秒は隙だらけだ。

　無論、その隙は見逃さない。

　僕は聖剣のつかに力を込める。

「ええと、なんか 必殺技の名前を叫べばいいんだよね？」

「うん、叫んで、叫んで」

　と、ノリノリのエクス。

　素直にそれに従うと、僕は必殺技の前口上を詠唱した。




「大気の微塵に眠りし火の力よ、覚醒せよ!!

　敵を焼き尽くす炎の舌となれ！」




　必殺、ファイア・ブレード!!




　そう叫ぶと同時に聖剣の刀身から剣閃が放たれる。

　さらに、その剣閃には炎魔法が追加される。

　螺旋のように渦巻きながら黄金の剣閃にまとう炎。

　それは炎の渦巻きのようになり、大猿に襲いかかる。

　大猿に直撃したその瞬間、大猿は爆炎を上げ、燃え上がる。

　圧倒的な力によって消し飛ぶ。

　大猿は痛い、と思う暇なく、あの世に旅立ったことだろう。

　それほどの一撃だったのだ。

　その光景を見ていたカチュアはつぶやく。

「す、すごい、まるで上位魔法のような威力」

　エリカは声にならない声を上げる。

「これが英雄の一撃、お姉ちゃんの恋人の強さ……」

　ふたりは僕に感心していたが、それ以上に感心したのは僕だ。

　まさかこのように威力のある一撃を放てるとは夢にも思っていなかった。

　エクスに感謝する。

「ありがとう、エクス、君のアドバイスのお陰で必殺技が完成したよ」

「…………」

　しばしの沈黙のあと、エクスは言った。

「……えへへ、そうでしょう、感謝してよね」

　いつものように明るくまとめると、僕らは後処理に入った。

　暴れ猿の素材を集め、それをギルドに持って帰るのである。

　討伐クエストは討伐の証をギルドに持って帰るまでが討伐クエスト。

　基本中の基本であったが、ちょっとだけ難儀した。

　最後に倒したボス素材がボロボロになっていたからである。

　これはカウントしてくれるかな？

　そんなことを思いながら家路についた。
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　第五階層からの帰り道、聖剣のエクスは黙って主のステータスを開いてみる。




クロム・メルビル　一六歳　レベル11　冒険者　Ｄランクギルド　フェンリルの咆哮所属




筋力　Ｃ

体力　Ｃ＋

生命力　Ｃ＋

敏捷性　Ｃ

魔力　Ｄ＋

魔防　Ｄ＋

知力　Ｃ

信仰心　Ｄ＋

総合戦闘力　１８５３




武器　聖剣エクスカリバー

防具　旅人の服　トリネコの木の円形盾




固有スキル　【なんでも装備可能】

隠しスキル　【英雄の証】

戦闘関連スキル　【剣術Ｃ＋】　【火魔法Ｄ】→【火魔法Ｄ＋】　【対槍術Ｅ】　【耐火Ｃ】【対ゴーレムＥ】　【万能武術Ｆ】　【基礎魔法Ｇ】　【対蜂型モンスターＢ】new　【盾攻撃Ｅ】new

武具スキル　【自動回復小】　【成長倍加】

日常スキル　【日曜大工Ｃ】

必殺技　ファイア・ブレード new




　エクスはクロムが必殺技を覚えているか、しかと確認した。

「やっぱり覚えている」

　最後に放ったあの一撃、ステータスの神様はちゃんと必殺技として認識してくれたようだ。

　エクスは剣閃を放つとき、

「必殺技の名前を叫べば威力が上がるよ」

　と言った。

　あれは大嘘である。名前を叫ぼうが、詠唱をしようが、技の威力は上がらないものだ。

　なのにクロムという少年は威力を上げるどころか、ただの技のひとつだった剣閃を『必殺技』にまで昇華させてしまった。

　驚くべき技術とセンスである。

　通常、剣士が必殺技を覚えるのには何年もかかる。

　何年も地道に修業し、やっと習得できるかできないかといったもので、このように討伐の最中にピコンとひらめくようなものではない。

「……かのアーサー王だってこんなに器用じゃなかったよ」

　前の持ち主である王に思いをはせる。

　金色の髪を持ったアーサーは異世界のブリトン人の王だ。

　北方の島国で生まれたアーサーは、十二人の円卓の騎士を配下に持ち、失われた聖杯を探し出し、悪逆なるローマ皇帝を倒した英雄の中の英雄である。

　エクスは『彼女』がまだ若いときからずっとともに戦ってきた。

　のちにとてつもない偉業を達成する英雄らしく、若かりし頃からずば抜けた戦闘センスを示し、エクスを驚かせたものだが、それでも彼女も必殺技を習得するのに難儀したものだ。

　だのにクロム少年はいとも簡単に必殺技を習得し、己のものにしてしまう。

　初めての実戦で必殺技を放ち、使いこなしてしまう。

　あどけない顔だちの少年であるが、その才能はもしかしたら、かのアーサー王をしのぐかもしれない。

　そう思った。

　エクスは改めて現在の主を見る。

　色素の薄い髪がさらさらとなびいている。

　顔だちは幼くもあり、どことなく中性的だ。女装をさせればさぞ似合うだろう。

　そう言った点では、かのアーサー王との類似点もある。

　彼女もまた中性的で彼のような髪を持っていた。

　ただ、決定的に違うのはその心根だろうか。

　アーサー王は慈悲深い王であったが、自尊心の高い王であった。

　クロムは慈悲深く、どこまでも優しい少年であった。

　見ればクロムは、初めてのダンジョンで疲れ切っているエリカを背中に乗せている。

　クエスト帰り、激闘のあとだというのに、文句ひとつ言うことなく、エリカをおぶっていた。

　その姿は仲の良い兄妹にしか見えない。

　兄の方が英雄になるなどとは信じられなかった。

「……でも、君はやがてこう呼ばれるようになるよ」

　エクスはクロムに聞こえないようにつぶやく。

「迷宮都市最強の冒険者とね」

　その声は誰にも届かず、聖剣の刀身にのみ響いた。
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　こうしてエリカを連れた冒険は終わる。

　彼女は満足したようで、迷宮の帰り道、

「これでお姉ちゃんの恋人『候補』の強さを見届けることができました」

　と、ささやいた。

「こ、恋人候補じゃないよ。恋人だよ」

　と、主張したが、彼女は笑顔で首を横に振った。

「演技はもう十分ですよ。とっくにばれていますから」

「……そうか、ばれていたのか。ちなみにいつから？」

「最初からですよ」

「うーん、どこか不審な点はあった？」

「不審と言えば全部不審ですが。まあ、決め手は恋人同士なのになぜかよそよそしいところですね」

「なるほど」

　それは仕方ない。実際に恋人ではないのだからよそよそしいに決まっている。

「それとやっぱり姉との長年の付き合いでしょうか。姉の嘘はすぐに見破れます。もしも、姉がクロムさまとそういう関係になったら、もっとラブラブビームを出すと思うんですよね」

「そうなんだ」

「ええ、姉は愛情豊かな人ですから、それはもう情熱的に迫ってくると思いますよ」

「なるほど……」

「なので覚悟してくださいね。もしも姉と恋人になったら、クロムさまはあの館を追い出されます」

「たしかに、リルさんはバカップルが嫌いだからね」

　バカップル禁止！　私の前でいちゃつくやつは首がもげて爆発しろ！　と公言しているリルさんの前でカレンが情熱的に迫ってきて、僕が受け入れてしまったら、追い出されること必定だ。

「そうです。我がジュノシー家のメイドさんを雇うのは大変ですよ。クロムさまは破産してしまいます」

「だね、せめてもっと稼ぎをよくしてからでないと」

　冗談めかして言うと、僕は尋ねた。

「しかし、最初から分かっていた、ということは、ジュノシー家への報告は控えてくれるんだよね」

「もちろんです。わたしはお姉ちゃんっ子、姉のマイナスになるような真似はしません。ですから、一応、クロムさまを姉の恋人ということにし、お見合いは延期してもらいます」

「それは助かる」

「お姉ちゃんがですか？」

「それもあるけど、僕とリルさんもかな」

　と、僕は続ける。

「リルさんはあの性格だからね。掃除洗濯が苦手なんだ。僕もこんななりをしているけど、姉の教育方針で家事全般は不得手でね。そんなふたりからカレンを取り上げられてしまったら、あのフェンリルの館は冒険者ギルドではなく、ゴミ館と呼ばれるようになるよ」

　事実、以前、カレンが長期休暇を取ったとき、フェンリルの館は一瞬でゴミであふれたそうな。

　もしもカレンがいなくなれば、その再来が見れるだろう。

　見たくないが。

　そのことを話すとエリカは、

「そのときはわたくしたちジュノシー一族のメイドさんをお雇いください」

　と笑った。







　そんな和やかな感じで家路につく途中、エリカがとあることに気がつく。

「あ、クロムさま、服がほつれていますよ」

　と、僕の肘を指さした。

　腕を持ち上げ、確認してみると、ほつれているどころか穴が開いている。

「ああ、またか……」

　と、漏らす。

「またか？」

　不思議そうに言うエリカ。

「よくあることなんだ。この旅人の服は故郷からずっと着たきりでね。かれこれ一年着ている」

　カチュアがなにか言おうとしたので、

「もちろん、洗濯はかかしたことがないよ」

　と、続ける。

「ギルドに入ってからも立て続けに戦闘しているからね。破けたり、ほつれたりはしょっちゅうさ」

「なるほど、そのたびにお姉ちゃんが補修しているんですね」

「そういうこと。なるべく目立たないように縫い直してくれてはいるけど……」

　僕は全体的に薄汚れてきた服を見下ろす。

「そろそろ寿命かな。新しい旅人の服を買わないと」

「旅人の服を買い直すんですか？」

「うん、そうしようと思ってる」

「ですが、クロムさまほどのレベルならば、そろそろ鎧を着てもいいと思うのですが」

「それも考えたんだけどね、鎧は高くて……」

　先立つものがない、とは言わなかったけど、すぐに事情を察してくれたようだ。

　差し出がましいようですが、と前置きした上でこう言ってくれた。

「……あの、実はわたしの従姉妹が鍛冶ギルドに奉公しているんです。サティロス・ギルドって知っていますか」

「もちろん、知っているよ。この迷宮都市イスガルドでサティロス・ギルドのことを知らない人はいないよ」

「あたしは知らないけど」

　と、カチュアは平然と言う。

「……まあ、そうだろうね」

　と言うと僕は彼女に説明する。

「サティロス・ギルドは、別名【火神の槌】と呼ばれるイスガルドでも名門の鍛冶ギルドだよ」

「なるほど、あたしは魔術師だから、武具には縁がないしね」

「戦士系の僕には憧れさ。【火神の槌】に所属する職人が作る一流の武具を装備して迷宮の地下深くに潜りたい」

「ならば、その武具を買って潜ればいいでしょ」

「そういうわけにもいかないよ。【火神の槌】印ともなれば、通常の武具の数倍はするからね。とても買えない」

「そうなのです」

　とエリカは言う。

「【火神の槌】印の武具は高い。しかし、その分、性能は折り紙付きです。それに今のクロムさまなら決してその武具らも見劣りしないと思うのです」

「うーん、そうかな？」

「そうですよ、ですので、是非、購入されてはいかがですか？」

　とエリカは笑顔で言う。

　だけど先立つものがないよ、と同じやりとりを繰り返そうとしたが、彼女はそれを制するかのように懐から書状を取り出す。

「これは従姉妹への手紙です。従姉妹はかれこれ十年近くサティロス・ギルドで働いています。彼女の紹介とあれば、いくらかはディスカウントしてくれるでしょう」

「それは本当？」

　と思わず聞き返してしまう。

「本当ですよ。市場価格の半額とは言いませんが、それに近い値段で買えるはずです」

「……ならば手が出るかも」

　そう思った僕は、エリカから紹介状をもらった。

　後日、僕はサティロス・ギルドにおもむくこととなる。




　ちなみにフェンリルの館に帰ると、エリカはそそくさと身支度を終え、郷里に帰っていった。

　大きなリュックサックをかつぐと彼女は姉に耳打ちをしていた。

「クロムさんはとても素敵な男性だね。あのエルフの娘も狙っているみたいだから、お姉ちゃんもうかうかしていられないよ」

　カレンは珍しく頬を染めると妹の額を指で突きながら言った。

「生意気」

　と――。

　妹はえへへ、と答える。

　最後にカレンは妹を抱きしめると、

「初めてのご奉公、がんばってね。辛くなったらお姉ちゃんに手紙を送るのよ」

　と言った。

　カレンは初めてメイドの仕事をする妹を気遣っているようだ。

　妹を気遣っている姉を気遣う妹。

　彼女はつとめて元気な笑みを浮かべながら、

「ジュノシー印のメイドさんの有能さを轟かせてきます」

　と、姉に返した。

　その後、エリカは名残惜しむことなく、フェンリルの館をあとにした。

　カレンはギルドの仕事があるので、僕が乗合馬車の駅まで送っていった。

　こうして僕とカレンの偽装恋人騒動は終わった。

　エリカは実家に帰ると、姉の恋人は将来有望と報告してくれ、お見合いの話は立ち消えとなった。

　その後、エリカはどこか貴族のお屋敷に奉公に出たようだ。

　定期的にカレンに手紙が送られてくる。

　僕はそれを見せてくれるように頼んだが、カレンは一度も見せてくれなかった。

　なんでも僕についてのこともよく書かれているらしい。

　どんなことが書かれているんだろうか、気になるが、それは詮索しない方がいいだろう。

　ただ、またエリカに会いたいな、と言うとカレンは花のような笑みを浮かべ、こう言った。

「その願いはきっと叶いますよ」

　と――。










第二章　サティロス・ギルド
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　冒険者の仕事は迷宮に潜ることであるが、常に迷宮に潜っているわけではない。

　一週間潜ったら、一週間は休養をとる。

　常に迷宮に潜っていると、身体的な疲労がたまり、健康を害する。

　疲労のたまった身体は、脳を鈍重にさせ、正常な判断ができなくなる。

　迷宮で判断を間違えるということは、そのまま死に直結することである。

　ダンジョンは甘いところではないのだ。

　しかし、ギルドメンバーの少ない我がフェンリル・ギルドにとってその稼働率の低さは問題となっている。

　カチュアがギルドに加入してくれてふたり体制になったとはいえ、それでもふたりしかいないギルドではろくにクエストを受注できない。

　ドラゴン退治やデーモン退治など、迷宮都市を揺るがす大事件を解決したから、一気にＤランクまで駆け上がることができたが、これからはそうはいかない。

　そんな大事件は早々起きないし、起きたとしても零細ギルドである【フェンリルの咆哮】に回される可能性は少ないだろう。

　と、このギルドの会計、運営、その他もろもろをつかさどるメイドさんは言った。

「ですので、今後は地道にクエストをこなして、少しずつ貢献ポイントを上げていきましょう」

　と、提案してくる。

　それについてはなんの不満もないのだけど、問題なのは休暇期間が長いことであった。

　一週間冒険に出たら一週間休むなど、零細ギルドの冒険者に許されるのだろうか。

　僕はぴんぴんしている。

　生来、僕は頑健で、子供の頃から風邪ひとつひかない。

　家の農作業も手伝っていたし、これくらいの冒険ならば、二日寝れば体力は全回復する。

　そのことを主張するとリルさんは言った。

「少年、なにごともあせりはよくないぞ。一見、元気なように見えても疲労というのは貯まっているものだ。ともかく、我がギルドのルーキーは、一週間働いたら、最低、一週間ダンジョンに入れないのが決まりになっている」

「それはＡランクギルドだった頃の規則ですよね。今はふたりしか冒険者はいないのに」

「ふたりしか冒険者がいないからだよ」

　と、談話室で寝転がっているカチュアを指さす。

　彼女はぐでーっとソファーにもたれかかっていた。

　死んだ魚のような目をしている。

「あのような若い婦女子が恥じらいもなく大股を広げて寝転がってしまうくらい疲労を溜めてしまうのだ。ダンジョンは」

　リルさんがそう言うと、カレンが小声で注意をするが、カチュアは気にした様子もない。

「大丈夫、ここには女とクロム君しかいないからぁ～」

　と、余計、ぐでんとさせた。

　僕は男としてカウントされていないのだろうか。

　女兄弟がいるのでこういう光景は見慣れているが、姉でもこのような大股は広げなかった気がする。

「それに疲れてるのは超事実なんだよね。ほら、あたしって魔術師でしょ。冒険者になる前は師匠の家に籠もって研究していたからあまり歩かなかったのよね」

　と自己弁護。

　たしかにそれはあるかもしれない。

　田舎育ちでこの迷宮都市にやってくるのも馬車ではなく徒歩だった僕。

　それと森育ちの魔術師のカチュアを一緒にするのは可哀想だ。

　カレンの妹であるエリカも先日の迷宮探索では疲れを感じていたようだし。

（まあ、カチュアさんや他の冒険者に合わせるのもメンバーのつとめかな。……ふたりしかメンバーがいないけど）

　もしも僕が馬車馬のように働き続け、それが他の冒険者の耳に入ったら、【フェンリルの咆哮】はブラック・ギルドとして名をはせてしまうかもしれない。

　そんな噂が駆け巡れば、ただでさえ寄りつかない冒険者たちがさらに寄りつかなくなるだろう。

　それはギルドの経営的にも、僕の夢的にもよくないことだった。

「ちなみにクロムの夢ってなにさ」

　と腰の聖剣が尋ねてくる。

「最終的な目標は迷宮都市イスガルドのダンジョン制覇、そして大英雄と呼ばれることかな」

「じゃあ、手近な目標は？」

「とりあえず五人パーティーで迷宮を探索したい」

「それは切実な目標だね」

「切実だよ」

　実際、Ｄランクになったというのに面接にやってくる冒険者の数はそんなに増えない。

　なぜだろう、と口にすると、カレンが事情を話してくれた。

　彼女は小声で話す。

「実はリルさんがやってくる冒険者に圧迫面接をしていて」

「圧迫面接？」

「ええ、男性冒険者にはもともと厳しい方なのです。リルさまは軟弱な男子がお嫌いですから、お前は長髪だから駄目。お前は小汚いから駄目、お前は挨拶ができないから駄目、などといちゃもんをつけます」

「もともと、このギルドはカレン目当ての助平が多いからね」

　とは腰の聖剣の言葉だ。

　リルさんは、そんな不純な目的な冒険者は排除しているのだろう。

　ならば女性冒険者ならばいいのだろうか、となるが、それも厳しいらしい。

「君はうちの少年に気があるのだろう。少年は可愛いし、頼りになるし、将来、有望だからな」

　と、女性冒険者にも同じようなことをしているらしい。

「過保護というか、心配のしすぎだね」

　そう言うとカレンもなんともいえない表情で首肯する。

「ですが、もともと、この【フェンリルの咆哮】は少数精鋭のギルドとして知られていました。ですので冒険者をえり好みするのは昔から一緒ともいえます」

　Ａランクだった頃も一〇人前後のメンバーしかいなかったんですよ、とカレン。

　ちなみに平均的なギルドは三〇人、大手ともなると一〇〇人以上の冒険者を抱えているのでフェンリル・ギルドはたしかに少数精鋭であった。

「百匹の猫よりも一匹の獅子が勝る、がリルさまの口癖ですから」

「となると僕は場違いな気がするけど」

　その言葉にリルさんが割って入ってくる。

「今は子猫のように可愛らしいが、少年は獅子の子供だよ。私が保証する」

「僕が獅子の子供ですか」

「ああ、なりは子猫みたいだが、才能は眠れる獅子だよ。いや、なかば覚醒しつつある。少年に必要なのは時間だけだ。経験と実績を積み上げれば数年のうちに迷宮都市でもその名を響かせるだろう」

「だといいのですが」

　半信半疑に言う。

　だが、やる気がないわけではない。

　自信がないわけでもない。

　数年とは言わないが、十年後、僕はこの迷宮都市で一番の冒険者になるつもりであった。

　そのためにはもっと経験を積まなければならない。

　もっと実績を積み上げなければならない。

　そしてもっと良い『装備』も手に入れないと。

　そんな結論に至った僕は、リルさんに相談する。

「あの、そろそろ僕も防具を買いたいのですが」

「防具だって？」

　リルさんは突然の話に驚いているようだったが、すぐに「ふむ」と腕を組む。

「失念をしていたが、少年は出会ったときからその装備だものな」

　その装備とはこの『旅人の服』を指しているのだろう。

「好んで軽装を好む剣士もいるが、その場合でも魔法の加護が負荷された衣服を着ている。少年は荒事をこなす冒険者なのだから、もっと良い装備をまとった方がいいかもしれないな」

　そう言うと装備を新調する件を推奨してくれた。

　ただし、と付け加える。

「我がギルドには武具買い換え優待制度や補助金制度はないからな」

　と釘を刺してくる。

　また尻尾の毛を売り払う羽目になったら可哀想なので、それは求めないが、それでも防具を買い換えるときのアドバイスは欲しかった。

　その旨を伝えると、リルさんはほっとした顔をし、次いで嬉しそうに犬歯を見せる。

「ならば一緒に鍛冶ギルドに行こうか。たしかカレンの妹の紹介で安く買えるのだよな」

　僕が「はい」と言うと、リルさんは嬉しそうに犬耳を立て、尻尾を振る。

　この辺は神獣でもやはり女性、値引きやバーゲンという言葉に弱いようだ。

　こうして僕とリルさんは一緒に鍛冶ギルド【火神の槌】に向かうことになった。
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　鍛冶ギルド、【火神の槌】は迷宮都市郊外にあった。

　鍛冶ギルドは読んで字のごとく、鍛冶屋の集まりである。

　鍛冶屋といえばもくもくと煙を上げる煙突、鉄を叩くときに鳴り響く音を想像する。

　もしも鍛冶屋が迷宮都市の中心にあれば、それらの公害で周囲の地価は下がってしまうだろう。

　なので鍛冶屋はすべて王都郊外の一角に集められていた。

　理不尽な話に聞こえるかもしれないが、鍛冶屋の人々は納得済みとのこと。

「鍛冶には大量の真水、それに炉にくべる木々が必要なのだ。それらを調達するにはむしろ郊外の方が都合が良い」

　と、リルさんは説明してくれる。

「それに武具を売るのはともかく、作るのに場所は関係ないからな。職人気質の彼らは場所など気にしない」

　むしろ、気兼ねなく槌を叩けると喜んでいるくらいだ。

　と、リルさんは断言する。

「その口調ですと、鍛冶ギルドの神獣さまとも仲がいいんですね」

　そう尋ねるとリルさんはうなずく。

「これから行く【火神の槌】の主、サティロスとも仲がいいぞ。去年の神獣新年会でも席が一緒だった」

「そんなのがあるんですか」

「あるのだよ」

　神獣さまたちはよく会合を開いているようだが、いったい、なにを話しているのだろうか。気になるが、リルさんは教えてくれない。

　なんでも会合の内容は人間に話してはいけないらしい。

「会合の内容はともかく、サティロスさんはどんな方なんですか？」

「サティロスとは、上半身は人間、下半身は山羊の神獣だな」

「変わった神獣さまですね」

「うむ、変わりものだ。普通、神獣とは私のように完全に人型に化身しているものだが、サティロスのやつはかたくなにそれを拒む」

「なにか理由があるのでしょうか？」

「特にないと思う。私の場合は人間に化身しないと生活しにくいからな」

　リルさんは腕を広げて、自身の巨体を強調する。

「私の本来の姿、フェンリルはちょっとした小山のようなもの。そのままだと館に入り切らない」

「たしかに不便ですね」

「不便だとも。だから元から人型の神獣はそのままのことが多いな。たとえばセイレーンとか」

　セイレーンとは、デーモン退治のときに協力してくれたギルドの長である。

　セイレーンはたしか、上半身は人間、下半身は鳥の神獣だったはず。

　大きさも丁度人間と同じだ。

　もしかしたら上半身が人間ぽいか否かが化身しているか否かの差なのかもしれない。

　そんな推察を述べると、リルさんは偉そうに、

「うむ、さすがは少年だな。そのとおり。ちなみにケンタウロスのやつも化身していない」

　と言った。

「やはり共通点があるのですね」

　と、述べたあとに、僕はとあることを思い出す。

「化身している、といえば僕が最初に会ったウロボロスの人、彼はどうしているのでしょうか」

「ウロボロスのやつか」

　と、リルさんは苦虫を噛みつぶしたかのような表情になる。

　もともと、彼のことは嫌いだったようだが、リルさんはあのときの一件でさらに嫌いになったようだ。

　あのときとはウロボロス・ギルドの連中がちょっかいを掛けてきてフェンリル・ギルドを潰そうとした一件である。

　あのときは僕がウロボロスのメンバーと一騎打ちをし、なんとかことなきを得たが。

「あれ以来、さすがにちょっかいは掛けてこない。それにＤランクに昇格した今、我が館を奪うような真似もできまい。とりあえず捨て置いているが――」

「いるが？」

「やつは蛇の化身、ウロボロス、その執拗さと陰湿さは神獣一だ。またなにかちょっかいを掛けてくるかもな」

「それは厄介ですね」

　だが、大丈夫、とリルさんは胸を張り出す。

「我がギルドにはクロムという最強の少年がいる。何度決闘しても負けないさ」

「……決闘が前提なんですね」

　そんなやりとりをしていると、眼前に町並みが広がる。

　もくもくと煙が立ちこめる家並みが見える。

　一目でそれらが炉から発する煙だと推察できた。

　つまり鍛冶屋街に到着したのだ。

　天に昇る煙を見つめると、ウロボロスのことを忘れ去った。

　またちょっかいを掛けてくるならば、そのときはそのときだ。リルさんの言うとおり、また払いのければいい。

　今はそれよりもこれから会うサティロスという神獣の方に興味があった。

　リルさんいわく、頑固で偏屈ではあるが、少なくとも悪人ではないらしい。

　それにその鍛冶の腕はまさしく神級とのこと。

　そんな人物の作り出す鎧を身にまとえば、相当な戦闘力アップが期待できる。

　防御力のアップは早急に解決しなければならない問題であった。

　僕は一刻も早く、一人前の冒険者になりたいのだ。







　鍛冶街にたどり着く。

　その場所は本当に鍛冶屋だらけで、右を見ても左を見ても鍛冶屋しかなかった。

　かんかんかん、という鉄を叩く音がそこら中から聞こえてくる。

　腰の聖剣は、

「心地よい音だね。子守歌を聴いているようだ」

　と評す。

　実際、彼女は生まれるときにその音を聞いていたのだから、比喩ではなく、実感がこもっていた。

　彼女がどこの誰に鍛えられたかは知らないが、ここは故郷に近い環境なのかもしれない。

　そうなればじっくりと滞在したいところであるが、リルさんはさっさと用件を済ませたいようだ。

　いわく、

「耳の良い私にはこの騒音は耐えられない。それにこの煙も鼻にくるし、いがらっぽくなる」

　けふんけふん、と可愛らしい咳をしている。

　それは可哀想なので、さっさと用件を済ませるか。

「じゃあ、リルさん、さっそくサティロスさんのところへ案内してください」

「案内？　どういう意味だ？」

「どういう意味って、そのままですよ。サティロス・ギルドに連れて行ってくださいよ」

「ああ、それは無理だな」

「どうしてですか」

「どうしてもこうしてもない。サティロスは今、ギルドにいないからだ」

「ギルドにいない？　どういうことですか」

「そのままの意味だよ。サティロスのやつは群れるのが嫌いでな。常に放浪の旅をしている。ギルドメンバーもこの区画にバラバラに鍛冶屋をかまえているだけだ。あまりギルドに寄りつかない。要は拘束されるのが嫌いな一匹狼的な鍛冶屋が集まっているのがやつのギルド【火神の槌】というわけだ」

「……なるほど」

【火神の槌】とはギルドというよりもゆるい同盟みたいなもので、共同で活動はしていないらしい。

　一応、この都市の鍛冶屋はギルドに登録しないといけない決まりがあるため、そのような形態をとっているのだろう。

「となるとサティロス・ギルドに向かうよりも先に、この街を徘徊して腕の立つメンバーと交渉した方が早いですね」

「そうなるな。どうせサティロスのやつはいい加減だから、メンバーの住所も知るまい。館に行くよりもそっちの方が早い」

「エリカにもらった紹介状は目星の鍛冶屋を見つけてから使うことにします」

　そう言うと僕はリルさんの腕を引き、鍛冶屋街を散策し始めた。
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「こうして手を繋いで歩いていると恋人のようだな」

　リルさんは唐突に言う。

　僕は慌てて手を離す。

「あ、ごめんなさい、つい癖で」

　姉と買い物に出掛けるとき、よく手を握るので、そのときの癖が出てしまった。

　リルさんは小さく、可愛らしいが、考えてみれば僕よりも遙かに年上の神獣さま、不敬を働いてしまったかもしれない。

　素直に謝るが、リルさんは逆に頬を膨らませる。

「こりゃ、少年、ここで手を離すやつがあるか。一度繋いだからには容易に離すでない」

　なんでも普段、世間から神様扱いされているから、このように女の子として扱ってもらえると嬉しいとのこと。

　ならばとしばらく手を握るが、周囲の視線が気になる。

　リルさんには立派な耳と尻尾があるため、どう見ても兄妹には見えない。

　恋人として見られているのだろうか。

　気になるが、リルさんもはやし立ててくる。

「少年、周囲の人間には我らはどう見えているのだろうな。種族の概念を超えた恋人、あるいはいたいけな獣人族をたぶらかす人買いと奴隷に見えているのかな」

「後者だったら迷宮都市の護民官に捕まりますよ」

　なので、そうではないことを祈る。

「ふむ、ならば恋人らしいことでもするか。通報されないように」

「恋人らしいこと？」

「たとえばこうするとか」

　と、リルさんは言葉にするよりも先に腕を組んでくる。

　たしかに恋人らしいが、フェンリル・ギルドはバカップル禁止なのではなかったか、そのことを注意しようかと思ったがやめた。

　せっかく、機嫌のよい神獣さまを不機嫌にするのはよくない。

　それにこうして腕にひっついてくれた方が、その辺をちょこまか動き回るよりもやりやすかった。

　リルさんはニアほどではないにしろ、迷子癖がある。

　珍しいものを見つけると黙ってそちらにいってしまうのだ。

　僕は左腕を彼女に貸すと、そのまま探索を続けた。




　さて、このようにして始まった鍛冶屋探索だが、当てずっぽうに探すわけではない。

　とりあえず近くにいた中年の鍛冶屋に【火神の槌】のメンバーの経営する鍛冶屋がないか尋ねた。

　男はすぐに答えてくれた。

「【火神の槌】の連中の店は、煙突に火神の槌をくくりつけてあるからすぐに分かるよ」

　とのことだった。

　たしかにそれは分かりやすい。

　この周囲には三軒の【火神の槌】所属の鍛冶屋があるとのこと。

　リルさんはその中でも一番、腕の立つ鍛冶屋は誰か尋ねた。

　男は待ってました、とばかりに答えてくれる。

　どうやらこの男は話し好きの男のようだ。

「この区画に集まっている【火神の槌】の連中は、【火神の槌】の中でも屈指の連中という評判だ。どれも甲乙付けがたいが」

　と、三人のそれぞれの長所を挙げてくれる。

「まずはドワーフのボムズ。寡黙で無愛想な男だが、その技量は天下一品。ボムズの作った大剣は王都の武器オークションで非魔法武器としては最高価格で落札されたこともあるんだぜ」

　それはすごい。

　王都でそのような評価をされるということはボムズという人は相当の腕前を持っているのだろう。是非、鎧も作ってほしいところだ。

「それと獣人の鍛冶屋ジジンもすごいね。本来、獣人は不器用で鍛冶屋に向いていないのだが、ジジンだけは別格だ。その風貌に似合わない繊細な技術で、工芸品のような武具を作る」

　それもすごい。

　僕は線が細いタイプなので、あるいはボムズさんよりもジジンさんに頼んだ方が良い防具と巡り会えるかもしれない。

「そして最後にヴァイクという鍛冶屋なんだが。まあ、最初のふたりはたしかにすごいんだが、こいつと比べたらカスかもしれないね。ふたりは」

「カス？　そんなにすごいのか？　ヴァイクという男は」

　リルさんは尋ねる。

「すごいなんてもんじゃない。その技量はまさしく神業、ギルドマスターのサティロス様に、もしもヴァイクが神獣だったのならば、オレの後継者に指名したかったくらいだ、と言わしめた男だ」

「それはすごいな」

「ああ、しかも防具を作らせたら天下一品。この鍛冶屋街でも五本、いや、三本の指に入る男だ」

「決まりだな。我らが欲しているのは防具。その男に依頼するか」

「ですけど、リルさん、そこまですごいと逆に頼みにくくないですか」

「どういう意味だ？」

「これですよ、これ」

　と、僕は指で輪っかを作る。

　つまりそれほどの名工に防具を作ってもらうには相応のお金が掛かるのではないか、そう言っているのだ。

　リルさんもそのことに気がついたようだが、彼女も神獣、ここにきて後に引くことはできない。

　男の前では「金など気にするな」という態度を崩すことはなかった。

　ただ、男に礼を言い、道を曲がると小声でこんなことを言う。

「まあ、聞くだけならタダだしな」

　前後の落差が激しい台詞であるが、気にしない。

　神獣さまには神獣さまの自尊心もあるだろうし、見栄もあるのだ。その辺をくんであげるのは神獣さまの部下の務めであろう。

　改めてリルさんのリルさんらしい性格を確認すると、僕たちはヴァイクという男が営む鍛冶屋へ向かった。




　ヴァイクという男が営む鍛冶屋は、鍛冶街の中央にあった。

　煉瓦積みの立派な工房でもくもくと煙が上っている。

　さっそく、扉を叩き、訪問しようと思ったが、その前に扉が開け放たれる。

　魔力敷きの自動ドアではなく、どうやらこの家の人間が開けたようだ。

　しかもその人間は、来客を蹴飛ばし、無理矢理外に追い出すとこう言った。

「女だからって馬鹿にしやがって！　そんな仕事、こっちから願い下げだ」

　彼女はそう言うと、小間使いの少女に塩を持ってこさせ、それを握りしめ、先ほど蹴飛ばした男に掛ける。

　塩をまともに食らった男は這いずり回るように逃げ出した。

　その後、バタン！　と閉まる扉。

　鳩が豆鉄砲を喰らったような顔とは今の僕とリルさんのことを指すのだろう。

　突然のことに言葉もない。

　仕方がないので地面にへたり込んでいる男に話を聞いた。

　男は事情を話してくれる。

「いえね、あっしはとある地方貴族の従者なんですが、ヴァイク殿の作る鎧を求めて、遠路はるばるやってきたのです」

　どうやら男は客らしい。

「しかし、ヴァイク殿は三か月ほど前に亡くなっていて、途方に暮れていたのです」

「え、ヴァイクさんは亡くなっているのか」

　それは僕にもショックであった。

「ですが、ヴァイク殿には娘さんがいましてね。彼女はヴァイク殿には劣るが、それなりの腕前の持ち主だった。そこでヴァイク殿の代わりに鎧を作ってもらったのですが」

「その出来が悪かったのか？」

　リルさんは尋ねる。

「いえ、そんなことはなかったです。無論、ヴァイク殿には及びませんが、見事な鎧を仕上げてくれた」

「ならば、なんであんなふうに蹴られて、塩までまかれたのだ」

　リルさんの問いに男は落胆する。

「それがふと出たあっしの言葉にお怒りのようで。こちらは褒めたつもりなんですがね」

「なんと言ったんですか？」

　男はため息交じりに言った。

「『女が作ったにしては見事な一品です。我が主も喜びましょう』と言ったのです」

　どうやらそれでプライドを傷つけてしまったようで。

「なるほどね、それは怒られても仕方ない」

　僕がそう言うと、男も「やはりそうですよね。口から出た災いとはこのことだ」と気の毒なほど肩を落としていた。

　男はそのままその場をあとにしたが、問題なのは今後の僕たちである。

　これから依頼を頼もうと思った矢先にこれだ。

　どのような顔で訪ねていいか、分からなかった。

　なんでも男の情報いわく、しばらく『男』の冒険者の装備は作らない、と啖呵を切っていたそうな。

　仕方がない、僕たちはそう漏らすと、ヴァイクの娘に依頼をすることは諦め、残りのふたりに依頼をすることにした。

　しかし、その判断も報われない。

　ドワーフの名工ボムズは多忙のため、言下に断られた。

　僕たちの身なりを見てお金にならないと判断されたのだろう。

　獣人の名工ジジンはＯＫをくれたが、エリカからもらった紹介状を見せても五〇パーセントしか割り引いてくれなかった。

　いや、それは失礼か。五〇パーセントも割り引いてくれたが、それでも元の値段が高すぎて僕の貯金では手も足も出なかったのである。

「こうなると、やはりヴァイクの娘に頼るしかないな」

　と、リルさん。

　ジジンやボムズもそれを勧めていた。

「気むずかしい娘ではあるが、防具を作る腕前は父親譲り。それにまだ駆け出しだから依頼料も安く済む」

　とのことだった。

「そうですね、最初に彼女の家を訪ねようとしたのもきっとなにかの縁です」

　そう締めくくると僕たちは再び、ヴァイクの鍛冶屋へ向かった。
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　さて、再びヴァイクの鍛冶屋まできたが、先ほどの顛末を見ているので、容易に扉は叩けない。

　無策に飛び込めば、貴族の従者と同じ運命をたどる恐れがあった。

　なにか妙案はないものか、考えているとリルさんはこんな提案をしてくる。

「そう言えばあの従者、こんなことを言っていたぞ。『もう男の冒険者の装備は作らない』と。逆に言えば女冒険者の装備ならば作ってくれるのでは」

「なら、リルさんが訪ねてくれますか？」

「馬鹿を言うな。私が鎧を作ってどうする。少年に合わせたものを作らないと」

「ですよね。ならばその方法は却下で」

「却下はまだ早い。こんな秘策がある」

　にやつきながら言うので聞きたくないが、一応、尋ねる。

「その秘策とは？」

「少年、化粧はしたことはあるか？」

　と、リルさんは懐から化粧道具を取り出す。

「まさか、僕は男ですよ」

「そうか、ならばスカートをはいたことはあるか？」

「あるわけないじゃないですか」

「これを機会に両方試してみる気はないか？」

　どうしてですか？　とは問わない。

　彼女の秘策とやらが分かったからだ。

　リルさんはどうやら僕に女装をさせて『女』冒険者に仕立て上げる気らしい。

　無難というか安直な作戦である。

　もちろん、その提案は断らせてもらう。

　リルさんは、

「なぜだ？」

　と、問うたが、理由はふたつある。

　ひとつは女装をしたことが姉にばれれば、切腹ものだからだ。

　姉が静かに怒る姿が浮かぶ。

「……クロム、私はあなたを優しい子に育てたつもりだけど、軟弱な子に育てたつもりはありません。死んで一緒にご先祖さまに謝りに行きましょう」

　と、白装束を着て腹を切るだろう。介錯なしに。

　もうひとつの理由は女装などしてもすぐにばれるからだ。

　僕なんかが女装しても女の子に見えるわけがないし、仮に見えたとしても身体をまさぐられればばれる。

　鎧を作るとき、寸法を測られるのだ。

　そのとき、胸がぺったんこならばさすがに気付かれるだろう。

　そのことを話すと、リルさんは己の腰に手をやり、胸を突き出しながら笑った。




「はっはっはっ！」




　と――。

　彼女は続ける。

「それについては安心だ。少年はまだ子供だから知らないだろうが、この世界には大人になっても胸がない娘など山ほどいる」

　たとえば私とかな！

　と偉そうに続ける。

「しかし、誤解するなよ。私の胸が小さいのは脂肪が戦いの邪魔になるからだ。がんばればもっと育つ。まだポテンシャルは秘めているのだ」

「…………」

　たしかリルさんは御歳数百歳になられるはずだが。まだ諦めていないのだろうか。

　限りなく平坦なリルさんの胸を見つめると胸はなんとか誤魔化せるかもしれないな、と思った。

「少年、今、私の胸を見ていけるかも！　と思っただろう」

　！マークが付くほどの確信はないが、たしかに思ったので、僕はリルさんの提案を断れなくなる。

　こうして僕は鍛冶屋街にある婦人服店に連れて行かれる。

　そこで僕はリルさんに着せ替え人形にされ、女性物の服を買ってもらう。

　彼女が買ってくれた服は真っ白なワンピースで、裾や縁にレースが付けられたひらひらのものであった。

　どこぞのご令嬢かな、という感じである。

　結構な値段がしたが、リルさんは気にした様子もない。

　店員に銀貨を十数枚払うと、そのまま化粧台を借り、メイクアップに入る。

「少年、私がいいというまで目を開けるなよ。少年が目を開けたとき、そこに素敵な美少女がいるから」

　いにしえの物語のように自分に恋に落ちるなよ、という言葉もくれるが、それは吹かしすぎである。

　男の僕が化粧をしても美少女になれるわけがない。

　アヒルがどんなに努力しても白鳥になれないように、ペンギンが大空を夢見ても飛べないように、僕がどんなに努力しても美女にはなれないのだ。

　かろうじて暗がりならば女に見えないこともないクリーチャーが出来上がるだろう。

　ある意味、楽しみであるが、それでもヴァイクさんの娘さんの目を誤魔化せるくらいになればいい。

　そう思いながら目を開けた。

　リルさんが目を開けてもいいと言ったからだ。

　僕は笑いを抑える準備をしながら目を開けたが、その努力は無駄に終わった。

　きょとんとした目で鏡に映っている少女を見つめる。

　そこには可愛らしい女の子がいた。

　年の頃は一六歳くらいだろうか。

　ニアと同じ年頃だ。

　色素の薄い髪と肌を持っており、とても透明感あふれる少女がそこにいた。

「あ、あの、これは？」

　と鏡の少女を指さすと、少女も同じように指を指してくる。

　その動作を見るまでもなく、その少女が自分であると気がついていたが、それでも認められない僕がいた。

　リルさんは嬉しそうに僕のかつらをとかしながら、

「なかなか可愛いではないか、やはり少年には才能があったのだ。女装のな」

　と、嬉しくないことを言う。

　一方、壁に立てかけていた聖剣もここぞとばかりにはやし立ててくる。

「ごいすー！　ごいすー！　クロムには冒険者としての才能がある、と思ってたけど、こっち方面も行けたんだね。そっち方面の趣味がある貴族のところに行けば可愛がってくれると思うよ。取り入ってそっち方面からお家再興するのもありかもね」

「……うるさい聖剣と神獣さまだなあ」

　と漏らすが、それでも僕は鏡に映った自分に見とれていた。

　リルさんが言っていたいにしえの物語を思い出す。

　鏡に映った自分に恋をしてしまった神様の物語。

　自分はそれほどナルシストではないが、それでも鏡から目を離せない。

　その理由をリルさんは話す。

「ちょっとだけニアを意識してメイクアップしてやったぞ」

　……なるほど、だから既視感を覚えたのか。

　納得したが、それと同時にこうも思った。

　麗しのユーフォニア姫が今の僕の姿を見たらどう思うであろうか。

　姉のように男らしくない、と怒るだろうか。

　それとも神獣さまや聖剣と同じようにはやし立てたり茶化してくるだろうか。

　それだけが気になったが、その答えが判明することはないだろう。

　女装をするのは、今、ここだけ。

　名工ヴァイクの娘さんから鎧を作ってもらえれば、二度とこのような真似はしない。

　そんな誓いを立てたが、それでもなんだか胸がドキドキした。

　その動悸を抑えると、リルさんに言った。

「さあ、リルさん、さっさとヴァイクさんのところに行って防具を作ってもらいましょう」

　リルさんはにやにやと僕の姿を眺めながら、こう言った。

「分かったよ、『クロア』」

　と。

　どうやらそれが今の僕の名前らしい。クロムの女性名称である。

　性別を偽るならばその呼称は正しいので、文句は言わないが、彼女は最後にこんな冗談を言う。

「クロア少女よ、やる気まんまんなのはいいが、淑女はそんな大股開きに歩かないものだ。見た目は完璧だが、細かな所作で正体がばれるかもしれない。以後、気をつけるように」

　そんな注意をしながら、彼女は最後にこう結ぶ。

「もしも女らしく歩けないなら、下着も女物にするからな」

　さすがにそれは最後のプライドまで打ち砕かれるので、つとめて女性らしく歩くことにした。

　といっても女性らしく歩く方法など分からなかったので、リルさんの真似をしただけだが。

　ただ、彼女の闊達な歩き方は女性らしさがなく、教師として不適当、とエクスに言われてしまった。

　ともかく、僕とリルさんはそのままヴァイクの鍛冶屋へ向かった。
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　ヴァイクの鍛冶屋へ向かう途中、妙な視線を感じる。

　いつもとは違う違和感を覚える。

　そのことをリルさんに話すと、

「それは少年、……じゃなかった。少女に見とれている町衆だろうな。ここは鍛冶街。男が多いし、男やもめの彼らには、少女のような清涼感あふれる美少女は見つめ甲斐がある。眼福なのだろう」

　と言った。

「そうかな。それ以外の視線も感じるのだけど」

　まあいいか、と納得するが、視線はともかく、このスースーする感覚には慣れない。

「スカートって、なんだか落ち着きませんね。いつ風が吹いてきてめくれるか分からないし」

「そうだぞ。淑女は色々と苦労しているのだ。だから今後、私を敬うように」

　と、リルさんはスカートをなびかせる。

　全然、淑女らしくはないが、リルさんらしくはあった。

（淑女らしくするにはリルさんの正反対を行けばいいのだな）

　と、失礼な感想を抱くと、慣れぬスカートに戸惑いながら鍛冶屋へ向かった。




　鍛冶屋へ到着する。

　ヴァイクの鍛冶屋は先ほどと同じようにたたずんでいた。

　そりゃそうか、たったの数時間で建築様式が変わるわけもない。

　それに経営方針も。

　僕は先ほどと違う点を発見する。

　店の看板にこんな張り紙が添えられていた。

「ヴァイクの店、改めミリシャの店。当店は女性冒険者からしか注文を承っていません。もしも男がきたらひねり潰します」

　……いったい、なにをひねり潰すつもりなのだろう。ぞわぞわしたが、ここまできて引き返す気はなかった。

　行きましょう、そう言うとリルさんは褒めてくれる。

「その心意気あっぱれである。見た目はどこからどう見ても美少女であるが、その魂は紛れもなく勇敢な男よ」

　と、ミリシャの店の扉を叩いた。

　こんこん、と大きく二回。

　すると三十秒後、男の子が扉を開けた。

　背伸びをしなければ扉のノブに手が届かないほど小さな男の子だ。

　カレンの妹、エリカよりも小さい。

　しかし、しっかりとした子供で、ぺこりと頭を下げると、

「迷宮都市一の鍛冶屋ミリシャのお店にお越しくださりありがとうございます。ぼく、ミリシャの弟、マイトと申します」

　と言った。

　なるほど、この店は姉弟で経営しているのか。

　店自体は大きい。

　先代ヴァイクの威光が知れるが、代替わりもし、雇っていた職人の大半を解雇したそうだ。

　今は姉であるミリシャと弟のマイト、それにお手伝いの女性を雇い、三人で暮らしている、と説明をしてくれた。

　理路整然と説明してくれるマイトはとても一二歳には見えなかったが、先ほど貴族の従者に塩を投げつけたミリシャという女傑よりも話が分かりやすそうであった。

　また、この賢い弟くんはこの店の経営者でもあるそうなので、エリカからもらった紹介状は彼に見せた方が早いかもしれない。

　リルさんと協議した結果、まずは彼から口説き落とすことにした。

　懐からエリカの紹介状を取り出すと、それを彼に見せる。

　彼はそれを受け取ると「ふむふむ」と読み始める。

　一二歳にして文字も完璧に読めるようだ。賢い子供だ。僕が一二歳の頃は大人が書いた文字など読めなかったが。

　そんな感想を抱いているうちに、マイトは手紙を読み終えたようだ。

「分かりました」

　と笑みを浮かべると、値引きの件、了承してくれた。

「父上が亡くなったとき、ギルドマスターであるサティロスさまからは一生掛かっても返しきれぬ恩をもらいました。それに父の葬式のとき、エリカさんの従姉妹さんに親身になって手伝っていただきました。そんな彼女のお墨付きがあるのならば原価のみで防具をお譲りします」

「おお、それはありがたい。目下のところ、我がギルドは財政難でな。そのうち資金も潤沢になると思うが、そのときはこのギルドを得意先にしよう」

　とリルさんは言う。マイトは折り目正しく「ありがとうございます」と頭を下げる。

「ただ……」

　と続ける。

「張り紙にも書いてあると思いますが、うちのマスター……、姉のことなのですが、姉は大の男嫌いでして、さらに先ほど、貴族の従者とトラブルを起こしまして。もう、男向けの装備は作らない、と言っています」

「…………」

　僕は沈黙してしまうが、リルさんは平然と嘘をつく。

「マイトよ、安心せい。我がギルドには今のところ女しかいない。ひとりはカチュアという女魔術師。それと今、目の前にいるクロアが我がギルドのメンバーだ。ちなみに受付嬢もギルドマスターも女だぞ。女だらけのギルドだ。決して男などいない」

「へえ、珍しいですね」

　と、マイト少年は僕の方を見つめてくる。

　あどけない表情。

　天使のように澄んだ瞳。

　そんな純真な少年の目に掛かれば、僕のような『偽物』など一目で見破られるかもしれない。そう思った。

　僕はもじもじしながら、背中に汗をにじませる。

　しかし、少年は僕の正体に気がつかなかったようだ。

　それどころか僕を完全に女性だと勘違いしたようで、目をじっとのぞき込むと、頬を染め上げた。

　その姿を見て右手に持っている聖剣はこう言う。

「クロムって天性の人たらしだよね。お姫様、エルフ、神獣、メイドさん、今回は男の子まで虜にしちゃって。罪づくりな少年だよ、まったく」

　誤解だ。と言いたいところだが、少なくとも目の前の少年は僕を異性として意識しているようだ。

　顔を真っ赤にし、大量の汗をかいている。

　汗をぬぐおうとハンカチを出すと、どもりながら「け、結構です」と後ずさりされてしまう。

　リルさんも、

「もしもマイトの恋が初恋ならば、少年は責任を取らなければな。少なくともマイトの前ではずっと女装をするように」

　と茶化してくる。

　僕は少年の恋心が初恋でないことを祈りながら、彼に頼み、ミリシャと面会させてもらうことにした。

　僕たちは応接間に通される。

　そこには妙齢の綺麗な女性がいた。

　年の頃は二十歳を過ぎた感じだろうか。

　真っ赤な髪をした情熱的な女性で、それを束ねポニーテイルにしている。

　胸を強調した衣装、おへそも見えるが、それは動きやすさを追求したためで、異性の目を引くためのものではないらしい。

　それを証拠に彼女はパンツルックで、だぼだぼのズボンをはいており、たくさん付けられたポケットには工具が付けられている。

　またとても気っぷのいい女性だった。

　彼女は僕らを胡散くさげに見つめると開口一番にこう言う。

「こりゃ、可愛らしいお嬢ちゃんがきたね。女冒険者にしか防具を作らないと言ったが、まさかこんなご令嬢がくるとはね」

　お嬢ちゃん、とは僕のことだろうか。

　たぶん、そうなのだろうが、これが僕とミリシャさんとの初めての出会いとなった。
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　ミリシャさんはその見た目どおり、豪快な人だった。

　応接室の長椅子に豪快に腰をかける。

　大股開きで机に脚を投げ出すと、ズボンのポケットからウィスキーの小瓶を取り出す。

　彼女はそれを生のまま口を付けると、

「うんめえー」

　と、酒気をばらまいた。

　昼間だというのに、女性だというのに、慎みやしとやかさは一切感じなかった。

「女装している少年の方が可愛らしいな」

　とはリルさんの言葉だが、もちろん、本人には言わない。

　先ほど追い出された貴族の従者と同じ轍を踏むほどリルさんは馬鹿ではなかった。

　ただし、それほどお利口さんでもない。

　リルさんは席に通されると、開口一番にこんなことを言う。

「ふむ、ここが迷宮都市でもその名を知られた旧ヴァイクの工房か。今はミリシャの工房のわけだが、我がギルドが依頼するほどに腕の立つ鍛冶師はいるのかな」

　その言葉を聞いたミリシャは怒ることなく笑った。

「はっはっは、さすがフェンリル・ギルド、言うことは言うねえ。Ｆランクに零落しても、その自尊心は健在とは本当だったんだね」

「失敬な、私のギルドはＤランクだ」

「へえ、いつの間にかご出世されたようで」

「うむ、それもこれもこの少女のお陰だ」

　とリルさんは自慢するように僕を紹介する。

「このお嬢ちゃんが昇格に一役買っているのかい？」

「一役どころではない。二役は買っているぞ」

　えっへん、と胸を張るリルさん。

「この少女はそこに置いてある聖剣で火竜を倒した。それに先日、太古の悪魔を倒したのだぞ。それも勇猛果敢に、まるで伝説の勇者のように華麗に」

「ほんとうかい？」

　とミリシャは尋ねてくる。

　一瞬、正直に答えていいものか迷う。

　今の僕はどう見ても女の子、そんな剛の者には見えない。

　鏡を見た限り、ナイフとフォークよりも重いものを持ったことがないご令嬢に見える。

　ただ、女装を解いて元の姿に戻っても大差はないようにも思う。

　もともと、線が細い僕。いまだに冒険者というよりも冒険者ギルドで掃除をし、依頼料の計算をしている方が似合っている、などと言われることがある。

　つまりどちらにしても信憑性が乏しいのだ。

　ここでもしも肯定すれば、彼女はその凜々しい眉をつり上げ、こう言うだろう。

「へえ、やるじゃないか。ちょいとその腕前を見せてくれるかい、お嬢ちゃん」

　と。

　それは困る。

　このようなひらひらな服を着ているときに実戦は難しい。能力値をフルに引き出せないだろう。

　しかし、困るからといってミリシャがそれを忖そん度たくする理由にはならなかった。

　案の定、彼女は僕に試練を課す。

　彼女はおもむろに立ち上がると、暖炉の上に立てかけてあった一振りの剣を投げて寄越す。

　僕は慌ててそれを空中で掴む。

　ずしりと重いが細身の剣だった。

「……これはなんですか？」

「それは東洋の武器、サムライブレードだ」

「これがサムライブレード……」

　名前だけは聞いたことがある。

　サムライブレードとは東洋のサムライと呼ばれる騎士が好んで使う剣で、その切れ味は魔法を付与していないのにもかかわらずとてつもないらしい。

　なんでも以前、戦った暴れ猿を脳天から真っ二つにしたとか。

「ちなみにそれは五つ胴と呼ばれる逸品だ」

「五つ胴？」

「人間の胴を五体並べていっぺんに切れるっていう意味さ」

　彼女は不敵に笑うと続ける。

「ちなみにそれは比喩じゃないよ。東洋では本当に人間の死体を並べて試し切りをするのさ。無論、試し切りされる死体は罪人のものだがね」

「…………」

　思わず無言になっているとミリシャは言う。

「怖いのかい？　ドラゴンスレイヤーのお嬢ちゃん」

「……いえ、そんなことはありません」

　毅然と言う。

「名刀を持って感無量になっているだけです。それでこの刀をどうすればいいんですか？」

「その刀であたいの鍛えた鎧をぶった切ってもらう。そうしたら一人前の戦士と認めて、一人前の防具を作ってやろう」

　本当ですか、とは問わない。ミリシャの目は本気だった。

　ならば僕も本気でやらなければならない。

「分かりました。見事、この刀で鎧を切り裂いて見せます」

　と、決意したはいいが、水を差すものがいる。

　机の上の聖剣だ。

　彼女は不満たらたらに言う。

「きー！　悔しい！　浮気だ、浮気！　クロムがボク以外の剣を握るなんて。ＮＴＲ反対！　ＮＴＲ反対！」

　僕は心の中で彼女に返答する。

（仕方ないだろ。ミリシャさんがそうしろって言うんだから）

（でも、ボクとクロムなら簡単に鎧くらい切り裂けるよ。ボクたちはずっともだからね）

（今回だけは黙ってみていて。実は僕も興味があるんだ）

（他の武器おんなに？）

（武器は全部女性なの？）

（そうじゃないけどさ）

（そうか。僕が興味あるのは今の自分の実力だよ。聖剣以外の武器を装備してどこまでやれるか、それに興味がある）

（まあ、ボクが大幅に戦闘力を上げているからね）

　と彼女は僕のステータス、総合戦闘力を見ながら言う。




　エクスカリバーを装備しているときの僕の総合戦闘力は１８５３。

　サムライブレードを装備しているときの僕は１５９９まで下がる。




　わずかといえばわずかだが、それでも結構大きな差だ。

　それに戦闘力だけでなく、エクスからは様々な恩恵を受けている。

　武具スキルの【成長倍加】がなければいまだに僕は低レベルをさまよっていただろうし、【自動回復小】のスキルがなければとっくの昔に死んだかもしれない。

　僕の戦闘スタイルは強引で、【自動回復小】のスキルに頼っている節がある。

　また、聖剣の必殺技、剣閃にもだいぶ助けられていた。

　まさにエクスカリバー様々なのだが、そのエクスカリバーがないとき、僕はどれくらいやれるのか、それを試す絶好の機会でもあった。

（……そうか、クロム、立派になったね。そんな覚悟があるのならば一回くらい浮気をしてもいいよ）

　剣を持ち替えるくらいで浮気認定されるのはたまったものではないが、エクスがほのかに感動しているので水は差さない。

　無難に「ありがとう」と言うと僕はミリシャから受け取ったサムライブレードを鞘から抜いた。

　きらり、と光が走る。

　眩しいくらいだった。

　刀独特の刃紋がとても美しかった。

　なんでもサムライブレードは、その切れ味も特筆に値するが、その美しさも人々を虜にしているという。

　特に骨董好きの貴族に珍重され、武器というよりも芸術品として蒐しゅう集しゅうしているものも多い。

　もっとも、ミリシャから受け取ったこの刀は芸術品ではなかった。

　ずしりと重く、刀身も華奢ではない。

　何匹ものモンスターを斬った業物の貫禄を感じさせる。

　切れ味だけならばエクスを上回るかもしれない。

　そう思ったが、それを聞けばへそを曲げるのは分かりきっているので、沈黙によって節度を守ると、僕はミリシャと一緒に試し切りの場所へ向かうことにした。
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「てっきり試し切りは庭でやるのかと思いました」

　ミリシャの工房をあとにした僕が口にした言葉がそれだった。

　ミリシャは豪快に笑いながら否定する。

「ただの鎧ならばそれでいいんだけどね、お嬢ちゃんに斬ってもらいたいのはただの鎧ではないからね」

「ただの鎧ではない？」

　気になる言葉だったので尋ね返す。

「お嬢ちゃんに斬ってもらいたいのは動く鎧さ」

「動く鎧？」

「ああ、そうだ」

「動く鎧って動くんですか」

「動かなかったら動く鎧とは言わないだろ」

　道理である。

「それはそうですけど、ミリシャさんが作った鎧ですよね？　呪いでも掛けられているんですか」

「まさか、うちは魔法を付与するような、お上品な工房じゃないよ」

「じゃあ、なぜ、そんなことに」

「さてね。出来損ないの鎧を谷に捨てていたら、いつの間にか洞窟から動く鎧が出るようになった。なんでも冒険者の目撃談によればうちの工房の印があるというじゃないか。それを聞いたら捨て置けなくてね」

　代わりに説明をしてくれたのはマイトだった。

「おそらくですが、谷底にある洞窟に邪教徒、あるいは呪術師あたりが根城を張っていたのでしょう。そこに業者が鎧を捨てていたものだから、有効活用されたのかと」

「なるほど、魔法の実験台にされたのかな」

「そんなところだろうね……」

　ところでお嬢ちゃん、とミリシャは続ける。

「さっきから気になっていたんだけど、お嬢ちゃんのしゃべり方はなんだか、お嬢ちゃんぽくないね。見た目はどこぞのご令嬢のように麗しいんだけど」

「…………」

　ぎくり、としてしまう。

　背中に冷たいものが走る。

　見た目はそれなりに気を配っていたが、しゃべり方まで気にしていなかった。

　もっと女性らしくしゃべれば良かっただろうか、そう悩んでいると、リルさんが助け船を出してくれる。

「こやつは貴族の出でな。しかも武門の家柄。しかし、悲しいことに跡取り息子が生まれなかったので幼き頃から剣の修業をさせられていたのだ。それでこのようなしゃべり方になってしまってな」

「なるほどねえ。あたいと似たようなものか。あたいもマイトが生まれるまでは一人娘でね。親父に後を継ぐように仕込まれたものさ」

「だからそのようにガサツになったのだな」

　リルさんは無遠慮に言うがミリシャは気にした様子もない。

　違いない、と豪快に笑う。

　おそらくであるが、彼女は女と見くびられるのが嫌いなのであって、それ以外に関しては寛容な人間のようだ。

　いや、むしろ懐深い女性なのかもしれない。

　それに気配りもできる。

　ミリシャは僕の肩を叩きながら言う。

「これからクロアには洞窟に入り、一緒に鎧の始末をしてもらうが、危ない、あるいは無理だと思ったら下がってくれていい。あとはあたいと神獣様で始末を付けるから」

「ミリシャさんが戦うんですか？」

「不服かい？」

「こういうのは冒険者の仕事のような」

「あたいは冒険者じゃないけど、日頃から馬鹿でかい槌を振るっているんだよ」

　そう言うと彼女は腕をたくし上げ、力こぶを作る。

　白い綺麗な肌だったけど、脆弱さがない雌豹のようなしなやかな筋肉を持っていた。

　強そうである。

　エクスは遠慮なく言う。

「腕相撲をしたらクロムは負けそうだね……」

「……だろうね」

　僕の腕は女装が似合うほどに細い。

　筋力のステータスは確実に負けるだろう。いや、負ける。

　ミリシャがステータスを見せてくれる。
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筋力　Ａ

体力　Ｂ＋

生命力　Ｃ＋

敏捷性　Ｄ

魔力　Ｆ

魔防　Ｆ

知力　Ｄ＋

信仰心　Ｄ

総合戦闘力　１１８０




武器　アグニの槌

防具　鍛冶師のツナギ




固有スキル　？？？

戦闘関連スキル　【ハンマーＡ】




　やはりミリシャのステータスは高い。筋力がＡもあるし、戦闘スキルのハンマーもＡある。

　そのアグニの槌という立派なハンマーでモンスターを叩けば、一撃で頭蓋骨を、いや、背骨まで粉々に砕いてしまうこと必定であった。

　ミリシャはそれを証明するかのようにその力を発揮する。

　目の前にある大岩、洞窟の一部をふさいでいる大岩を割って見せるという。

　リルさんは感心する。

「ほお、この大岩を割ってみせるというのか」

「まあね。もっとも神獣様がやってくれるなら譲るけど」

　リルさんはにやりと笑う。

「私の拳ならば余裕で砕けるが、それでは興がそがれる。ミリシャの実力を見せてもらいたいところだが――」

　リルさんは言葉をとめると、こちらに視線をやる。

「ここは間をとって少女に割ってもらおうではないか」

「このお嬢ちゃんにかい？」

　ミリシャは怪訝な顔をする。

「お嬢ちゃんのステータスは見せてもらったけど、さすがに力不足じゃないかい。とても岩を割れるとは思えない」

「そんなことはない。お主のくれたサムライブレードは業物だ。今の少女ならば岩くらい割ってくれよう」

「あげたわけじゃないけどね」

「ケチ臭いな」

「あれは東方から伝わった大業物なんだよ。易々と渡すことはできない」

「ならば代わりに賭けをしないか？」

「賭け？」

「もしも少女が岩を割ったら防具の制作料をさらにまける」

「いいね、――もしも切れれば、の話だけど」

「だそうだ。少女、さらに良い防具を手に入れる絶好の機会だぞ」

　リルさんはそう言うと僕をあおる。

　僕はやれやれとサムライブレードの鞘に手をやる。

　このような挑発に乗りたくはなかったが、ギルドマスターがやれというのならばやるしかない。

　それにだけど、僕は高揚していた。ミリシャからこの刀を受け取ったときから、試し斬りをしたくてうずうずしていたのだ。

　剣士としてのさがだろうか。エクスと出会ったときのようなドキドキ感を覚えていた。

　なので僕は彼女たちの思惑に乗る。

　この賭けは圧倒的に僕たちが有利。もしも岩を割れなくても恥をかくのは僕だけであったし、フェンリル・ギルドに損害はない。

　ならば受けないという選択肢はないような気がした。

　大股を開き、抜刀術の構えを取る。

　スカートから、がに股の足が出るが、気にしない。

　今、求められているのは女性的な気品よりも、岩をも切り裂く研ぎ澄まされた剣技だ。

　見た目などどうでもいい。

　マイトが僕の生足を見て頬を染めているような気がするけど気にしない。

　僕は昔、じいちゃんがやっていた居合術を見よう見まねでやる。

　じいちゃんは居合術の達人で、その技で多くの魔物を葬ってきたのだ。

　僕にもじいちゃんの血が流れているのだから、その技を十分の一でも再現できるはず。

　そして岩を斬り裂くのならば十分の一の腕前で十分だった。

　精神を集中し、空気が張り詰め、時間が静止した瞬間、サムライブレードのつかに手を添え、刀を抜き放つ。




　いける！




　そう思った瞬間、刀身をすべらせるように抜き放つ。

　ミリシャが貸してくれたサムライブレードは、油でもさしているかのような感覚で鞘から抜き放たれる。

　瞬間、放たれる剣閃。

　聖剣から放たれる剣閃とはまるで異質な線。

　聖剣の一撃は魔力を帯びた軌道と色彩を放つが、サムライブレードのそれは鉄の匂いを感じさせるような無骨な線だった。

　しかし、その分鋭く、力強いような気がした。

　実際、サムライブレードの一撃は見事に岩を斬り裂いた。

　道をふさいでいた岩を破壊した。

　その姿を見ていたリルさんは、にやり、という表情を漏らし、ミリシャとマイトはそっくりな瞳を同時に見開いていた。
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　見事、岩を切り裂くクロア。

　ひらひらのスカートをまとい、どこかなよなよしている印象を持っていた少女であったが、刀をかまえた瞬間、クロアは剣士の顔となった。

　刀を解き放った瞬間、性別などどこかに消え去ってしまった。

　一ひと廉かどの戦士がそこにいた。

　思わず見とれてしまうほどである。

　もしも男ならば惚れていたかもしれない。

　それほどの少女だった。

　ちなみにミリシャは男嫌いなわけではない。

　男を遠ざけているのは、この世界にまことの男子がいないからである。

　先ほどやってきた貴族の従者もそうだ。

　女の腐ったような性格と態度をしていた。そのような人物と交友を持ちたくないから、男を遠ざけているのかもしれない。

　そんなことを思いながら、ミリシャは転がっている岩の破片を手に取った。

　思わずため息をつく。

「……やれやれ、あたいは岩を割れと言ったんだがね」

　見れば岩は割れていなかった。

　岩は『切れていた』のである。

　衝撃によって割れた物体と刀によって切られた物体は明らかに違う。

　前者は物体の層に沿って裂かれるのに対し、後者はまっすぐ綺麗な線を見せる。

　それに切り口が美しいのも後者の特徴であった。

「こんな巨大な岩を切り裂くなんて、普通の少女には不可能だ」

　いったい、あの少女はなにものなのだ？

　そんな疑念が湧く。

　少女を注視する。

　色素の薄い髪が肩まで伸びている。

　顔だちは可愛らしい。女性的というよりも女の子的であった。

　手足もすらりと伸びているが、不格好さは一切ない。

　性格も優しげである。

　そしてなによりも特徴的なのはその目だろうか。

　澄んだ泉のような瞳。その色は宝石のように碧かったが、情熱的な色彩を帯びている。

　緑色の灼熱石ルビーを溶かして丸めたような瞳を持っている。

　その瞳は遙か未来を見つめているような気がした。

　いったい、少女の見つめる先にはなにがあるのだろうか？

　それは本人にしか分からない。

　いや、本人にも分からないのかもしれない。

　少女は未来の航路を定めるには若すぎた。きっと自身も大いに悩んでいるに違いない。

　ミリシャは自身が一六歳だった頃を思い出し、少女に共感した。

（……動く鎧を退治したら防具を作ってやるという約束だったけど）

　もしも失敗しても約束は果たしてやるか。

　そう思った。

　それくらいミリシャは少女のことを気に入ってしまったのである。

「もしもクロアが男だったらねえ。あたいが嫁いでもいいんだけど」

　そんな詮無いことをつぶやいてしまう。

「まあ、それはないか。ダンジョンで呪いでも掛けられない限り」

　くだらない妄想は抱かないことにする。これでもミリシャは大人の女なのだ。

「それに将来、あたいの妹になるかもしれない娘だしね」

　弟のマイトとクロアを交互に見つめる。

　ミリシャの弟マイトは一二歳、クロアという女冒険者一六歳。

　姉さん女房になるが、案外、お似合いのカップルのような気がする。

　マイトはクロアに惚れているようだし、後見人であるミリシャはクロアを気に入っていた。

　結婚の障害となるものはないであろう。

　そんなことを考えながら、ミリシャは洞窟の奥に向かうクロアの後ろ姿を見た。

　彼女は《照明》の魔法を使い、周囲を昼のように明るくしてくれていた。

　もしも彼女がミリシャの工房に嫁入りしてくれれば、工房もまた明るくなるだろう。

　マイトと一緒に明るい家庭を築いてくれるだろう。

　さて、弟夫婦の間にできる子供はなんという名前にするか。今から頭を悩ませるミリシャであった。
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　洞窟の奥に進む。

　この洞窟は迷宮都市イスガルドの郊外にある天然のものだ。

　ダンジョンというよりは洞窟、あるいは鍾乳洞と称した方がいいかもしれない。

　それほど大きくなく、深くもない。

　三人が横に並べば、それでぎゅうぎゅうになってしまう。

　構造も複雑ではなく、まっすぐに地下に向かっていた。

　なんでも最深部には美しい湖があるらしいが、その途中にも大きな空間があり、そこに動く鎧はいるらしい。

「ミリシャさんが捨てた鎧が動く鎧になっているんですよね」

「そうだよ」

「なんでそんなところに捨てたんですか？」

「あたいが捨てたわけじゃないよ。産廃業者に頼んだら、適当に処理されちまったのさ。あたいの鎧だけでなく、他の工房の鎧もね」

「なるほど」

　どこの世界にも悪い人間はいるものだ。

　しかし、今回の事件にはさらに悪いやつもいる。

「ミリシャさんはその鎧に呪いをかけた連中がいる、と言ってましたが、そいつらはどんなやつなんでしょうか？　まだこの洞窟に潜んでいるんでしょうか？」

「どんなやつかは分からない。邪教徒かもしれないし、呪術師かもね。そいつらを捕縛すれば評議会から金一封が出るかもしれない」

「そいつはありがたい。ギルドの財政が潤う」

　とはリルさんの言葉だった。

「邪教徒かあ。それに呪術師……、勝てるかな、僕たち」

「少女よ、なにを弱気になっている。お前はドラゴンスレイヤーだろう」

「ステータスには表記されてませんよ」

「それでも竜殺しは竜殺しだ。もっと自信を持て」

「はい……」

　と言っても僕は人間との戦闘経験がほとんどない。

　ガチの闘い。

　つまり命のやりとりをしたとき、どれくらい実力を発揮できるかは未知数だった。

「まあ、今回はリルさんもいるし大丈夫か」

　リルさんの総合戦闘力は２００００超え。

　彼女を倒せる人間など存在しない。

　そう思えば気楽であるが、彼女はこんなことを言う。

「ピンチになったら助けに入るが、今回も基本、傍観だぞ、私は」

「…………」

「理由は少女の活躍が見たいのと経験値のためだ。励めよ、少女」

　と言うとリルさんは懐からビーフジャーキーと小瓶を取り出す。

　それで一杯やるつもりのようだ。

　まったく、のんきな神獣だ。そう思ったが、口には出さず、僕はリルさんにエクスを渡す。

　開けた場所に出たからだ。

　どうやらここがミリシャの言っていた途中にある大きな空間らしい。

　この上が丘になっており、そこにある穴から産廃業者がゴミを投棄しているとのこと。

　しかしその割には周りにはなにもない。

　動く鎧でひしめいているかと思ったが、そうでもなかった。

　それでもいつでも戦闘態勢に入れるようにするが。

「……妙だね。ここに動く鎧がひしめているという話だったんだが」

　ミリシャが神妙な面持ちで言う。

「撤退したあとかな。我々が情報を掴んでいるということは迷宮都市の護民官も情報を掴んでいるはず。邪教徒か呪術師かは知らないが、多少でも知恵が回るならば場所を変えるだろう」

「かもしれないね。やれやれ、これは無駄足だったかな」

　ミリシャが徒労のポーズを取るが、そのポーズは途中で終わる。

　僕たちはただならぬ雰囲気を感じた。

　殺気を感じた。

　僕たちはそちらに振り向く。

　見れば洞窟の奥から、カチャカチャという音が聞こえてくる。

　鎧を着た人間、いや、鎧だけが宙に浮き、兜の間から怪しげな光を発している。

「動く鎧」

　初めて見る魔物であったが、説明されるまでもなく、それが動く鎧だと分かった。

　鎧の中は空洞、暗黒物質のような黒い霧が中にあるだけであった。

　不気味であるが、リルさんは楽しそうに言う。

「どうやら無駄足ではなかったようだぞ。少なくとも動く鎧退治はできそうだ」

　少女よ、見事動く鎧を切り裂き、【斬鉄】のスキルを習得するのだ。

　と、鎧を指さす。

　簡単に言ってくれるが、この期に及んで戦闘を回避する理由はない。

　この洞窟に迷い込む間抜けな冒険者はいないと思うが、これ以上、動く鎧が増えれば、いつか無関係な市民が被害を受けるかもしれない。

　それは僕の望むところではない。

　刀に手を伸ばすとそれを抜く。

　抜刀術を使わなかったのは、抜刀術に自信がなかったからだ。

　岩は動かないが、魔物は動く。

　動く物体に抜刀術を決められるほどのスキルはない。

　僕は真上からサムライブレードを振り下ろした。

　容赦や仮借のない一撃。

　魔法生命体である鉄の塊に慈悲を掛けるほど僕は優しくなかった。

　動く鎧は文字通り真っ二つになり、活動を停止させる。

「す、すごい、うちの鎧を一撃で切り裂くなんて！」

　とはマイトの声であった。

　その声に応えるのはリルさん。

「ふふん、少女に掛かればあのようなことは造作もない。うちのエースだからな」

　ふたりしかギルドメンバーはいませんけどね。

　と心の中で叫ぶと二匹目を切り裂く。

　今度は胴を真っ二つにした。

「へえ、やるじゃないか、お嬢ちゃん。荒っぽいが洗練もされている」

　と、ミリシャは言うと、彼女は自慢のハンマーを振り下ろしていた。




　ぐしゃり！




　という音とともに鎧がひしゃげる。

　いや、スクラップにされる。

　彼女のハンマーは荒っぽいという範疇を超えている。

　その一撃は野獣そのものだった。

　ただ、不思議と野蛮という感じはしない。

　赤毛の美しい獣が鹿を狩るような優雅さも持ち合わせていた。

　僕はその光景を横目で見ながら彼女と連携を取る。

　刀でも切り裂けそうな装甲の鎧は僕担当。

　ハンマーしか効かなそうなやつは彼女担当。

　暗黙の了解。示し合わせたわけではないが、ふたりは長年の仲間のように見事に連携する。

　そのコンビネーションは、辛口のリルさんをうならせるほどだった。

「やるではないか、ミリシャ。ここまで戦えるなら我がギルドにスカウトしたいな」

　それに対してミリシャは冷静に答える。

「あいにくと冒険者になるほど落ちぶれてはいないよ。鍛冶屋で十分稼げるからね」

「だろうな。しかし、気が変わったら連絡をくれ」

　リルさんはそう言うと二切れ目のビーフジャーキーを取り出す。

　そんなに間食したらカレンの用意する夕飯が食べれなくなる、と注意する必要はないだろう。

　彼女の胃袋は神様級だ。

　しかし、ビーフジャーキーとてただではない。

　悠長にしていればこの狼はいくらでも食べるだろう。僕はリルさんがこれ以上食べる隙を与えないよう、豪快に活躍することにした。

　僕が八面六臂の活躍をすればそれに見とれて手がとまる、という計算だ。

　その計算はぴしゃりと当たる。

　僕が動く鎧を破壊する速度を速めると、リルさんは食事をやめてこちらに見入ってくれた。

　このまま活躍し続ければなんとか三枚以内にビーフジャーキーを抑えることができるだろう。

　ほっとため息を漏らすが、それがいけなかったのだろうか。

　初めて動く鎧の一撃を食らう。

　もっとも服をかすめただけで、ダメージをもらうことはなかったが。

　斬りかかってきた動く鎧を一刀のもとに倒す。

　後ろから、がしゃんという音が聞こえる。

　辺りを見回せばもう鎧はいなくなっていた。

　どうやら今、僕が倒したのが最後の鎧らしい。

「ふう……」

　と、ため息を漏らす。

　額に汗が滲んでいることに気がつく。

　僕は服の袖で汗をぬぐおうとしたが、そのとき、とんでもないことに気がついた。

　服が破れ、胸部が露出してしまったのだ。

　無論、女性用の下着など着けていない。

　着けていないからこそ、平坦な胸が丸見えだった。

　思わずリルさんの方を見てしまうが、彼女は呆れてものが言えない、という顔をしていた。

「だから女物の下着をつけろと言ったのに」

　という顔をしていた。

　今さらそんなことを言われても過去には戻れない。

　戻ったとしても僕のプライドがそれを許さなかっただろう。

　そんな視線を送ったが、それよりも問題なのは、今、一緒に戦った女性である。

　彼女は男の冒険者が大嫌いで、男に防具は作らないと公言している。

　そんな彼女にばれてしまったのだ。さぞ怒っていることであろう。

　いや、怒り狂っているかもしれない。竹を割ったような彼女のこと。僕たちの小細工は癪に障ることこの上ないだろう。

　そんなことを思いながら、ミリシャの方を見る。

　おそるおそる、ゆっくりと。

　しかし、意外なことに彼女は怒っていなかった。

　頬は赤らめているが、怒気は感じない。

　もじもじとこちらを見つめていた。

　彼女は視線を外しながらタオルをくれる。それで胸を隠せということなのだろう。

　素直に彼女の好意を受け取ると、僕は尋ねた。

「あの、怒らないのですか？」

　ミリシャは言う。

「べ、別に怒るようなことじゃないだろ」

「ですが、僕は性別を偽ってミリシャさんを騙そうとしたんですよ」

「……あたいは頭でっかちで意固地だからね。クロアの立場ならそうするさ」

　彼女はそう言い切ると「もう振り返ってもいいかい？」と尋ねてきた。

「かまいません」

　破れた箇所はタオルを縛り補修しておいた。

　彼女は改まってこちらを見つめるとこう言った。

「……それにしてもどこからどうみてもいいとこのお嬢ちゃんにしか見えないけど、実は男だったんだね。まあいい。あたいが嫌いなのは男なのに玉がないような軟弱なやつだからね。女装していてもタマがあるならば話は別さ」

　彼女は改めまして、と言わんばかりに右手を差し出す。

　僕はそれを握り返す。

「いいよ、あんたの防具を作ってやる」

　その代わり――、

　と続けると、彼女はこう続けた。

「その代わり、あんたの本名を教えてくれ」

「クロムです」

　と、即答すると、握っていた右手に力を込めた。

　彼女の手は思ったよりもごつごつしておらず、柔らかかった。

　女性的なしなやかさもあった。

　それにその表情も――。

　なんでも彼女は男と握手をするのは初めてらしい、と彼女の弟が教えてくれた。

　マイトもショックを受けているようだが、彼はこうささやく。

「姉さんがこんなに照れているなんて珍しいな。昔、流れ者の冒険者に恋をして以来かも」

　その言葉を聞いたリルさんは、肘を突き茶化してくる。

「このハーレムスキルＳの保持者め。いったい、何人妾を作るつもりなんだ」

　と。

　その言葉を聞いた僕とミリシャは同時に同じ台詞を発する。




「そんなんじゃない」

「そんなんじゃないですよ」




　ほぼ同時に発せられた言葉。その姿は端から見ると少し滑稽だった。
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　見事、動く鎧を全滅させる。

　出没した動く鎧は最終的に一〇体を超えたが、僕とミリシャの敵ではなかった。

　ほとんどがスクラップとなる。

　残骸となった鎧を見つめるミリシャ。

「……おかしいね」

　と首をひねる。

「なにがおかしいんですか？」

　とは女装を解いた僕の言葉である。

　ミリシャはこちらの方を見ると頬を赤らめながら言った。彼女はどこまでも男に免疫がないようだ。

「……いやね。情報屋の話によれば、この洞窟に出没する動く鎧のほとんどはうちの工房のものと聞いていたんだ」

「違ったんですか？」

「違わない。八割はうちのだよ。しかし、そのほとんどが捨てたものじゃないんだ」

「と言いますと？」

「普通に市場に売ったものなんだよ。できそこないは一個もない」

「となると産業廃棄物を利用したのではなく、売り物を動く鎧にしたということになりますね」

「そうなるね」

「理由はなんでしょうか」

「おそらくだが」

　そんな注釈を添えてミリシャは説明してくれた。

「たぶん、この動く鎧はちゃんとした兵器にするつもりなんだよ。だから出来のいい市場品を使っているんだ」

「たしかにかなり手強かったですね」

　レベル10以上の冒険者がふたりがかりだからなんとかなったが、低級の冒険者ならば全滅していた可能性もある。

「手強いよ。さらに言えば市販品でもこれはＢクラスのものだ。もっと出来のいいものを動く鎧にすればさらに手強くなるだろうね」

　リルさんは補足する。

「それに動く鎧を作る魔術師の練度が上がればさらにな」

　残骸を調べるリルさん。魔力の残滓から魔術師のおおよその実力は把握しているようだ。

「しかし、変だな。情報では産廃品を動く鎧にしたと聞いていたのだろう。その情報は間違っていたのだろうか。奥に行ってみるか？　まだ鎧があるかもしれない」

「そうだね、その方が――」

　ミリシャの言葉が途中でとまる。

　なにかに気がついたようだ。

「そう言えばさっきから弟の姿を見かけないが、誰か知らないかい？」

　周囲を見渡すが、たしかにマイトの姿は見えなかった。

　意地の悪いリルさんは「失恋して引きこもってしまったのかな」と言うが、その冗談は笑えなかった。

　なぜならば僕は口を押さえられ、連行されるマイトの姿を見てしまったからである。

「マイト！」

　僕が叫ぶと、皆の視線が洞窟の奥に注がれる。

　見るからに悪漢と思わしき男は、マイトを連れ去ろうとしていた。

　その姿を見てリルさんは言う。

「なるほどね、こういうことか」

「こういうこと？」

　ミリシャは駆け出しながら尋ねた。

「情報屋にはめられたんだよ、お前は」

「なんだって!?」

「たぶんだが、情報屋はわざと偽情報を流し、お前さんと弟をおびき出した。そして見事に捕まった」

「待ってくれ、なんで弟が誘拐されなくちゃならない。うちはそんなに裕福じゃないよ」

「その代わり鍛冶屋としての腕前があるだろう。多分だが、やつらはお前さんの弟を誘拐し、お前さんが持っているものと交換する気なのだろう」

「あたいが持っているもの？」

「その腕だよ。おそらくだが、動く鎧用の鎧を量産させられる」

「なんだって!?」

「なにに使うかは知らないが、術者の意思通りに動く鎧は便利だからな。悪巧みにでも使うのだろう」

「っく、そんなことのために弟を誘拐するだなんて！」

　許せない！　とハンマーを持つ手に力を込める。

　僕は彼女に呼応する。

「それには同意です。しかし、憤っている暇はない。僕らがしなければいけないのはマイトの救出です」

　そう宣言すると、僕はリルさんから聖剣を返してもらった。

　大業物であるサムライブレードは素晴らしい武器であるが、やはり僕の相棒はエクスしかいない。

「クロム、遠慮しなくてもいいんだよ。あんたの腕はしかと見せてもらった。その刀をあんたにあげたっていい」

「それは僕が成長したあかつきに」

「謙虚だねえ」

「そうじゃありませんよ。その【なんでも装備可能】のお陰で装備だけはできますが、その刀のポテンシャルを引き出すには敏捷性と筋力のステータスがＢ以上必要です。もっと鍛錬しないと」

　それに、と僕は続ける。

「この聖剣は焼き餅焼きなんです。二刀流は僕にはまだ早い」

「なるほどね。じゃあ、そのときがくるまであたいが預かっておくよ」

　彼女はにこりと笑った。

　そのやりとりを聞いていたエクスが僕に声をかけてくる。

「さすがはクロムだね。浮気はしても最終的にボクのもとへ戻ってくる」

「剣を握り替えただけで浮気扱いされたら堪ったものじゃないけど、今の僕には君が必要なんだ」

「ひゅー、しかも女の子の心をときめかせるようなこともさらっと言うようになったね。エクスは迷宮都市のドノヴァンだ」

　ドノヴァンとは、この国の有名な女たらしで、生涯で数千人の女性とベッドを共にしたという放蕩児プレイボーイだ。

　最後はとある貴族の奥方とベッドインしているところを怒り狂った旦那に殺された。

　修道院に忍び込んだところを目撃され、火あぶりになった。

　盲目のエルフと森で心中をした。

　などという複数の伝承が世界各地に伝わっているが、彼の最後はその出自とともに不明だ。

　実在すら怪しむ人もいるが、ともかく、ドノヴァンはある意味、男の敵であり、憧れでもあった。

　そんな人物に例えられるのは妙な気分であるが、僕が持っているスキル、【なんでも装備可能】があれば今後もこのような機会はあるであろう。

　そのたびにエクスに嫉妬されたらかなわないので、ここはお世辞を言っておく。

「それにしてもサムライブレードは見事な切れ味だった。でも、やっぱり僕にはエクスカリバーの方が合ってるかな」

「ほんと？」

　刀身を輝かせるエクス。

「うん、刀は強力な武器だけど、冒険向きではないよね。常に研がないといけないし」

「うんうん、やっぱり冒険にはボクのような剣だよね。メンテナンスフリーだし」

「そうだね。肝心なところで切れ味が鈍ったら困る」

　だから、今後もよろしくね、エクス。

　僕がそう言うとエクスは満面の笑みで喜んだ。

　剣なので実際に笑うわけではないが、僕には分かる。

　彼女との付き合いは長いのだ。その性格はおおむね把握していた。

　たぶん、彼女は最後にこう言うだろう。

　僕は彼女のセクハラに耐えることにした。

「ところで『クロア』、女装がとても似合ってたけど、なんでやめちゃったの？　もったいないよ」

　予期された質問だったので、即座に返答する。

「姉さんに男らしく生きなさいって育てられたからだよ。家訓を守っているだけさ」

「そうなんだ。でも、女装って男らしい趣味だと思うよ」

「どこがさ」

「だって、女装は『男』しかできないじゃん。だから男らしいと思うんだ」

「…………」

　なるほど、言われてみればそのとおりだったのでぐうの音も出ないが、その言葉で感化されて再びスカートをはくようなことはなかった。

　化粧をとき、カツラを取り、ズボンをはき、男に戻る。

　僕はクロムとして聖剣を握りしめ、洞窟の奥へ向かった。

　ミリシャの弟、マイトを助けるために。
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　洞窟の奥へ進む。

　なかなか悪漢に追いつかない。

　子供を一人抱えているのだから、速度的にはこちらが有利なはずなのだが。

　僕はリルさんの方を向く。

　頭の回転が速い彼女、それだけでクンクンと鼻を鳴らすと匂いをかぎ始めた。

「いや、まかれたわけではなさそうだ。近くにいる」

　次いでリルさんは小石を投げると、その反響音を聞いた。

　目をつむり犬耳に手を当てる彼女。

　すぐに洞窟の構造を口にする。

「ここから三〇メートルほど先に大きな空間がある。水たまり……、いや、これは地底湖か。鎧の音もするからそこで敵が待ち構えているのだろうな」

「なるほどね、なら急いでボコボコにしないと」

　ハンマーに力を込めるミリシャ。

　今の彼女ならば数十体の鎧も一瞬でぺちゃんこにしそうだ。

　しかし、僕ははやるミリシャをいさめる。

「待ってください。ミリシャさん、悪漢どもはマイトくんを人質に取ってるんですよ。正面から行ったら敵の思うつぼです」

「ならばどうすればいいんだい？　座して待つしかないのかい？」

「いえ、それも駄目です。洞窟の外ではなく、内部に逃げたということはおそらく僕たちを待っているのでしょう。それにここで逃げてもいつかやつらは接触してきます」

「ならばなにか策を考えねばな」

　とリルさんは偉そうに言うと、どすん、と地面に座る。

　懐から再びビーフジャーキーを取り出す。

　のんきなものだ、というクレームを入れようとするミリシャに言う。

「私は神獣だ。人間界の争いには介入できない。無論、敵に危害を与えられそうになれば応戦するが、こちらから仕掛けられない」

　というわけで、あまり『表だって』支援できないからな、そのつもりで。

　とむしゃむしゃとビーフジャーキーを食べる。

　この土壇場で悠々と食べる胆力はさすがと言えばいいのだろうか。あるいはたくましいと言えばいいのだろうか。

　どちらにしろ作戦を考える上で彼女が役立つことはあるまい。

　なので僕はミリシャと相談することにした。

「地底湖へと続く道は一本道なのでしょうか」

「おそらくはね、ただ……」

「ただ？」

「地底湖は迷宮都市イスガルドの港へ流れる川に繋がっているという噂ならある。もっとも、誰かが潜って確認したわけじゃないが」

「なるほど。ならば奇襲は難しいかな」

　僕は「うーん」と、うなる。

「そうだね。いったい、どうすりゃいいんだい……」

　落ち込むミリシャ。なんとか力になりたい。

　弟が人質に取られて相当参っているようだ。姉と弟という兄弟構成は僕も同じ。身につまされるものがある。

　知恵を振り絞る。

（……活路があるとすれば敵が僕たちのことをよく知らないことかな）

　悪漢どもは僕らをただの冒険者だと思っているはず。

　僕らの素性を知らないのだ。

　さらに付け加えれば悪漢どもはこの場にいる人物が全員、女だと思っているはず。

　僕は先ほどまで女装していたのだ。今は元の姿に戻っているが、そこになにか活路があるような気がした。

（………………）

　思考を巡らせると結論にたどり着く。

　その結論を皆に話す。

「作戦は決まりました。堂々と正面から乗り込みましょう」

「正面から？　それは駄目だってさっき」

「もちろん、奇策は弄しますよ」

　と、僕はミリシャさんの耳にごにょごにょと話す。

　リルさんは私には内緒か、と憤慨するが、この作戦の成否には彼女の協力が欠かせない。

　リルさんにも話す。

「ふむふむ」

　作戦内容を聞いたリルさんは感心したようにうなずく。

「さすがは少年だ。小賢しいことを考えさせたら天下一品だな」

「褒め言葉として受け取ります」

「無論、褒めているのだ。うむ、あい分かった。タイミングを見計らって出て行けばいいのだな」

　リルさんはそう締めくくると、心配そうに僕たちのやりとりを見ているミリシャに向かって言った。

「ミリシャよ、安心せい、少年はこの迷宮都市最強の神獣を味方に付ける策略を練ったのだ。我を使って作戦が失敗するなど絶対にあり得ん」

　その言葉が効いたのだろうか、ミリシャは少しだけ安堵の表情を浮かべた。







　道なりに洞窟を進むと、広い空間に出る。

　そこは先ほどの広場よりも広く、すがすがしい空気に満ちていた。

　広場の奥には湖が広がっており、蒼白い結晶が輝いている。

　どうやらここではたいまつは不要のようだ。

　そう思った僕はたいまつを消した。

　すると同時に広場にいた悪漢が叫ぶ。

「小僧！　こんなところでなにをしている」

　先ほどマイトをさらった男だった。彼の横にはもうマイトはいない。

　マイトは男たちの後ろで猿ぐつわをされ、縄で縛られていた。

　痛ましい。

　即座に救いたいが、我慢するとこう言った。

「僕は旅の冒険者です。とある学者ギルドに依頼され、地底湖の湖水を取りにきました」

「とある学者ギルド？」

「大梟ギルドです」

「……なるほど。ならば湖水を渡せば帰るのだな」

「はい、僕にはその少年の行く末などどうでもいいことです」

　あえて冷たい口調で言ったが、その演技は悪漢どもに有効だったろうか。

　注視したが、悪漢どもはなにやら相談を始めると、

「湖水を採取してもいい」

　と大仰に許可してくれた。

「それはありがたいです」

　にやり、と心の中で笑う。

　やはり先ほどの悪漢は僕の姿に気がついていないようだ。

　先ほどまでスカートをまとっていた少女と僕が同一人物だと気がついていない。

　そのことを腰の聖剣が茶化す。

「クロムは可愛いけど、やっぱり助平な男は真っ先に足に目をやるからね。スカートをはいているのといないのじゃ大違いだ」

「それだけじゃなく、リルさんの化粧の腕前にあると思うよ」

　さすがは数百年生きている神獣、その化粧の腕前も一級品であった。

　本人は化粧など不要なもちもちな肌をしているが、どこでその技術を覚えたのだろうか。

　無事、帰ったら聞くことにする。

「またクロアになる機会もあるかもしれないしね」

　くすくすと笑う聖剣を無視すると、僕は悪漢どもの横を通る。

　敵意がないことを示すため、聖剣には触れずに。

　しかし、ただで通り過ぎるつもりはなかった。

　僕はここで先ほど身につけたスキルを使う。

【居合い抜きＤ】のスキルだ。

　突如、腰の剣に手を添えると聖剣を刀のように抜き放つ。

　流れるような動作だった。

　悪漢どもはそれが攻撃であると気がつかなかったかもしれない。

　それほど洗練された動作であった。

　自画自賛したいところだが、僕には見届けなくてはならないことがある。

　それは居合抜きとともに放った剣閃のゆくえ。

　僕の剣技に狂いがなければ、それはマイトの方へ向かい、彼を縄から解き放つだろう。

　その瞬間、彼が機転を利かせ、走り出してくれればこの作戦はなかば成功である。

　結果は――、

　成功だ。

　マイトは勇気を振り絞り、駆けだした。

　僕たちの横を脱兎の如くすり抜ける。

　無論、悪漢どももそれを黙って見過ごすほど無能ではない。

　腰の剣に手を伸ばすが、それの対処は僕がする。

　聖剣で斬りかかり、つばぜり合い。

　横から攻撃しようとする相手にはトリネコの盾で防御。

　僕は大声を上げ、マイトを応援する。

「マイトくん、今だ！」

　彼は完璧にタイミングをはかり、逃亡に成功する。

　その様を見ていた悪漢どもは悔しそうな表情を見せた。

　ついで僕に視線を向ける。

　その視線は殺意に満ちていた。
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　人質を失い計画が台無しになった悪漢ども。

　その怒りは当然のように僕に向かう。

「おのれ、小僧め！　生きて帰れると思うなよ！」

　悪漢の首領格と思われる大男はそう叫んだ。

　五臓六腑に染み渡る怒声である。

　その声量だけでもこの人物が凡人ではないと察する。

　実際、大男は凡人ではなかった。

　彼は名乗りを上げながら、大きな斧を振り上げる。

「我が名は戦斧使いのバデン！　その斧で切り裂いた冒険者の数は知れず。お前もこの斧の錆としてくれるわ！」

　ついで振り下ろした大斧の威力はすさまじかった。

「やばい」と思った僕はつばぜり合いをしていた連中を蹴飛ばすと、後ろに跳ねた。

　その瞬間、先ほどまで僕たちがいた場所に大きな穴が開く。

「味方まで一緒にやる気なのか」

　そんな声が漏れてしまうが、その一撃で心が凍えたのはたしかだ。

　バデンの部下たちも彼の性格を熟知しているのか、特に気にしてはいない。

「……参ったな」

　僕は吐息を漏らす。

「どうしたのさ、クロム」

　聖剣が尋ねてくる。

「僕の計算だと作戦を実行する前に数人は切り倒しているはずだった。でも、まさかこんな強敵がいるだなんて夢にも思わなかったよ」

「あの大男強そうだね」

　珍しく神妙な口調で言う聖剣。

「強いなんてもんじゃないよ。たぶんだけど、相当な実力者だ」

　僕はステータスを見てみる。

　通常、自分のステータスには保護が掛かっているが、中にはあえてそれをしていないものもいる。

　戦闘中、ステータスを見せつけて相手を威嚇するのだ。

　このバデンもそのたぐいだった。




バデン　三四歳　レベル28　戦士　？？？？？所属




筋力　Ａ

体力　Ａ＋

生命力　Ｂ＋

敏捷性　Ｂ

魔力　Ｆ

魔防　Ｆ

知力　Ｃ

信仰心　Ｃ＋

総合戦闘力　４５９０




武器　戦斧＋４

防具　蛮族の鎧＋３




固有スキル　？？？

戦闘関連スキル　【斧Ａ】【格闘術Ｂ】【匹夫の勇Ｂ】【頑健Ｂ】




　ステータスを見た聖剣の感想。

「な、なにこれ、レベル28って!?　しかも総合戦闘力も高い」

「開示されている情報だけでこの強さだよ。隠している固有スキルや必殺技を入れたら、もっと強いかも」

「や、やばくない？　今のクロムじゃ勝てないよ」

「頭に絶対を付けてもいいよ」

　僕はそう言うと、斬りかかってきたバデンの部下を一刀のもと切り捨てた。

　もちろん、峰打ちでだけど。

「……バデンの部下はそんなに強くないみたいだ。やつさえなんとかできればどうにかなる」

「なんとかってどうするの」

「当初の作戦どおりさ。やつらに墓穴を掘らせる」

　僕はそう言うと回り込み、場所取りに命を懸ける。

　その間、彼らの部下が襲いかかってくるが、それはなんとか避けたり、受けとめたりする。

　僕は耐えに耐え、その間、敵が遠距離攻撃をしてくるのを待った。

「遠距離攻撃？　敵に弓使いはいないみたいだけど」

「でも、魔術師はいるはずだろ。そろそろ出てくるはずだ」

　聖剣にそう返した瞬間、隠れていた敵の魔術師が出てくる。

　ぞろぞろと動く鎧を引き連れて。

　魔術師は手際の悪いバデンを叱責する。

「ええい！　ガキを逃がした上にこんな雑魚に手こずりおって。俺が手本を見せてやる！」

　魔術師は魔法の詠唱を始める。

　古代魔法言語を唱えると、彼の後方にある地底湖が波打つ。

　水が怪しげな色を帯びると、水の塊が浮かび上がり、それがうねり始める。

　やがてそれは竜の形となる。

　魔術師は叫ぶ！

「これは古代禁呪魔法のひとつ、《水竜の一撃》だ。これを喰らったものは全身の骨が砕け、もがき苦しみながらあの世へいけるぞ」

　ご高説ありがたい。ならば喰らわないようにしなければ。

　そう思いながら僕は水の竜の一撃をかわす。

　ぎりぎりのぎりぎりで。まさしく紙一重で。

　なにも格好つけてそのような避け方をしたわけではない。

　そのような避け方になってしまったのは、ひとつに敵魔術師の魔力が想像以上に高かった、それにつきた。

　しかし、それはある意味幸運だったかもしれない。

　そのお陰で悪漢たちは僕の作戦に最後まで気がつかなかったのだから――。

　かろうじて避けた水流の一撃、それは僕の後方まで勢いよく突き進んだ。

　その威力を弱めることなく、その殺傷力を失うことなく。

　なかなかに見事な魔法だったが、それが敵たちにとって仇となった。

　敵の渾身の攻撃は、『運悪く』そこを偶然通りがかっていた神獣に命中してしまったのだ。

　――真実はタイミングよく飛び出してきたリルさんに命中しただけなのだが、リルさんが唱えた《記録》の魔法によれば敵が一方的に襲いかかってきたように見えるのが『味噌』であった。

　この世界では『人間同士』の争いに神獣が介入するのは御法度であるが、神獣にも自衛の権利が認められていた。

　いきなり禁呪魔法を喰らわせられたのは、武力介入の口実となる。

　彼女は《水竜の一撃》を右手で受けとめるとそれを手のひらで握りつぶす。

　にやり、と笑みを浮かべ声高に叫ぶ。

「我は【フェンリルの咆哮】のギルドマスター、魔狼フェンリルなり！　今の攻撃、我への攻撃と見なす！」

　その言葉を聞いた瞬間、戦斧使いのバデンは表情を青ざめさせた。

　リルさんの総合戦闘力は低く見積もって２００００、

　一方、バデンの方は４５９０しかない。

　単純に計算しても四倍以上実力が離れていた。

　バデンは表情を青ざめさせながら大斧をかまえた。
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　神獣リルさんと戦斧使いのバデンの戦いは一方的なものだった。

　あれほどの膂力を誇るバデンをリルさんは子供扱いする。

　渾身の一撃、殺意を込めた一撃を右手で受けとめると、自慢の斧を右手で握りつぶす。

　あの分厚い鉄の塊をまるで飴細工のように握りつぶす様は圧巻であった。

　斧使いが斧を無効化されたらば戦いようがないが、それでもバデンはしぶとかった。

　使い物にならなくなった斧を投げ捨てると、部下からショートソードを奪い、それで襲いかかる。

　今度は受けとめられないように刺突攻撃に切り替えていた。

　どうやらバデンはあきらめが悪いだけでけでなく、それなりに知恵もあるようだ。しかし、リルさんの実力はその上を行く。

「にわか仕込みの剣など効かぬわ」

　その宣言通り、指二本で剣をさえぎると、それをポキリと折って見せた。

　その後、攻撃に移る。

「バデンとやら、このままぶん殴って気絶してもらうが、もしも機会があれば覚えておくがよかろう」

　なんだ、とはバデンは尋ねなかった。

　口を開くより攻撃を加える姿は老獪である。

　武器での攻撃を諦めたバデンは拳を振り上げ、それを小柄なリルさんに打ち下ろす。

　端から見れば酷な光景だが、残酷なのはある意味、銀髪の狼の方かもしれない。

　彼女は拳によって拳に応える。

　バデンの打ち下ろした右ストレートに合わせるかのように己の拳をぶつけた。

　バデンの岩のような拳とリルさんの宝玉のような拳がぶつかり合う。




　メキメキ！




　と骨が砕ける音が響き渡る。

　当然、壊れたのはバデンの方であった。

　彼は右手を押さえながら、その場でのたうち回った。

　リルさんはその隙を見逃さない。

　残像を残しながらバデンの側に近づくと、足を上げる。

　そのまま腹部めがけ振り下ろす、バデンの意識を絶つために。

　なんの躊躇もなく足が踏み下ろされると、リルさんのスカートが舞う。

　下着が見えそうで見えないのはリルさんなりの品位なのだろう。

　ふわりと舞うスカートを両手で押さえつけると、くるりとこちらの方に向かい言う。

「あとは雑魚の掃討だが、それは私に任せてくれ。少年はあの魔術師をやってくれ」

　見ればリルさんに《水竜の一撃》を放った魔術師は、杖を口にくわえて地底湖に飛び込もうとしていた。

「あいにくと私は濡れるのが苦手でな、少年、頼む」

　泳ぎは得意な方だが、魔術師相手に潜水勝負を挑むほどではない。

　ただ、リルさんも悪魔ではない。

　餞別代わりに魔法をかけてくれた。

　《水中歩行》の魔法である。この魔法を受けたものは浮力を失い水中を歩行できる。

　それに長時間、呼吸も可能となる。

　これで敵魔術師と同等となった。

　僕は聖剣に尋ねる。

「これから地底湖に飛び込むけど、エクスは泳ぎは得意かい？」

「まさか、ボクは金属の塊だよ」

「そうか。ならばミリシャにサムライブレードを借りてもいいけど」

「ご冗談でしょ。ボクも行くよ。濡れるのは苦手だけど、主を刀ごときに寝取られるのも口惜しい」

「そう言ってくれると思った。なるべく早く決着をつけるよ」

　エクスに約束すると、僕は鞘をその場に置いて湖に飛び込んだ。




　泳ぎが得意、との言葉に嘘偽りはない。

　自然が豊富だった実家周辺、というかなかば秘境だった僕の故郷リュスホールには大小様々な川があり、水辺は子供たちの遊び場だった。

　幼かった僕はよく水遊びをしたものだ。

　お陰で水泳は得意となったが、まさかこのような形で役に立つとは思っていなかった。

「芸は身を助けるだね」

　と、ささやく聖剣にうなずくと僕は水中に入った。

　水中では呼吸も歩行もできるが、敵に追いつくため、無酸素運動、要は全速力で泳いだ。

　あっという間に魔術師に接敵する。

　彼も《水中歩行》の魔法をかけていたようだが、マイトをかついでいる分、移動が遅かった。

　ただ、それは想定していたようで、彼は悠然と振り返ると呪文を詠唱した。

　水中に現れる魔法陣、そこからは奇妙な生物が出てくる。

「召喚魔法か」

　魔術師が召喚したのは、この場に最も相応しい生物だった。

　巨大な背びれと牙を持つ魚、サメと呼ばれる生き物がそこにいた。

　エクスはその姿を見た瞬間、びびっている。

「ク、クロム、さ、サメだよ!?　シャークだよ!?　やばくない」

「やばいね。それもただのサメじゃない」

　目の前にいる生き物は海にいるサメではなく、湖に生息する湖水鮫、レイク・シャークと呼ばれる生き物だった。

　大賢者エイブラムさんの書いた魔物事典によれば、その性格は凶暴にしてどう猛、食性は肉食だった。

　毎年のように猟師が被害に遭っている。

　しかもここはやつの狩り場で水中、こちらの方が圧倒的に不利であるが、僕はそれでも臆さなかった。

　剣を握りしめると必殺技を放つ。

「いきなり？」

　エクスが尋ねてくる。

「やつはまだ魔法陣から出ていない。攻撃するなら今がチャンスだ」

「なんか正義の味方っぽくないね」

「お行儀いいのは他のヒーローに任せるよ」

　僕は聖剣に魔力を込める。

　僕の必殺技にファイア・ブレードというものがある。聖剣に炎の魔力を込め、それを剣閃にして放つ技だが、さすがに水の中で使うことはできない。

　しかし、剣に炎の魔力を込められるならば、雷の魔力だって込められるはず。

　水棲生物に雷とは安直だが、安直ゆえに効果は絶大なはずだった。

　魔法陣から解き放たれようとしているサメに剣を突き立てる。

　案の定、巨体を持つサメを一撃で倒すことはできなかったが、それでも肉薄することはできた。

　剣から雷の魔法を放つことができるようになった。

　僕はその好機を見逃すことなく、全身の魔力を雷に変換する。

　もともと魔法の才がない僕。

　あとの戦闘のために魔力を温存しようという考えは一切なかった。

　ここですべて出し切る！

　そんな気持ちで雷の一撃、サンダー・ブレードを放った。

　――僕の放った必殺技は、効果絶大であった。

　牛を一飲みできそうな巨体を持つサメを一撃で気絶させた。

　倒すことができなかったのは残念であるが、倒す必要があるのはサメではなく、それを召喚した魔術師だった。

　僕は剣をサメから抜き放つと、魔術師の懐に飛び込んだ。

　まさか虎の子のサメが一撃でやられるとは思っていなかった魔術師。

　彼は僕の接近を容易に許した。

　もっとも彼は召喚魔術や付与魔術が得意なだけで、戦闘は元から苦手だったのかもしれない。

　それを証拠に僕が懐に飛び込んでも慌てふためくだけで、応戦らしい応戦はなかった。

　しかし、それでも魔術師はなにをしてくるか分からない。

　僕は聖剣をカチャリと持ち替える。

　聖剣の腹で峰打ちをするのだ。

　容赦なく聖剣を彼の頭部に打ち下ろすと、彼の意識を奪った。

　その瞬間、魔術師に掛けられていた《水中歩行》の魔法は解ける。

　僕は魔術師を抱え、地上に連れて行った。

　岸辺に着くと心配顔のミリシャが駆け寄ってきた。

　雑魚たちの掃討を終えたリルさんもやってくる。

　ふたりを代表して、リルさんが手を差し出してきた。

「少年、ご苦労様だ。相変わらず敵にも情けを掛けるところが気になるが、まあ、それが少年の長所だしな」

　サメの餌にでもしてやればいいのに、と不穏当なことを言うリルさん。

　僕は魔術師をリルさんに引き渡した。

　――無論、リルさんは口だけで、魔術師を丁重に縛っていた。サメの餌にする気はないようだ。

　僕は口は悪いが、なんだかんだで優しい神獣さまが好きだった。
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　こうしてマイト誘拐事件は解決した、かに思われたが、まだ全容が解明したわけではなかった。

　マイトを誘拐し、ミリシャを脅迫して動く鎧を量産させようとしたことは分かっているが、誰が、どのような目的でそのような真似をしようとしたのか、それを判明させなければならない。

　そのためには尋問が有効であった。

　事情を知らされているのはおそらく、バデンと呼ばれる斧使いの男と、魔術師の男だけだろう。

「このようなとき、雑魚は情報を知らされていないものだ」

　と、リルさんは断言する。

　その考えには賛同であったが、その後の台詞には納得いかない。

「さて、少年、これから『尋問』を始めるが、どっちから始めた方がいいと思う」

「……尋問はいいのですが、リルさんがやろうとしているのは問題があるんじゃ……」

　見ればリルさんは薪に火をくべると、それにショートソードをかざす。

　柄の部分には断熱材代わりの布を何重にも巻いている。つまり、ショートソードを焼きごての代わりにするようだ。

「ああ、そうか、焼きごてだけでは不十分だな」

　と、リルさんは懐から竹串を取り出す。

「人間の痛覚は指の先に集中しているのだ。ふふふ……」

　と、不気味な笑いを漏らす。

　どうやらあの串を爪の間に差し込む気らしい。

「僕が言いたいのはそういうことではなく、『拷問』は法律で禁止されているということです」

「ならば誘拐は法律で禁止されていないのか？」

「それは……」

「悪党に仮借することなかれ。それが我がギルドの方針だ。ちょっぴり過激な尋問はお手の物だぞ」

　リルさんの脅しが効いたのだろうか、それとも元から忠誠心がないのだろうか、大男のバデンが口を開いた。

「分かった、分かった。俺たちの負けだ。洗いざらいしゃべるから、拷問はよしてくれ」

「ほらみろ、やはり私のやり方は正しい」

　リルさんはにやりと笑うが、この人はとめなければ本当に拷問をしたのだろうか。そこが気になる。

　気になったが、それよりも今はバデンだった。彼の言葉を待つ。

「俺たちを雇ったのは黒衣をきた男だ。そいつに金を渡されて、そこの小僧を誘拐しろと言われた」

　マイトをあごで指しながらバデンは言う。

「黒衣の男だけじゃ分からぬな。名を言え」

「名は聞かなかった。金は前金だったしな、こういうのは聞かないのも礼儀だ」

「律儀な悪党だな」

「そいつはどうも」

　悪びれずに言う。先ほど激闘を繰り広げた相手であるが、こうも堂々とされると逆に憎めない。

　それはリルさんも感じたようで、やれやれ、と口元を緩めていた。

「他になにか知っている情報はないのか？」

「あるにはあるが」

「言え、後金をもらえないのだ。もう義理立ては不要だろう」

　リルさんはそう説得すると、バデンは横にいる魔術師の名を呼んだ。

「横にいるその魔術師、ウルヘイスというのだが、こいつは俺たちの仲間じゃない。雇い主が寄越した監視役だ。こいつならなにか知っていると思う」

　バデンがそう言うと、ウルヘイスはきっとバデンを睨み付ける。

　しかし縄で縛られた魔術師になにができるわけでもなかった。

　全員の視線がウルヘイスに集まる。

「さて、こいつを拷問すれば黒幕に繋がりそうだな」

　不敵な笑いを漏らすリルさん。

　ミリシャも容赦はない。

「今、鉄串を熱しているんだけど、使うかい？　リル様」

「助かる」

　以心伝心のようである。ミリシャも弟を誘拐されて頭にきているのだろう。

　ここは僕がストッパーになるべきなのだろうか。

　悩んでいると、リルさんはウルヘイスを持ち上げる。

　ついでウルヘイスを湖の側に投げる。

　そこには先ほど、ウルヘイス自身が召喚したサメがいた。

　サメは陸上には上がってこない。

　だが、湖が満ちればやがてウルヘイスのいる場所は水に浸かるだろう。この湖は時間によって水位が変わるのだ。

　そうでなくてもサメは浜辺の生き物を食べるため、身を乗り出してくることもあるのだ。

　ウルヘイスは生きた心地がしないはずであった。

　彼は大声で叫びながらリルさんを非難する。

「ま、待て！　これは拷問だ！　法で罰されるぞ!?」

「はて、なんのことかな。私は単に貴様に水浴びをしてもらいたいだけだが」

　それに、リルさんは続ける。

「あの化け物を召喚したのは貴様自身ではないか、もしもあの化け物に食われて貴様が死んでも、それは因果応報だ」

「……っく」

「ともかく、助かりたければすべてを話せ。そうすれば寛大な処置をしてやる」

「…………分かった。しかし、俺の雇い主は陰険で残酷なのだ。俺が口を割ったと知れば必ず殺される」

「分かっている。命の保証はする」

　リルさんがそう言って手を差し伸べた瞬間、ウルヘイスの宣言どおり、彼の雇い主は残酷な牙を剥いた。

　ウルヘイスは急に悶え苦しみ始める。

　彼は己の胸を押さえると嘔吐を始めた。

　なにごとか？

　と思うよりも先に僕は駆け寄り、彼に回復魔法を掛ける。

　カチュアに教えてもらったばかりの低級なものだが、それでもなにもしないよりは効果があると思ったのだ。

　しかし、僕のささやかな行為はまったく役に立たなかった。

　ウルヘイスの苦しみは増し、顔面が蒼白、いや、紫色になる。

　リルさんも駆け寄り回復に努めるが、すべてが無駄だった。

　三〇秒後、ウルヘイスは口から吐血し、死亡する。

　毒殺であった。

　おそらくであるが、体内に毒でも埋め込まれていたのだろう。雇い主はウルヘイスが裏切った瞬間、それを解き放ったのだ。

「……むごいことを。いったい、誰がこんなことを」

　僕は吐き捨てるように言うが、リルさんは眉ひとつ動かさずに答えた。

「おそらくだが、やつの仕業だろう」

「心当たりがあるんですか？」

「ある」

　と一言、きっぱりと言う。

「というか、少年も出会ったことがあるやつさ」

「僕も？」

　誰だろう？　記憶をたどっていると、リルさんは行動で思い出させてくれる。

　ウルヘイスのローブをはぎ取ると胸部をさらけ出す。

　そこには蛇の入れ墨があった。

　それを見た瞬間、僕はとある神獣の顔を思い出す。

　蛇のような目をした陰険な顔――。

　僕とリルさんが出会ったとき、フェンリル・ギルドの館を奪おうとした狡猾な男。

　たしかこの蛇の入れ墨はあの男のギルドの紋章と同じだった。

　ウロボロス・ギルドの紋章。

　Ｃランクギルド【ウロボロスの鱗】。

　そのギルドマスターが今回の事件の黒幕なのだろうか。

　だとしたらウロボロスはなにを企んでいるのだろうか。

　僕は無事、事件が解決し、マイトを抱きしめているミリシャを見つめながら、今後のことを考えた。

　もしもこの事件が本当にウロボロスの仕業ならば事件はこれだけで終わらない。第二幕、三幕があるだろう、そう思ったのだ。

　それはリルさんも同じらしく、珍しく神妙な面持ちをしていた。

　耳と尻尾をぴんと伸ばし、なにか思案を巡らせていた。










第三章　ミリシャの鎧
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　僕たちは無事、洞窟から帰還する。

　ミリシャの工房にまっすぐ向かうと、そこで開口一番にリルさんが言った。

「約束どおり動く鎧を討伐したぞ、少年に鎧を作ってくれ」

「分かっているさ。このミリシャ、恩義は忘れないよ」

「ちなみに追加クエストで弟を救出したことを忘れないように」

　リルさんはがめつく指摘する。

「もちろん忘れないさ。最高の防具を作るよ」

　その言葉を聞いたリルさんはにやりと笑う。

　もしもリルさんの性格を知らなければ、マイト誘拐事件の裏側に彼女が暗躍していたと誤解しそうな笑顔であった。

「さて、さっさと防具を作ろうかね。恩人に恩を返したいのもあるが、今、とても創作意欲に燃えていてね」

「なにかいいことがあったんですか？」

「目の前で悪漢どもを倒す少年の勇気、それにその剣技に惚れ込んだんだよ。良い冒険者がいたら良い防具を作りたくなる。それが鍛冶屋ってもんさね」

「少年は最高の冒険者だからな。最高の冒険者には最高の防具が必要だ」

　にんまりと笑う神獣さま。

　ミリシャも首肯する。

「そうだね。このミリシャに任せておきな。最高の防具を用意する」

　ミリシャはそう言うと、僕の頭いただから爪先までを観察する。

　己のあごに手を添え、「ふうむ」とうなる。

　彼女は僕の二の腕を触ったり、胸板に触れたりする。

　ちょっと恥ずかしいが、彼女の真剣な表情を見ると、気恥ずかしがるのも悪いような気がした。されるがまま身体を許す。

「……やはりクロムは細身だね。女装が似合うだけはある」

「すみません。華奢で」

「いや、華奢ではないよ。とてもしなやかな筋肉をしている。そうだね、例えるなら猫科の肉食獣、豹のような身体付きだ」

　ミリシャは、このしなやかな筋肉が強力な一撃を生み出すんだね、と続ける。

「クロムのようなタイプは重い鎧ではなく、服に魔力を付与した装備がいいかもね。そのスピードを活かせる」

「ミリシャの工房は衣服タイプの防具も扱っているのですか？」

「まさか。でも、取り寄せることはできる。なので今着ている旅人の服に各種耐性を付与したものを注文しようと思う」

　その提案に割って入ってくるのはリルさんだった。

「おいおい、ミリシャよ、それでは話が違う。我々は鎧を求めてやってきたのだぞ。旅人の服ならば自分たちでなんとかできる」

「もちろん、分かっているさ。旅人の服をベースにその上から軽装の鎧をまとわせる。急所だけを守るんだ。その方が結果的に防御力も総合戦闘力も上がると思う」

「つまり、臓器や関節部分だけ金属の鎧をまとわせる、というわけか」

　僕はニアの鎧を思い出した。彼女も動きやすいように急所にしか鎧をまとっていない。

　なかなか良いアイデアだと思うが、リルさんが余計なことを言う。

「フルアーマーにすると材料費が高いから、ケチっているのではあるまいな」

　ミリシャはそんな皮肉を言われても気にしない。

「たしかに材料費は安くなるが、その分、良い素材を使うさ。工房で余っているダマスカス鋼を使う」

「ダマスカス鋼ですか!?」

　思わず大声を出してしまう。

　ダマスカス鋼とは東洋にあるとある国の名産金属だ。とても堅く丈夫で、弾性にも富んでいる。武具に使うには最適の材質とされている。

　リルさんも驚いているようだが、もじもじしている。たぶんだけど、お値段が心配なのだろう。

　それは僕も同じなので思わずミリシャの顔色をうかがってしまうが、彼女は剛胆な笑顔で言った。

「少年はあたいの恩人だ。材料費はロハ、工賃だけで請け負うよ」

　その言葉を聞いてリルさんと僕は喜んだ。

　工房に到着すると、そのまま正確な寸法を測る。

　僕のために作る僕だけの防具。

　クロム専用の防具が出来上がるのかと思うと、嬉しくて仕方なかった。

　採寸を終えると、ミリシャの弟マイトが発注を出す。

　鎧はともかく、その下に着る新しい旅人の服は注文せねばならない。それに鎧に使う留め金や革細工の部分はこの工房では作れない。鍛冶屋街にある他の職人に注文しなければならない。

　すべて集めるだけでも一週間、ミリシャがダマスカス鋼の鎧を作り終えるのにはもうちょっと掛かるだろう。

　その間、手持ちぶさたとなる。

　僕はリルさんにその間にウロボロス・ギルドの調査をしようと提案するが、彼女は首を横に振る。

「調査はカレンを通じて、盗賊ギルドの頭に頼んである」

「手が早いですね」

「神獣を舐めるでない」

　舐めてはいないが、少々、見くびっていたのはたしかかもしれない。

「その調査にも一週間は掛かる。まあ、その間、休養というやつだな。身体を休めるのも仕事だ」

「そうですね、ではいったん、フェンリルの館に戻って休みますか」

「そうしよう」

　とリルさんは言うが、その前に、と僕の袖を掴む。

「今回、少年は八面六臂の大活躍をしたからな。ご褒美をあげねばならぬ」

「ご褒美ならばもうもらってますけど」

　今回の鎧の代金は、フェンリル・ギルドから支払われる。もちろん、出世払いで返却義務はあるが、それでも立て替えてくれただけで御の字であった。

　初めて自分の鎧がもててとても嬉しい。これ以上、望むことなどなかった。

「少年は無欲だな。しかし、それではいけない。男子たるもの、もっと尽き果てぬ欲望を持たねば」

「はあ、欲望ですか」

　覇気のない返事にリルさんはやれやれというポーズをする。

「そういうところが駄目なのだ。猫科の肉食獣？　そんなものよりも犬科の獣になるのだ」

「と言いますと？」

「猫はがっつかないところが駄目だ。目の前に餌があっても腹が空いていなければぷいっと目を背ける。一方、犬は腹がぱんぱんでも食いつく」

　たしかに言われてみればそうだ。犬科の神様であるリルさんが食いしん坊なのはその特性が色濃く出ているからなのかもしれない。

「つまり私がなにが言いたいのかというと、少年はもうちょっと色を知った方がいいな」

「色ですか？」

「つまり異性との付き合い方だな。少年のその消極性が戦いにも反映されているような気がする」

「まあ、気をつけてみます」

　と生返事をすると、リルさんはにんまりとした笑みを浮かべた。

「気をつけると言ったな、ならば善は急げだ。少年はこれから、異性との付き合い方を学ぶ。具体的に言うと、この迷宮都市一番の美少女とデートだ」

　真っ先にニアの顔が浮かんだが、たぶん、リルさんが言う美少女とは彼女のことではあるまい。

　リルさんが言う美少女とは、見事な銀髪を持ち、立派な犬歯と耳、それに尻尾をもった少女のことだ。

　つまり、リルさんは自分とデートしようと申し出ているのである。

　自信まんまんにふんぞり返っているリルさんを見つめる。

　彼女は神獣さまであるが、自慢するとおり、美少女に分類される容姿をたずさえている。

　そんな彼女とデートできるのだから、僕は幸せものなのかもしれないが、ひとつだけ困ったことがある。

　それは今、僕の財布は限りなく軽いということだ。

　さて、僕の財布の中に残されたわずかな銀貨で、彼女の貪欲なまでの食欲を満たせるだろうか。

　それだけが心配であった。
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　僕とリルさんは迷宮都市イスガルドの中心部に向かう。

　デートをするならば繁華街！

　というのが神獣さまのポリシーのようだ。

　フェンリル・ギルドはイスガルドの中心近くにあるのだから、逆に郊外の方がいいような気がするのだが、どうしてだろうか。

　その問いにはカレンが答えてくれる。

「神獣たちが住まう神獣界、リルさまはそこからいらしたのですが、リルさまは神獣界でも辺鄙なところ出身らしく、都会に憧れを持ってるのです」

　と、一度立ち寄ったフェンリルの館でカレンは説明してくれた。

　なるほど、納得した。

　たしかにリルさんは流行に敏感なところがある。

　迷宮都市の情報誌にはすべて目を通しているし、楽団や劇団の公演があればチケットを買っている。

　それに意外とおしゃれだ。付けている装飾品は流行のものが多い。

　一言でいえばミーハーなのだが、リルさんらしいと片づけることもできる。

　ちなみに今、迷宮都市の繁華街に向かっているが、僕ひとりである。

　なんでもデートとは「待ち合わせ」をするのが基本らしい。

　可愛いあの子はどんな服を着てやってくるのかな。

　待ち合わせ時間に遅れないかな、早すぎないかな。

　待ち合わせ場所を間違えてないかな。

　そうやってドキドキしながら待ち合わせをするのがデートの前菜となるらしい。

　面倒くさい神獣であるが、その理論は間違っていない。

　家族のようなリルさんと待ち合わせであるが、ちょっとドキドキしているのは事実だったからである。

　というか、僕にとってこのデートは初デートとなる。

　気分が高揚して当然だった。

　腰の聖剣が尋ねてくる。

「あれ、クロムってデートしたことないんだ」

「残念ながらね」

「田舎にいるとき、女の子にもてなかったの？」

「ちっとも」

「えー、うそくさー。そんな天然ハーレム体質なのに？」

「ハーレム以前に同世代の女の子があまりいなかった。隣の家まで数キロあったからね」

「まじで！　どんな田舎なのそれ!?」

「今、エクスが想像した一〇倍は田舎だと思ってくれていいよ」

　無駄に広大だった実家を思い出す。

　貧乏貴族の領地であるが、辺境ゆえ、その敷地は広大であった。

　庭はフェンリルの館数十個分はあったし、畑も家族では耕しきれないほどあった。

　人口希薄地帯の領主そのものの生活をしていた。女の子とデートなどする場所がない。

　一応、幼なじみの女の子がいたが、彼女との遊びも森で香草を摘んだり、川で水遊びをしたり、草原を駆け回ったりとアウトドアが中心だった。

　そういった意味では僕もリルさんのように都会に憧憬のようなものが芽生えてもいいものだが……。そんな考察をしていると、広場に設置された大時計が一二時を指す。

「リーンゴーン！」

　と軽やかな鐘の音が響く。

　この付近に住んでいるものは、その鐘の音を頼りに生活のサイクルを決めている。

　一二時になると仕事の手を休め、昼食をとる。

　観光客も観光をやめ、目星を付けていたレストランに足を運ぶ。

　フェンリル館の人間もその鐘を目安に昼食をとっていた。

　つまりこの鐘は聞き慣れたものであるのだが、今日はなんだか違った音色に聞こえた。

　一二時にリルさんと落ち合う約束をしていたためだろうか。

　ちょっとだけ心臓の鼓動が速まった。

　僕は心臓の鼓動を通常に戻すため、意識して深呼吸する。

　しかし、鐘が鳴ってから五分はその行動を続けたが、一向にリルさんは現れなかった。

　これはまた迷子になったか行き倒れたかな、そんな結論に至った僕は捜索に出ようとするが、それはとある少女にとめられる。

　彼女は僕の服の袖を掴むと軽く引っ張る。

　彼女の方に振り返る。

　そこには可愛らしい少女がいた。

　白銀のような銀髪、それに新雪のような白い肌。

　宝玉のような赤い瞳はとても澄んでおり、綺麗だった。

　一瞬、その娘が誰か分からなかったのは、彼女に犬耳がなかったからだ。尻尾もなかったからだ。

　また髪を軽く結っていた。ほんのりと化粧もしていた。

　しばし注視してやっと彼女がリルさんだと気がつく。

「……まったく気がつきませんでした」

　と言うと彼女はへそを曲げる。

「気がつくまで軽く一分、それに気がついたあとの対応も最悪だな。女がめかし込んできたのだから、まず褒めるべきだろう」

　たしかにそのとおりなので、彼女の指示に従う。

「……ええと、今日は犬耳は？」

「それは褒めているのか？」

　と、リルさんは落胆するが、ため息とともに説明してくれた。

「今日は少年とデートだからな。周りの目を気にしないで済むように変装してきた」

　と、犬耳を懐から取り出す。

「それって脱着可能だったんですか!?」

「ぷ、ははは、まさか」

　騙されおって、と、彼女は頭部に寝かせていた犬耳をぴょこりと立てる。

　ひくひくと動くそれを見て安堵する僕。

「まあ、このように寝かして、付け毛をすれば誤魔化せる。なにせ私は神獣であるからな。普通に歩いていては目立つのだ」

「たしかに」

「もっとも、変装してもこの美しさ。街ゆく俗人どもの視線はまぬがれないが」

　それもたしかだった。道行く人は時折、足をとめ、彼女の容姿に見とれている。

　中年の男性は鼻の下を伸ばし、恋人を連れた男は足をとめ、恋人に小突かれ、老人でさえも色めき立っている。

　たしかに自分で言うだけはあり、リルさんは美しかった。

　特に今日はいつもの服ではなく、綺麗なドレスを着ており、どこぞの貴族の令嬢でも通用するような気品もたずさえていた。

　腰の聖剣がアドバイスをくれる。

「クロム、こういうときは洋服を褒めるんだよ」

　なるほど、それは名案だ。

　改めてリルさんの衣服を観察する。

　今日のリルさんは貴族のご令嬢が着るような煌びやかな服をまとっていた。貴族がパーティーできるような服ではなく、普段着ているようなやつだ。

　もともと、気品ある顔だちゆえ、とても良く似合っていた。

　僕は彼女を褒め称える。

「リルさん、その服、よく似合っています。とても中古とは思えない」

　その言葉を聞いたリルさんは明らかに厭な顔をした。

　腰の聖剣は、「ぷーくすくす」と笑う。

「やっぱりクロムは女心が分からないね。それ褒め言葉どころか、侮辱だよ、侮辱」

　買い物上手なところを褒めたつもりなのだけど、どうやら僕はどこか抜けているようだ。

　もっと精進し、女性心理を学ばないといけないのかもしれない。

　そう心に誓ったが、とりあえず昔、姉に習った作法を実践する。

　僕は貴族の従卒のようにかしづくとリルさんの手を取る。

「あなたのように美しい女性と街を散策できるとは光栄です」

　その言葉でやっとリルさんの機嫌は直る。

「うむ！」

　と、偉そうに胸を張ると、僕の手を取り、街の雑踏の中に連れ込んだ。

　尻尾は見えないが、きっと、彼女のスカートの中にしまってある尻尾は上機嫌に揺れ動いているのだろう、そう推察できた。
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　神獣リルさまとのデートは案の定、食い道楽となった。

　迷宮都市中の食堂、レストラン、スタンドを巡ることになる。

　最初に腹ごしらえとして、繁華街にあるホットドッグのスタンドに行く。

　そのホッドドッグは迷宮都市でも有名で、王都で発行されている紀行記にも紹介されているほどだ。

　なんでもこれを食べずして迷宮都市を語るなかれ、という逸品らしい。

「なんだ。少年は食べたことないのか」

　田舎者を見るような目つきで僕を見るリルさん。

　田舎者なので気にはしないが、言い訳はする。

「ここのホットドッグは高いですからね。着の身着のままでやってきた当時の僕には高級品なのです」

「だが、今ではちゃんと稼いでいるだろう」

「ですが、ギルドではカレンさんが美味しい料理を用意してくれているので外食する機会があまりなくて」

「ふむ、たしかにカレンの料理は美味いが、外食は別腹だ。料理人それぞれの個性を味わえる」

　グルメ本の締めのような言葉であるが、そのとおりだった。

　豊かな人生は美味しい料理と共に、とはフェンリル・ギルドの食堂にかかげられた標語である。

　僕は豊かな人生を過ごしたかったので、懐から財布を出す。

　ちなみに銀貨や銅貨が一杯詰まっている。

　出掛け際にカレンさんが持たせてくれたのだ。

　飲食店で女に財布を出させるなど、殿方の恥に繋がりますから、

　と、姉上のようなことを言われた。

　その配慮はありがたいが、一応、けじめとしてこのお金は借りるという形を取っている。

　なるべく多く冒険をこなし、早めに返したかった。

　リルさんはそんな僕の懐事情を知ってか、いつものような犬食いはしない。

　プレーンホットドッグをひとつ食べる。

　プレーンといってもソーセージしかはさまっていないわけではない。

　ここのスタンドのホットドッグは刻んだピクルスとタマネギをたっぷり掛けられており、それが味のアクセントとなっている。

　ぱりっとした皮を突き破ると出てくるジューシーな肉汁、それらを引き立ててくる甘酸っぱいピクルスにスパイシーなタマネギ。

　それらを同時に食すると、えもいわれぬ幸福感が口内を駆け巡る。

　――らしいが、まだ食べたことがないので分からない。

　僕は自分の分のホットドッグを注文すると食してみた。

　じーっとその光景を見つめるリルさん。

「もう一本注文しますか？」

　気をきかせ尋ねる。

　彼女は首を横に振る。

「馬鹿者、少年の食事を横取りするほど餓えていない」

「じゃあ、どうして僕を見つめるんですか？」

「そのホットドッグが少年の口に合うか心配なだけだ」

「合いますよ。だってグルメなリルさんのお墨付きなのでしょう？」

「そうだが、人間、合う合わないがある」

　じっと僕の方を見つめるリルさん。どうやら本気で僕の好みに合うか心配しているようだ。

　これは強引にでも舌の方を合わせるかしかないな、そう覚悟したが、その覚悟は無駄に終わった。

　なぜならばひと口かじったホットドッグがとても旨かったからである。

　ひと口だけで、ジューシーな肉汁が口の中に広がる。

　ケチャップもマスタードも付けるなとはリルさんのアドバイスであるが、なにも調味料を足さなくてもとても美味しかった。

　僕はその感想をリルさんに伝える。

　僕の喜ぶ表情を見たリルさんは同じように喜んでくれた。

「ふむ、もしも少年と味覚が合わなかったらどうしようかと思ったぞ」

　と目を細めてくれた。

　食事の好みくらいでどうにかなるような間柄ではないような気もしたが、それでもリルさんが喜んでくれて嬉しかった。







　腹ごなしにホットドッグを食べ終えると、次はランチを食べに行く。

　小食な僕は実はすでに満足していたが、神獣のリルさんを満足させるにはあと二軒はお付き合いしなければならないだろう。

　なので二軒目は小盛りにしてもらおう、あらかじめそう決めていた。

　さて、リルさんはどこに案内してくれるのだろうか。

　楽しみに彼女のついていくと、とても香ばしい匂いが鼻腔をくすぐる。

　その香りは今までに嗅いだことがないスパイシーなものだった。

　リルさんは怪しげなターバンを巻いた客引きがいる店に躊躇なく入る。

　男は明らかにこの大陸の人間ではなかった。

　浅黒く、背が低い。

　見ようによっては怪しげな呪術師にも見える。

　僕が注意深く観察していると、リルさんが説明してくれる。

「彼らはクシャーナ人だ」

「クシャーナ人？」

「この大陸の東にある大陸の人間だな。ダマスカス鋼の産出地の国のものだ」

「なるほど」

「ダマスカス鋼や東方のスパイスなどは、かの国から買い付ける」

「ダマスカス鋼……」

　思わぬ単語に驚く。

　にやりと笑うリルさん。

「ちょうど今、ミリシャが良質なダマスカス鋼を求めて迷宮都市中を駆け巡ってくれているからな」

「それでリルさんは僕をここに？」

「いや、それはない」

　あっさり言うリルさん。

「クシャーナはダマスカス鋼だけでなく、スパイスも名物だ。そしてそのスパイスをふんだんに使ったカレイがとても美味しい」

「カレイ？　魚かなにかですか？」

　魚市場で売られている平べったい魚が頭に浮かんだ。

　リルさんは、チッチと指を振ると、

「魚ではない。カレイとは黄色くて、香ばしくて、旨い液体だ」

「飲み物なんですか？」

「そんな名言を吐いた英雄が昔いたな。早死してしまったが」

　だが違う、と続ける。

「カレイとはとろみがかかった液体。まあ、シチューのようなものだな。それにライスと呼ばれる豆にかけて食べる」

　それはただのシチューとどこが違うのだろうか。悩んでいると客引きの男が話しかけてくる。

「チガウチガウ、オジョーサン、カレイじゃないね。カリーね」

　カリーなのか、たしかに発音は似ている。

「カリーは我々クシャーナ人の日常食ね。三六五日、マイニチ食べる」

「なんだと、毎日食べるのか。さすがに飽きないのか？」

「アキナイアキナイ、商いと一緒よ。食べれば食べるほどオクブカイ」

「ほお、私はまだカリーの奥深さを知らない、というわけだな」

　こくりとうなずく客引き。

「ならば今日はその奥深さの神髄を拝見させてもらおう。小僧、カリーライス大盛りをふたつだ」

　ぶい！　と指を二本突き立てるリルさん。

　あまりに神々しい笑顔で先ほどの誓いを忘れてしまった僕は、結局、大盛りのカリーライスを食す。

　初めてのカリーライスはとても美味しかった。

　いつか田舎の姉さんに食べさせてあげたい。そんな感想を抱くほどに。

　結局、僕は大盛りを平らげてしまうのだが、地獄はこれからだった。

　その後、食後のデザートを食べにとある洋菓子屋に連れていかれ、その後、夕食としてとてもでかいＴボーンステーキを出す店に連れていかれた。

　一応、その店で頼める最小のものを注文したが、連れていかれた店は腹ペコ神獣行きつけの店。キッズサイズのものを注文しても、それなりにボリュームがあった。

　こうして僕の休日は終わる。

　ギルドに帰るとカレンが笑顔で胃薬を用意していてくれた。

　僕はそれを飲むと、胃もたれする胃をさすりながらベッドに向かった。

　その夜、僕はうなされる。

　夢の中でも山盛りの料理が出てきたのだ。

　しばし、リルさんとデートをするのは控えよう。そう僕は誓った。




†




　僕とリルさんがつかの間の休息を享受している頃、ミリシャの工房は連日、槌の音が響き渡っていた。

　良質なダマスカス鋼を手に入れたミリシャはそれを鎧に加工する。

　通常、ダマスカス鋼はあまり防具には用いられない。

　とても硬くて丈夫なのだが、その分、加工がしにくく防具製作には向いていない、とされているのだ。

　しかし、『製作』に向いていないだけで、防具に向いていないわけではない。

　その強固さと粘度は防具として優秀で、加工が大変、材料費が高い、という二点に目をつぶれば最高の素材のひとつであった。

　ミリシャは全身全霊を込め、その技術力を惜しみなく投入してくれた。

　こうしてミリシャと別れてから二週間後、そのときが訪れる。

　クロム専用の防具。

　ダマスカス鋼の鎧が出来上がる。

　要所のみをガードし、敏捷性を損なわない設計思想。

　当代の名工といっても差し支えがない女性が丹精を込めて鍛え上げた鎧は最高の一品だった。

　ミリシャいわく、

「もしもこれが市場に出回るとしたら、その値段は最低でも金貨九〇〇枚だろうね」

　とのこと。

　たしかにそれくらい立派で実用性を備えた作りだった。

　僕は白銀の輝くダマスカスの鎧を見つめる。

「……これが僕専用の鎧」

　僕の体形に合わせ、僕のためだけに鍛え上げられた最強の鎧が目の前にあった。

　冒険者として武具全般に興味はあったが、まさかここまで見事な防具を身にまとう日がくるなんて夢にも思っていなかった。

「…………」

　しばし言葉を失ってしまう。

　僕が我を取り戻したのは、腰の聖剣がぶるっと震えたからだ。

　エクスは不機嫌さを隠さない。

「なんだよ、クロムってばデレ～っとしちゃってさ、ふん」

　明らかに焼餅を焼いているのでフォローを入れる。

「いや、ちょっと見つめていただけだよ」

「ちょっと？　ぼけ～っと口を開けて、五分間凝視するのがちょっとなら、辞書の項目を書き換えるべきだね」

「金属の防具をまとうのは初めてだから珍しいだけさ」

　愛しているのはエクスだけだよ、と嘘でも言えればその場をとりつくろえるのだけど、僕にそんなスキルはない。どこまでも不器用だった。

「まあ、いいけどね。そいつ、ボクよりも安いし」

「そうだね、エクスの方がずっと高級だ」

　実際は金貨一〇〇枚しか変わらないが、それでもたしかにエクスの方が高級だった。彼女は金貨一〇〇〇枚もしたのだ。

　最後の拠り所として、そこだけは強調しておく。

「金貨一〇〇枚あれば中古の馬車が買えるもんね。まあ、そもそも伝説の聖剣であるボクに値段をつけるのもどうかと思うけど」

「そうだよ、そう。エクスはお金では手に入らない最高の聖剣さ」

　そうおだてると、僕は意識を鎧に移す。

　ミリシャの方を見つめると、彼女は腕を組み、うなずいてくれる。

　試着してもいい、ということだろう。

　僕は今着ている「旅人の服」の上から鎧を装着する。

「新しい旅人の服は試さないの？」

「それはあとで」

　理由は一刻も早く金属の鎧とはどんなものか試したかったからだが、そのことは彼女に伝える必要はないだろう。

　僕は新しい玩具を試す子供のようにせわしなく鎧に手をかける。

　ミリシャに懇切丁寧に説明を受けながら、鎧を装着していく。

　注意深く彼女の説明に耳を傾ける。

　今、この場所では彼女の手助けを借りることができるが、今後はできない。

　迷宮などでは自分で装着し、手入れもしなければならない。

　僕は彼女の説明を脳に刻み込みながら、鎧をすべて装着した。

　掛かった時間は五分ほど。慣れれば一分もあれば装着できるだろう。それくらい簡単であったが、それもこれもミリシャが僕用にカスタマイズしてくれたからだ。

　彼女の配慮と腕前に感謝する。

「騎士が戦で使うような鎧と冒険者が冒険で使う鎧は明らかに違う。騎士の鎧の方が防御力が高いが、冒険に持っていくには重すぎるからね」

　ミリシャはそこで一呼吸置く。

　リルさんが付け加える。

「それに少年の特性もある。少年は明らかに技巧派、スピードタイプの戦士だからな。少年に重装をさせるのは、鳥から翼を奪うようなものだ」

「だね。クロムはペンギンではなく、燕のようになってもらいたい」

　ミリシャとリルさんはそう語るが、僕は燕になれるだろうか。

　試してみたい衝動に駆られる。

「あの、リルさんかミリシャさん、どちらか僕の稽古に付き合ってくれませんか」

「それはかまわないけど、まずステータスを見ないのかい？」

「それは稽古のあとで。まずは自分の感覚のみで強くなったか計りたいです」

「いい心がけだ。新米冒険者はステータスに拘泥するが、最後にものをいうのはそのものの資質だからな。勇気と機転というパラメーターはステータスに表示されない」

「できるものなら、それらを伸ばしたいですね」

　昔、祖父が言っていた。

　冒険者の最後の拠り所になるのが、知恵だと。

　最後まで考えることをやめなかった勇者に勝利が転がり込んでくるのだと。

　僕はまだ祖父のような境地に達していないし、実績も足元にも及ばないが、それでも少しでも偉大な祖父に近づきたかった。

　リルさんの自慢の種になるような冒険者になりたかった。

　そのためにはもっと精進しないと。

　そう思いながら僕たちはサティロス・ギルドに向かった。

　サティロス・ギルドには大きな庭があり、武具の試し場がある。それにエリカから受け取った紹介状のお礼もせねばならない（鍛冶屋ギルドに加盟するものは、正当な理由なしに大幅な値引きをしてはいけないという決まりがあるらしい）。

　僕たちはその正当な理由を書き添え、サティロス・ギルドのギルド嬢に口添えしてもらう。

【火神の槌】と呼ばれるサティロス・ギルドの館は、ミリシャの工房から歩いてすぐのところにあった。

　そしてそこにはカレンとエリカのそっくりさんのようなメイドさんがいた。
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　鍛冶屋ギルドの雄、サティロス・ギルドは想像していたよりはこぢんまりとしていた。

　我がフェンリル・ギルドと同じくらいの大きさだろうか。

　Ｂランクギルドと聞いていたから、もっと大所帯を想像していたが、規模的にはそれほどでもなかった。

　その理由はミリシャが説明してくれる。

「もともと、サティロス・ギルドは組合というより互助会に近いからね。鍛冶屋の中でも一匹狼に近い連中が集まっているんだ」

　その言葉を聞いて反論するのはリルさん。

「一匹狼を格好良く美化するのではない。一匹狼とは群れを追い出された弱者を指す。本来、そのような格好いいものではない」

　反論する箇所はそこなのか。

　ミリシャもそんな顔をしたが、軽く訂正する。

「まあ、要は業界の変わりもの、偏屈者を集めたギルドさ。自分の仕事に没頭ばかりしているから、あまりギルドに顔を出さない。だからこれくらいの規模で丁度いいのさ」

「それでもＢランクになれるのはすごいですよ」

　と褒めておく。

　実際、そのように思ったし、目の前にはこのギルドのメイドさんがいるからだ。

　僕はそのメイドさんに話しかける。

「失礼ですが、あなたがカレンやエリカの親戚の方ですか」

　彼女はにっこりと微笑むと、

「はい、そうですわ」

　と言い切った。

「よく分かりましたね？」

　と不思議そうな顔をしているが、見間違える方が難しいだろう。

　最初に見た印象どおり、彼女はカレンとエリカにそっくりだった。

　エリカがカレンの縮小版ならば、目の前のメイドさんはエリカの拡大版だった。

　カレンとエリカと中間くらいの姿形をしていた。

　名をマリカというらしい。

　ジュノシー家のメイドさんは皆、そっくりな顔だちをしているのだろうか。気になるが、今はそれを尋ねるべきときではないだろう。

　僕はマリカに礼を言う。

「マリカさん、今回はありがとうございます。あなたに頂いた紹介状で、ミリシャさんに立派な鎧を作ってもらいました」

　彼女はあらあらまあまあ、と口を押さえる。

「今、身にまとっておられるのが件の鎧なのですか？」

「そうです」

「さすがはミリシャ様の手がける鎧。非の打ち所がない出来ですね」

「僕もそう思います」

「やめておくれ、ふたりして褒めてもなにも出ないよ」

　僕たちの言葉に照れるミリシャは、とても可愛らしかった。

　彼女は恥ずかしさを誤魔化すため、話題を転じさせる。

「ところでマリカ、今日はサティロス様はいないのかい？」

「はい。本日もおられません。ここ数か月、ずっと旅に出ていて」

「まったく、無責任な神獣様だね。自分のギルドをほったらかしにして」

「ですが、それでもギルドは回っていますし」

「そうだね。上が無責任な分、その下が優秀だからね。マリカもよくやっているよ」

　彼女は「いえいえ」と両手を振り否定する。

「謙遜は不要だよ。ところでその有能なマリカにお願いがあるのだけど」

「お願い、ですか？　わたしにできることならばなんでもお手伝いしますが」

「実は少年に作ってやった防具のテストをしたい。試作闘技場を借りてもいいかい？」

「ああ、そんなことですか」

　彼女はにこりと微笑むと、ギルドカウンターに向かう。

　両手でメイド服のスカートの裾を持ち上げ、いそいそと奥に消える。どうやら奥で帳簿を調べ、予約が入っていないか確認しているようだ。

　数十秒後、彼女は再び、いそいそと戻ってくる。

「本日は予約が一件も入っていません。ですのでお貸し可能です」

「そいつはありがたい」

　ミリシャがそう言って試作闘技場に行こうとしたが、その前に、とマリカは僕たちを客間に案内してくれた。

「お客陣がきたというのにお茶のひとつも出さないだなんて、ジュノシー家のメイドの恥になります」

　とのことだった。

　やはり彼女は姿形だけでなく、その心にもメイド魂を宿しているようだ。

　僕たちはギルドの応接間に向かうとそこでマリカのお茶を待った。




　立派な樫の木の大テーブルに着席する。

　この応接間は十数人単位の客が来ても、もてなせるようになっているらしい。

　大柄な亜人族が来ても座れるくらい立派な作りをしていた。

　さすがはこの辺はクラフトマンが集うギルドの面目躍如といったところか。

　それぞれが立派な椅子に腰掛けると、マリカが銀のワゴンでお茶を運んできてくれた。

　陶磁器に注がれる紅茶。

　香しい茶葉の香りと、湯気が立ち上る。

　それだけで緊張から解き放たれる。

　目の前に置かれたカップに指を添える。案の定、カップのハンドル部分までほのかに温かい。事前にカップを温めていた証拠だ。

　このような気配りができる人物のお茶が不味いわけもなく、マリカのいれてくれたお茶は天下一品であった。

　リルさんなどは、

「茶葉が良い分、カレンのいれてくれたものよりも旨い」

　と絶賛している。

　なあ、少年、と僕の肩を叩き同意を求めてくるが、僕は、

「愛情という隠し味がある分、同じくらい美味しいですよ」

　と回答した。

「ふん、この優等生め」

　と、リルさんは言うと、フォークとナイフを握りしめた。

　お茶に続いてケーキが出されたからだ。

【火神の槌】名物モンブラン。このギルドにやってきたらこれを食べなければモグリだ、と言うリルさん。それほど有名なのだろうか。というか、彼女はこのギルドにきたことがあるのだろうか。尋ねてみる。

「かつて我がギルドはＡランクだったのだぞ。忙しなく働くギルドメンバーたちに代わり、武具を買い付けにきたことが何度もある」

「リル様はとても羽振りが良かったのですよ」

　とはマリカ。

「うむ、儲かっているときは値切りだなんて考えたこともなかった。むしろ、釣りは受け取らなかったくらいだ」

「はい、そのようにうかがっています。そのときの恩もあるから、今回、ダマスカス鋼を買う際、我がギルドで少し補填してやれ、とサティロス様から指示がありました」

「ふむ、あの髭もじゃもなかなか寛容ではないか」

「リルさんのどんぶり勘定もたまには役に立つのですね」

　と笑う僕。

　リルさんは気をよくしたのか、胸をそらしてふんぞり返る。

「しかし、武器の試し切りならばどんなものか想像つきますが、防具のテストというのは想像がつきません」

　僕は話題を転じさせる。

　それについて答えてくれたのはミリシャだった。

「武器ならばなにかをぶった切れば済むからね。防具の場合はダメージ軽減効果だけでなく、動きやすさも指標となる。つまり実戦だね。それに勝るテストはない」

「なるほど……」

　以前、大梟ギルドで行なったゴーレム戦を思い出す。

　このギルドにもゴーレムが配備されているのだろうか。

「まさか、我々はゴーレムは作れるが、それに魂は吹き込めない」

　もっとも、普段はゴーレムなどの魔法生物を用意しているらしいが。

「今回は用意してくれないんですね」

「もっといい稽古相手がいるからね」

「稽古相手ですか？　まさかミリシャさんとか」

「あたいはハンマー使いだからね。打撃属性の防御力を計るには丁度いいけど、斬撃や刺突は苦手でね」

　たしかに彼女に斬撃や突きは放てないだろう。

　となると――、

　僕はリルさんを見つめる。

「残念ながら私でもない。私は拳法タイプだ。拳やかぎ爪を使うことができるが、リーチが短い。テスト向きではない」

　ならばまさか、とマリカを見る。

　こんなに可愛らしい姿なのに実は武芸百般に通じているのだろうか。

　見た目はカレンさんよりも華奢に見えるのだが。

　しばしメイドさんを見つめていると、リルさんがからかってくる。

「ジュノシー家のメイドさんを全員手籠めにするつもりか。この節操なしめ」

「そんなんじゃありませんよ。僕の稽古相手が彼女なのかな、と思っただけです」

「そんなわけないだろう。少年の稽古をつけてくれるのはもっと大物だよ」

「大物ですか」

「ああ、私と同じくらいのな」

「リルさんと同じ……？」

　しばし考え込むと僕ははっとした。

「まさか!?」

「そのまさかだよ」

「でもその方は今、旅に出ているんじゃ」

「正確には旅に出ていた、だな。手紙に面白い少年がいる、と書いたらのこのこと戻ってきおったわ」

　リルさんはそう言うとこう続ける。ちょっと悪戯気味に。

「戻ってきているどころか、すでにこの館に。いや、部屋にいるぞ」

　それはさすがに冗談だろう。そう解釈したが、とある音が冗談ではないと教えてくれる。

　カチャリ、とカップを受け皿に置く音が響き渡る。

　音の方向に振り返る。

　そこには立派な髭を蓄えた中年の男がいた。

　彼はいつの間にかその場所に座り、コーヒーまで飲み干していた。

　彼は僕の存在に気がついた振りをするとこう言った。

「この少年が噂のクロム君か」

　髭の間から漏れ出た声は、その見た目どおり渋いものであった。

「我が名は神獣サティロス。この流れからも推測できるだろうが、君と手合わせし、その防具の性能をテストしてやろうと思い、遠路はるばる戻ってきた」

　サティロス様は最後に付け加える。

「究極の真銀を探し求める旅を放棄してきたのだ。その代償に見合う楽しみを与えてくれるのだろうな」

　ぎろり、と僕を睨み付けてくるサティロス様。

　その威圧感は半端なく、まさに神様だと思った。

　蛇に睨まれた蛙である。

　なにも言い返せないでいると、代わりにリルさんが口を開いた。

「サティロスよ、うちの秘蔵っ子である少年を甘く見るでないぞ。この少年はやがて英雄に、いや、大英雄になる少年だ」

「ほお、それは大きく出たな」

「これでも謙遜しているつもりだがね」

「ならばそれが正しいか、闘技場でたしかめるか」

　サティロス様はわずかに残っていたコーヒーを嚥下すると立ち上がった。

　マリカとミリシャも無言でそれにならう。

　こうして僕と神獣様との対決が行なわれることになった。
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　サティロス・ギルドにある闘技場は、大梟ギルドにある工房よりも立派だった。

　さすがは鍛冶屋の組合、武具の試作でよく使うのだろう。

　僕はその立派な闘技場の中央に立つ。

　すると右側から順にかがり火が焚かれる。全自動だ。

　次々と灯るかがり火、薄暗かった闘技場が一気に明るくなった。

　一〇メートルほど先にいたサティロス様の存在がはっきりと見えるようになる。

　サティロスとは上半身が人間、下半身が山羊の半獣神である。

　立派な髭に立派な角も持っている。

　それだけでなく、立派な体躯も。

　シャツの上からでも隆起する筋肉が見える。

　首筋の筋肉が人のそれではない。獣特有のしなやかで強靱なものであった。

　僕がまじまじと見つめていると、サティロス様は口元を緩める。

「少年に芸を見せようか」

　サティロス様はそう言うと、「ふんっ！」とうなった。するとシャツの下の筋肉がさらに躍動を始める。

　筋肉がさらに膨れあがると、身にまとっていたシャツを破壊する。

　ぶちぶちとボタンを飛ばし、衣服を食い破る。

　その光景に唖然とする僕。

　こんな化け物と戦わないといけないのか。

　戦慄を覚えるが、マリカは冷静に箒とちりとりを持ってくると破れた衣服を掃除していた。

「ああ、また出費がかさみます。次から【筋力強化】される場合はあらかじめ言ってくださいまし。古着を用意しますので」

　怒るマリカ。サティロス様は「すまんすまん」と笑う。それで多少、緊張感が薄れたが、それでも僕はエクスのつかに汗を滲ませる。

「緊張しているの？　クロム」

　エクスが心配げに尋ねてくる。

　びびっているの？　といつもの調子で言わないのは僕に気を遣ってくれているのかもしれない。

　僕は、

「武者震いだよ」

　と笑って誤魔化した。

　肌を密着させている聖剣に通じる嘘ではないが、彼女は僕に合わせてくれる。

「それでこそクロム。大丈夫、これはあくまで稽古なんだから。命までは奪われないよ」

「そうだね。でも、できる限り長く意識を保っていたいよ」

　サティロス様が本気を出せば僕など一撃で気絶させられるだろう。

　だが、今回は稽古ということになっている。そしてサティロス様は僕の可能性を見たいという。リルさんが目を掛けてくれるほどの才能を知りたいのだという。ならば一撃で意識を絶つような無茶な戦いはしまい。

　そう思った。

　――そう思ったが、それは都合の良すぎる考え方だろうか。

　上半身をさらけ出したサティロス様は、闘技場の壁にかかげられている大剣を握る。

　僕の身の丈よりも大きい大剣をぶんぶん振り回し、空を切り裂いている。

　それも片手で。

（あの大剣は最低でも筋力Ａは必要なクレイモア。それをああも易々と片手で……）

　今まで色んな魔物、人間と戦ってきたが、やはり神獣と呼ばれる人は別格なのかもしれない。




　ごくり。




　思わず生唾を飲んでしまう。

　その音を聞かれたのだろうか、サティロス様は笑いながら言った。

「安心しろ、少年、さすがに神威は使わない」

「……助かります」

　と返信するしかない。

　ちなみに神威とは神獣だけが使える魔法のようなものだ。

　神々から授けられた驚天動地の力で、その力を解放すれば、ひとつの騎士団が。いや、ひとつの都市が壊滅するほどの被害を与えられるともっぱらの評判だった。

「おいそれと神威を使うと人間界から追い出されてしまうからな。我々神獣は神々より使わされた代理人。簡単に人間界に干渉してはならぬのだ」

「それはリルさんから聞いています」

　この前、悪漢どもに襲われたときもリルさんは積極的に介入できなかった。神獣が人間界に干渉できるのは、自分が襲われたときと巨悪に立ち向かうときだけなのだ。

「だが、神威に頼らなくてもオレのステータスは人間を遙かにしのぐ。本気を出せば少年では相手にならない。なのでハンデを課す」

　サティロス様はそう言うと自身に《弱体化デフ》の魔法を掛ける。

　サティロス様の身体が蒼いオーラに包まれる。

「これで戦闘力がだいぶ下がった」

　そう言うサティロス様だが、それでもまだまだ余裕のようだ。いくら下げても僕ごときが及ぶわけがないという余裕を感じる。

　しかし、元より神獣を凌駕できるなどとは思っていない。

　ここは胸を借りるつもり、経験を積ませてもらうつもりで挑むことにした。

「よろしくお願いします」

　深々と頭を下げるとエクスを鞘から抜き構える。

　中段の構えだ。

　この構えはオーソドックスなもので正眼とも呼ばれる。

　あらゆる動きに対応できる剣の基礎中の基礎であった。

　サティロス様はそれを褒めてくれる。

「良い構えだ。よどみがない」

「……ありがとうございます」

　一方、サティロス様の構えは上段、いや、大上段であった。

　腹ががら空きになるし、初動が遅れる構えで、よほどのことがない限り使用しない構えである。

「……舐めてるね、クロムのこと」

「舐めてるんじゃないよ。それだけ実力が離れているということだよ」

　それを証拠に腹部に剣を打ち込もうと隙をうかがうも、まったくその機会が訪れない。目の前の神獣から一本取る未来図が一切見えない。

　もしも僕が横薙ぎに剣を払えば、剣を振り切るよりも先に彼の大剣が振り下ろされ、真っ二つにされるだろう。そんな未来しか見えない。

「……まったく、これじゃテストじゃなくて実戦だよ」

　思わずこぼしてしまうが、嫌な気持ちはしない。これくらいの気合いがなければ僕のレベルは上がらないだろう。そう思った。

　そしてこのままびびっていても前進はない。

　そう結論に至った僕は剣のつかを握りしめる。

「いくよ」

　とエクスに意思を送った。

　エクスは、

「合点！」

　と言うと刀身に魔力を帯びさせる。

　僕はその光景を見て安堵する。

　もしも僕にわずかでもアドバンテージがあるのだとすれば、それは握りしめている聖剣だ。この剣はドラゴンの皮膚を裂き、デーモンの骨を砕いた最強の剣だ。

　未熟な僕の力を何倍にも増幅してくれる。

　それと――。

　視線を身体に移す。

　昨日までの僕にはないものがそこにあった。

　ミリシャという名工が鍛えてくれたダマスカス鋼の鎧。

　これも僕の力を増幅してくれているはず。

　だから神獣とはいえ、今の僕を容易に倒せるはずがなかった。

　僕は長年連れ添った相棒のエクス。

　それとミリシャの作ってくれたダマスカス鋼の鎧を信じながら、サティロス様に斬りかかった。




「うぉぉぉお!!」




　雄叫びを上げながら斬りかかった僕。

　平然とそれを受けとめるサティロス様。

　聖剣と大剣の斬り合いは一〇合以上に及んだ。

　一一合めで大剣の一撃を食らった僕だが、がっかりはしなかった。

　彼いわく、

「俺と一〇合剣を交わせる戦士は、この迷宮都市でもそうはいない」

　と褒めてくれたし、それに僕の身体は無傷だった。

　彼の鋭い一撃を食らったはずの箇所を眺める。

　銀色に輝くダマスカス鋼の肩当てはわずかばかりも傷ついていなかった。

　僕は勝負に勝つことはできなかったが、それでも多くのものを得た。

　神獣と斬り合える剣技と勇気、それに神獣の一撃も受けとめる最高の鎧。

　その三つが僕の手の内にあると分かっただけでも収穫だった。

　それはミリシャやリルさんも同じらしい。

　彼女たちは僕の善戦を我がことのように喜んでくれていた。










第四章　ニア暗殺
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　その後、三日間、サティロス様に稽古をつけてもらう。

　彼は先ほどの一戦ですっかり僕のことを気に入ってくれたようだ。

「あのフェンリルがご執心になる理由も分かった。人間に器があるのだとすれば、少年のそれは底が見えない」

　と称賛してくれた。

「僕のどこに可能性を感じてくれたのですか？」

　尋ねてみる。

「剣技は未熟だ。ステータスも見るべきところはない」

「それじゃスキルとか？」

　僕には【なんでも装備可能】という固有スキルと隠しスキル【英雄の証】がある。それを見初めてくれたのだろうか。

　しかし、神獣様は首をゆっくり横に振る。

「まさか。ステータスには惑わされない主義でね。たしかに君の固有スキルも隠しスキルもレア中のレアだが、唯一無二の個性というわけではない。似たようなスキルを探せばいくらでもあるだろう」

「……ですよね」

「だが、君の中に宿る勇気は本物だ。君は神獣であるオレにも恐れず斬りかかってきた。こちらが圧倒的な殺意を送っているのにもかかわらずだ」

「まさか、本気で殺す気だったんじゃ……？」

　ミリシャが尋ねてくる。

「さすがにそこまで子供ではない。送っていたのは殺気だけだ。しかし――」

「しかし？」

「最後に放った肩口の一撃、あれは大人げなく力を込めてしまった。もしも肩にお前の作った鎧がなければ少年は絶命していただろうな」

　ミリシャは表情に困っているようだ。

　鎧を褒められたことを喜べばいいのか、それとも僕が死にそうになったことに抗議すればいいのか、分からないと独語している。

　素直に喜ぶべきです。僕はそうアドバイスをする。

「ミリシャさんの鎧が最強であると証明されたようなものです。僕もそれを信じて肩口であの一撃を受けたのです」

「ほう、あの一瞬でそんな判断を。さすがは少年だ。その機転も冒険の役に立つだろう」

　改めて肩口の鎧を手でなぞる。

　なめらかな金属でわずかばかりの傷も付いていなかった。

　これならばドラゴンの爪さえはじき返せそうだった。

　自分の命を救ってくれた鎧と、それを作ってくれた名工に感謝の意を表す。

「ミリシャさん、あらためてありがとうございます。この鎧に命を救われました。そしてこれからも何度も救われることでしょう」

　ミリシャは鼻の上を人差し指で掻きながら言う。

「まあ、役に立ちそうでこちらも嬉しいよ」

　少し照れている。豪放な性格と容姿をしているが、照れ屋の一面もあるミリシャであった。

　彼女は気恥ずかしさを誤魔化すため、こんな提案をしてくる。

「さて、クロム、稽古も付けてもらったし、そろそろあれを見ないか？」

「あれ？」

「クロムの女装姿のことだよ」

　と茶化すのは聖剣。

　まさかそんなものを見たい人間がいるわけもなく、少し思考を巡らせるとミリシャのいう「あれ」を思い出す。

　そもそもこの闘技場へは防具のテストをしにきたのだ。

　この防具をまとえばどれくらいの力を発揮するか、それをたしかめにきた。

　三日間も鎧を装着し、神獣様に稽古を付けてもらった成果を数字で見るのは当然かもしれない。

　そう思った僕はステータスを開示する。

「ステータスオープン！」
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隠しスキル　【英雄の証】

戦闘関連スキル　【剣術Ｃ＋】　【火魔法Ｄ＋】　【対槍術Ｅ】　【対ゴーレムＥ】　【耐火Ｃ】　【万能武術Ｆ】→【万能武術Ｅ＋】　【基礎魔法Ｇ】→【基礎魔法Ｅ】　【対蜂型モンスターＢ】　【盾攻撃Ｅ】　【斬鉄Ｅ】new　【居合い抜きＤ】new

武具スキル　【自動回復小】　【成長倍加】　【各種属性耐性Ｆ】new

日常スキル　【日曜大工Ｃ】【女装適性Ｂ】new　【水泳Ｃ】new

必殺技　ファイア・ブレード new　サンダー・ブレード new







　そのステータスを見て驚きの声を上げたのはリルさんだった。

「少年、見てみろ！　二つ名が付いているぞ」

「二つ名!?」

　まさかという目で確認してみるが、たしかに付いていた。




『二つ名　新進気鋭の聖剣使い』




　ステータスの最初の方に堂々と輝く文字。

　僕は驚きの声を上げる。

「二つ名とはそれ相応の実績を残したものにしか付かない冒険者のステータスだ。まさかこんなにも早く付くとはな」

　うなるリルさん。

　ミリシャも同様のことを言う。

「たしかにすごいよ、クロム。そのレベルで二つ名は珍しい」

　それに、と彼女は続ける。

「戦闘力が大幅にアップしている」

「それはミリシャさんの鎧のお陰ですよ」

　と言う。

　２レベルアップしたこともあるが、たぶん、鎧だけで総合戦闘力が４００以上はアップしているだろう。

　やはりミリシャさんは名工であった。

　素直に礼を述べると、彼女は謙遜する。

「いや、すべてはクロムのがんばりだよ。鎧なんてものは結局、着る側の力の方が重要なんだ。そのポテンシャルを発揮するには持ち主の力の方が重要なんだよ」

「そのとおりだ。クロム少年。少年はもはや駆け出しの冒険者ではない。一人前の冒険者だ。一人前の冒険者らしく、胸を張り給え」

　サティロス様がそう勧めてくれるが、増長することはできなかった。

　ここまで成長できたのは、目の前の神獣様たちのお陰であったし、ここまで総合戦闘力を伸ばせたのは手に持っている聖剣、背中にくくりつけているトリネコの盾、そして今まとっているダマスカス鋼の鎧のお陰であった。

　もしもそれらのどれかを手に入れていなければ、今の僕はここにいなかっただろう。

　そう考えればあまり慢心できない。

　そのことを話すと、彼ら彼女らは笑った。

「相変わらず謙虚な少年だ」

　と――。

　ひとしきり笑いが起こると、ミリシャがこう締めくくる。

「まあ、仮にクロムの実力がすべて運に基づくのだとしてもそれはそれでいいじゃないか。冒険者に必要なステータスのひとつだ」

　うむ、と大きなあごひげと口ひげを縦にゆらすサティロス様。

　その言葉を聞いたミリシャは最後にこう茶化す。

「仮にすべてが運や他人のお陰だとしても、ひとつだけクロムには自らの才能で身につけたスキルがあるじゃないか。それを大事におし」

「僕が自ら生み出したスキルですか？」

「ああ、一〇〇パーセント天然で、クロムの素質そのもののスキルだよ」

　ミリシャはそう断言すると、そのスキルを指さした。

　そのスキルとは、




【女装適性Ｂ】




　であった。

「…………」

　僕は沈黙するしかなかったが、その冗談を聞いたリルさんは「ふむ、たしかに」と真剣な面持ちで納得していた。

　腰の聖剣も「そうだねえ」と感慨深げに同意している。

　茶化されたり、冗談にされる方が何倍もましだな。

　そんなことを思いながら、僕はその場にいる全員からの視線を受け取った。







　神獣リルとヴァイクの娘ミリシャがはしゃいでいる中、サティロスは話題の中心であるクロム少年を見つめる。

　彼女たちがはしゃぐように、なかなかの美少年であった。

　女装をさせればさぞ似合うだろうし、化粧も映えることだろう。

　一度見てみたいものであるが、クロム少年の表情から察するに、女装など潔くしない男気あふれる性格なのだろう。

　ならばそのような無茶な要求は差し控えるべきである。

　それにサティロスが本当に見たいのはクロム少年の『可能性』であった。

　彼はどこまで成長していくのだろうか。

　それに興味が尽きない。

　やがてあの『聖剣』の使い手に相応しい男になることは確実だろう。

　聖剣の秘められた力をすべて解放し、そのポテンシャルをいかんなく発揮させるだろう。

　そして少年はやがて聖剣の『鞘』を手に入れるかもしれない。

　そうなれば――、

　サティロスはあえて、その先を続けなかった。

　このまま未来に思いをはせていたかったが、とあることに気がついたからである。

「四匹……、いや、五匹か……」

　窓から外を見下ろす。

　そこには得体の知れないものたちがうごめいていた。

　十中八九、この館を狙ってきたものたちだろう。

　先日の事件の黒幕が事情を知る人間を始末しにきた、というところか。

「しかし、それにしても舐められたものだな」

　サティロスは漏らす。

　ここには神獣が二匹いる。

　それだけでなく、未来の英雄候補までいる。

　それをたったの数人で強襲するなど、あほうのすることであった。

　あほうにはあほうの末路がある。

　サティロスはそう思いながら壁に立てかけられた斧を手に取った。

　一方、フェンリルもそのことに気がついたようで神妙な顔になっていた。

　こうしてサティロス・ギルドでの戦いが始まった。
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　サティロス・ギルドに送り込まれた刺客は計八人。それぞれが凄腕の冒険者だった。

　ただ、襲いかかった相手が悪い。

　彼らはこの館にリルさんがいるとは知っていたようだが、サティロスさんまでいるとは知らなかったようだ。

　サティロスさんの腕前は言わずもがな。

　武芸百般に通じる怪力の持ち主。

　リルさんいわく、

「神威を使わない勝負ならば、私でさえ負ける」

　と言わしめるほどの達人であった。

　実際、八人の刺客はサティロスさんひとりに蹴散らされ、捕縛されていった。

　あっという間に倒され、数を減らしていく刺客たち。

　彼らはすぐに形勢が不利だと悟ると撤退を始めた。

「ち、小賢しい」

　と漏らすサティロスさん。

　館の中ならばいくらでも迎え撃てるが、外に出て追いかけ、戦うのはできない。

　人間界への不干渉、それが神獣の掟であった。

「ならば僕が追います」

　そう宣言するが、二匹の神獣は眉をしかめる。

「クロム少年、お前の実力は我々が誰よりも知っているが、おそらく、これは罠だ。お前をこの館から引き離し、個別に捕らえる気だろう」

「ですが、このまま捨て置けません。ここで一気に片を付けたい」

「少年の言に賛成だ」

　と袖をたくし上げるリルさん。

「私も行くぞ」

「え、でも、リルさんは神獣じゃ」

「ウロボロスのやつも神獣だ」

「でも、あいつは裏で動いているだけで、決して表には出てきません」

「裏で動いている証拠を押さえればいい。やつの悪事を調べ上げ、評議会に出せば私が罪に問われることはない」

　心配する僕をよそにリルさんは続ける。

「今、知り合いの盗賊ギルドに調査を頼んでいる。あと数日で証拠は揃うそうだ。やつを自由にするより、乗り込んで縛り上げた方がいい。このままだと逃亡される恐れもある」

「分かりました。ではふたりで行きましょう」

　リルさんは首を横に振る。

「ふたりだけではないさ。我がギルドには頼れる家族がいる」

　そう言うとタイミング良く扉が開く。

　そこにはとんがり帽子をかぶった美しいエルフ、カチュアさんがいた。

「クロム君、こんな一大イベントがあるのに招集しないだなんて、お姉さんをのけ者にする気？」

　少し怒り気味にカチュアは言った。

　カレンも今、盗賊ギルドにいるらしいから、この事件を解決するため、僕ら全員が奔走していることになる。

　つまり、フェンリル・ギルドのメンバーはすべて揃ったわけだ。

　今ほど仲間がありがたい、心強いと思ったことはなかった。

　僕は頼れる仲間に背中を預けながら、駆け足でサティロスの館を出て行った。







　クロムたちが立ち去る姿を見送るサティロス。

　ミリシャに声を掛ける。

「気持ちよい連中だな」

「そうですね」

「自分のためではない。誰かのために一二〇パーセントの力を出せる男。それが英雄の器だとオレは思っている」

「ならばクロムはそうですよ。なんの躊躇もなく、あたいの弟を救ってくれました。今回の件だってあたいが事件の大本なのに恨み節ひとつ言わない」

「ふ……、そういう連中には力を貸したくなる。評議会の中にはウロボロスを支援する悪党もいるだろうから、今から多数派工作をしておくか」

「……珍しいですね、サティロス様が政治工作だなんて」

「政治工作など好かんよ。だが、それであやつらが助かるのならばいくらでもしよう。あやつらが元気に生きておらねば、この先、この迷宮都市は暗闇の底に沈むことになろう」

「それはそうですね。クロムのいない迷宮都市なんて、目玉焼きのない目玉焼きハンバーグみたいなものです」

「言い得て妙だな」

　サティロスはもう一度笑うと誰もいなくなった館を見回した。

　できればもう一度、少年と手合わせしてみたいものだ。

　次に戦うときの少年はきっと前回よりも強くなっているだろう。

　それだけは確信を持って断言することができた。







　僕たちは刺客を追う。

　どこに逃げるかは分からない。

　だが、どこまでも彼らを追い詰め、ウロボロスに正義の裁きを受けさせたかった。

　僕たちは肩で息をしながら刺客を追いかけるが、彼らを捕捉したのは、とある貧民街の一角であった。

　この迷宮都市イスガルドにも貧民街はある。

　そこは流れ者や犯罪者のたまり場になっており、極端に治安が悪い。

　まともな市民が立ち寄る場所ではなかったが、刺客など引き受ける連中にはさぞ居心地がいいのだろう。

　そう解釈すると、男たちは逃亡を諦め、腰から剣を抜いた。

　皆、刀身を煤で黒く塗っている。

　暗闇で有利に戦うための工夫だ。あるいはその刀身には毒が塗られているかもしれない。中には怪しげな色の粘液が付着しているものもある。

　カチュアはそれを見て、

「絵に描いたような暗殺者ね」

　と笑った。

　リルさんも同様に笑うが、こう付け加える。

「やはりこいつらは最初から我らをおびき出す作戦だったらしい。増援がごろごろ出てくるぞ」

「それは覚悟の上ですよ」

　僕はそう言うと無言で聖剣を抜き放ち、剣閃を加える。

　悪党相手に名前を名乗っても仕方ない。

　それに向こうはこちらを殺そうと目が血走っていた。手加減など不要であった。

「それでも殺傷能力を最小限にするのはクロムの甘さだよね」

　と聖剣は皮肉る。

　たしかに甘いのだろうが、できれば人殺しは避けたかった。

「その甘いところがクロムの魅力だけどね。でもそんな言葉、墓碑銘には刻みたくないから死なないように注意してね」

「分かってる！」

　と、僕は刺客のひとりを峰打ちで気絶させる。

　泡を吹き、地面に転がる刺客。

「殺さない理由はそれだけじゃない。こいつらを尋問してウロボロスに居場所と真の目的を聞き出さないと」

「真の目的？」

「なぜ動く鎧を大量に生産していたか、それを使ってなにをするか、それを知りたい」

「なるほど」

「なんか悪い予感がするんだ」

「悪い予感？」

「なんかこう、うなじの辺りがぞわぞわする」

「するとどうなるの？」

「前、ぞわぞわしたときは村でお世話になっていた村長が死んだ。その前は家畜小屋に狼が入り込んで家畜を何匹も食い殺された」

「つまり凶事センサーというわけだね」

「外れてくれるに越したことはないけど」

　それでも嫌な予感が払拭されない僕は、急くように刺客を倒していく。

　リルさんもそれは同じようで、手を抜くことなく刺客をぼこぼこにしていた。カチュアは前線に出ることなく、後方から支援魔法を放っている。

　この三人の連携に敵うわけもなく、刺客は倒されていく。

　十人を超えていた刺客たちも次々倒される仲間を見て戦意を喪失していく。

　ひとりが戦闘を離脱すると雪崩を打つかのように消えていく刺客。

　僕とリルさんは彼らの背中を見送る。

「追わないの？」

「追う必要はない。証拠はたくさん手に入れた」

　証拠とは目の前に倒れている刺客一〇名のことだろう。

　リルさんは意地の悪い顔で言う。

「一〇人もいれば途中、拷問に耐えられずに死んだとしてもなんとかなる。いや、五、六人、むごたらしく死ねばあっさり情報を吐いてくれるかもしれぬ」

　その言葉を聞いた刺客のひとりは心底怯えていた。

　それを見てカチュアはささやいてくる。

「ねえ、クロム君、リルさんのあれって本気なの？」

「冗談だと思うよ」

　たぶんだけど、とは付け加えなかった。

　結局、刺客のひとりがあっさり情報を吐きだし、ウロボロスの真の目的が判明したからだ。刺客は怯えながらウロボロスの悪事を披瀝する。

　その悪事を聞いたとき、一番、戦慄し、衝撃を覚えたのは僕だったのかもしれない。

　刺客の言葉を聞いたとき、僕は手を震わせてしまった。

　刺客は言う。




「ウロボロス様の目的は動く鎧を使ってこの国の第三王女を暗殺するつもりだ」




　この国の第三王女。

　その言葉とニアの顔を最初に結びつけたのは僕だった。

　遅れてリルさんも気がついたようだ。刺客の胸ぐらを掴む。

「お前たちは恐れ多くもユーフォニア姫を暗殺するつもりか」

「……そう聞かされている」

「王家に喧嘩を売るつもりか。神獣とはいえ、ただではすまぬぞ」

「それはどうかな。我がウロボロス・ギルドはやんごとなき方や評議会の支援がある」

「……つまりそれは姫様暗殺に関わっている連中が大物ということか」

　刺客はにやり、と口元を歪める。

　これほど醜い笑顔はなかなか見られるものではなかった。

　殴りつけたい衝動に駆られたが、僕は右手を握りしめるだけで耐えた。無抵抗な人間を殴りつけたくはなかった。

　僕は心を落ち着ける。

　焦燥感で胸が張り裂けそうであったが、ここで慌てたら敵のもくろみどおりであった。

　僕は冷静にニアの居住地を思い出し、そこに向かうように提案した。

　リルさんとカチュアはそれに従ってくれる。

　刺客たちは魔法で連絡を取ったミリシャたちになんとかしてもらうことにした。

　しっかりと縄で縛り上げ、逃げないようにしておく。

　そのままニアのもとへ向かうかと思ったが、リルさんは最後に、にまぁ、と笑って、少年はあっちのほうを向いておくように、と言った。

　火急のときなので指示に従うと、一秒後、「ボコッ！」という音が聞こえた。

　見れば刺客のひとりが仰向けになり、殴られていた。

　リルさんらしいと思ったので、なにも言わなかった。




　十数秒後、応援の部隊がくると僕たちは、そのまま脱兎のような勢いでニアのもとへ向かった。
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　僕たちは駆け足でニアのところに向かう。

「お姫様はどこに住んでいるのだ？」

　道中、先頭をひた走るリルさんが話しかけてくる。

「ニアは珊瑚街コーラル・タウンに住んでいるそうです」

「珊瑚街か。高級住宅街だな」

　さすがはお姫様ね、とはカチュアの言葉であった。

「ニアは珊瑚街にある貴族の家に滞在しているそうです」

「ほう、貴族か。姓名は？」

「ファルナック・エルトリア。爵位は伯爵らしいです」

「名門エルトリア家か。ならば大層立派な家なのだろうな」

　リルさんがそう述べると、珊瑚街に入る。

　珊瑚街は前述の通り、高級住宅地であった。この迷宮都市イスガルドでも一、二を争うほどの。

　珊瑚街にある屋敷は最低でもフェンリル・ギルド以上の敷地を持っており、最低でもフェンリル・ギルドの倍は立派な造りをしていた。

　まさしく高級住宅地で、フェンリルの館付近にある雑多感が一切無い。

　ところどころに樹木が植えられており、そこからヒバリの鳴き声が聞こえてくるほど上品な町並みだった。

「まさにこの世の天国ね」

　カチュアは皮肉を込めて言う。彼女はお金持ちに偏見を持っているようだ。

「でも、こんな場所をウロボロスのやつが襲撃してくるかしら」

　当然な疑問を口にする。

　この珊瑚街の警備は厳重だ。各邸宅、最低でもふたりは門の前に衛兵を置いている。

　また数十メートルごとに迷宮都市の治安を守る護民官がおり、彼らが必ず詰問してくる。

　僕たちはそのたび、フェンリル・ギルドの身分証を提示していた。

「ここまで厳重なら、敵は近寄れないかもしれないね」

　カチュアはそう言うが、僕は、

「かもしれない」

　を基準に行動したくなかった。

　もし、翌日、迷宮都市の新聞にニアの名前が出るようなことになったら、僕は耐えることはできないだろう。一生後悔する。

　それだけは避けたかった。

　なので僕はリルさんを抜かすと、先頭を走りながらエルトリア家に向かった。

　エルトリア家は珊瑚街の中心部、その中でもひときわ立派な建物を所有していた。

　さすがは貴族の中の貴族、臣下の中の臣下、武門のエルトリア家と呼ばれるだけはある。

　そのたたずまいは家格に見合うものであった。

　僕たちはそのエルトリア家の門を叩く。

　すぐにその家の家人が現れる。

　それと門番も。

　僕たちの形相を見て剣呑な雰囲気を感じたようだ。

　要は僕たちが怪しさ全開なのだが、すぐにその誤解を解く。

　身分証を出す。

　リルさんに至っては神獣しか持っていない護符アミュレットを見せる。

　それですぐに僕たちが悪意ある人物ではないと理解してもらえたようだ。

　門番は言う。

「あなた方が王女がよく話すフェンリルの方々ですか」

「悪口ならば全部嘘だぞ」

　リルさんは冗談めかして言うが、門番はとんでもない、と言う。

「王女は常日頃からあなた方を褒めていました。なんでもクロロとかいう少年は特に有望な冒険者であるとか」

「少年の名前は覚えにくいらしい」

　苦笑を漏らすリルさん。

　僕はあえて訂正せずに門番に取り次ぎを頼んだ。

「その王女、ニアに……、いいえ、ユーフォニア姫に取り次ぎ願えないでしょうか」

　僕たちが急いでいると分かっている門番はこくりとうなずくと屋敷の奥に消えた。

　五分後、戻ってくる。

　門番はうやうやしく頭を垂れる。

「エルトリア様が面会されるそうです」

「エルトリアが？」

「エルトリア様ってこのお屋敷の主の伯爵様よね？」

　とカチュアが尋ねてくる。

「たしかそうだけど」

　この屋敷の主はファルナック・エルトリアという伯爵で、ニアとは浅からぬ縁があり、屋敷に滞在させてもらっていると聞いた。

　ニアはあまり人には話さないが、王都に居場所がなく、幼き頃から家臣の家や修道院などを転々としていたらしい。今、迷宮都市に滞在しているのも、その延長線上と聞いている。

　ニアの笑みを思い出す。

「エルトリア伯はわたくしのもうひとりの父上のようなお方。もしもわたくしがこの迷宮都市から去ったときは、以後、伯を頼ってください」

　そんなことを言われた記憶がある。

　ならば、まず先に彼に会っておくべきかもしれない。

　そう思った僕は屋敷に入れてもらうと、伯爵の執務室へ向かった。




　伯爵の屋敷は外観以上に中身も豪華であった。

　広々とした空間、造りの良い内装。ところどころに置かれた調度品も拡張高く、気品が漂っている。

　それらを鑑賞したいところであるが、僕らは貴族の屋敷に遊びにきたわけではなかった。

　早く伯爵に用件を伝え、ニアと面会したかった。

　急くようにこの屋敷のメイドのあとを付いていくと、彼女が執務室の扉を開けるのを待った。

　大きな扉が華奢なメイドによって開かれる。

　光が目に飛び込む。

　大きな窓がいくつもあり、外光が室内にたくさん入る造りになっていた。

　また大きな本棚がいくつも並べられており、びっしりと本が収められていた。

　魔術師であるカチュアが嘆息する。

「ああ、これは不死者ロンベルクの書、それにブルードラゴンの書、あそこにあるのはマジ＝マガル。古代王国年代記もあるわ」

　どうやらこの書斎の主は教養豊かな人物のようだ。

　カチュアの表情でそれを察した。僕はその教養豊かな人物が座っているであろう椅子を見る。

　大きな窓の手前、立派なカーテンのすぐ前にある机と椅子。

　革張りの椅子と紫檀で作られた立派な机の前に初老の男が座っていた。

　いや、初老ではなく壮年かもしれない。真っ白な髪に髭を蓄えているが、それらは白髪ではなく、銀髪のようにも見えた。

　男はその野太い声を立派な口ひげとあごひげの間から震わせる。

「初めまして、かな。ユーフォニアからいつも聞かされているから、初めて会った気はしないが」

「こちらは初めましてだな。貴殿のようなやんごとなき貴族と会う機会など早々ないからな」

　臆さないどころか、軽く皮肉を添えるあたり、リルさんの面目躍如であろう。

　彼女は大貴族の前に立っても、神獣としての気高さ、誇りを失うことはなかった。

　カチュアは小声で耳打ちしてくる。

「やるね、うちのボスは」

　神獣と伯爵ってどっちが偉いのかしら、と続ける。

　神というくらいだからリルさんであることを願っているが、この場で偉さは関係なかった。

　僕たちは王女であるニアの友人として、伯爵に願い出た。

　率直に、正直に、すべてを彼に話すことにした。

　僕たちは豪壮なソファーに座り込むことなく、これまで起きたこと、そしてこれから起こるかもしれないことを伯爵に話した。

　その話を聞いた伯爵は一段階、表情をこわばらせると、

「その知らせ、なによりもの情報である」

　と結び、いったん、僕らに席に座るようにうながした。
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　伯爵の勧めに従い着席する僕ら。

　伯の書斎のソファーは今まで座ったことがないほどに良い座り心地だった。

　フェンリルの館の安物のソファーとは造りが違う。

　とカチュアは漏らす。

　僕にだけ耳打ちするが、地獄耳のリルさんが聞き漏らすはずはない。

　しかし、彼女はじろり、とカチュアを睨んだだけで、それ以上、なにも言わなかった。

　今が火急の事態であると理解しているのだろう。

　エルトリア伯爵もまったく表情を崩さない。

　この執務室に包まれた重い空気を感じ取ったカチュアは以後、軽口をたたこうとはしなかった。

　全員が謹厳実直モードに入り、それぞれの前に紅茶が置かれると会話が始まった。誰一人紅茶に口を付けることはなかった。

　リルさんが口火を開く。

「先ほど、我々が盗賊ギルドとウロボロスの手下から手に入れた情報を繰り返す。ウロボロス・ギルドの連中がお姫様を暗殺しようとしている」

「その知らせは先ほど神獣殿から聞いたが、誠であるか？」

「虚報である可能性は少ない」

「ふむ」

　と伯爵は自分の見事な髭を撫でまわす。

「いまだに信じられないか？　伯爵は」

　リルさんが問う。

「…………」

　伯爵は無言になる。

「たかがＤランクのギルド、それもなんの縁もゆかりもない我らを信じられないのは分かる。しかし、今はお姫様の危機なのだ。信じて助力してほしい」

　リルさんが説得するが、それでも伯爵は口を開かなかった。

「…………」

　このままでは埒が明かない、そう思い僕が席を立とうとしたとき、伯爵は重い口を開く。

「うぬらを信じられないわけではない。ただ、ワシとしてはこの諍いに参加してもいいか、迷っている」

「伯爵、失礼ながら申し上げます。あなたはニアの最大の理解者にして後援者ではないのですか？　ニアはあなたのことを実の父のように慕っていると言っていました。だのにあなたはニアを見捨てるというのですか？」

　思わず身を乗り出して叫んでしまうが、横に控えていた執事が怒色を見せる。

「無礼な！　小僧！　ファルナック様とて王女を実の娘のように思っておるわ！　だからこそ動けないのだ！」

　あまりの殺気に思わずひるんでしまう。

　執事服を身に着けた初老の男であったが、その胆力はまるで神獣並みであった。サティロスさんと同じくらいの威圧感を持っている。

　怯みそうになるが、勇気を振り絞る。

「では、ニアをお助けください。伯爵ならばできるはずです」

「……そうしたい。いや、そうすべきだろう。だが、そうすればこの国はふたつに割れる。国王派と王弟派にな」

「どういうことですか？」

「今回の事件、裏で糸を引いてるのはウロボロスだけではないということだろう」

　リルさんは断言口調で言う。

「つまり？」

「ウロボロスはただの実行部隊さ。その後ろにいるのはこの国を牛耳ろうとしている現国王の弟とその一味ということであろう。だからこの国の大貴族である伯爵でも容易に動けないというわけさ」

「…………」

　伯爵は沈黙をもって答える。

「なぜならば神獣は人間界に干渉してはいけない、という不文律がある。――が、逆に人間も神獣に干渉してはならないという不文律もある。それが破られたとき、人間と神獣の争いが始まるだろう」

「まさか、そんなことが」

「それがウロボロスの狙いだよ。おそらく、やつは自分に手を出すように手ぐすねを引いて待ち構えている。伯が私兵を率いて立ち上がった瞬間、それを以って挑戦とみなし、自分の意に沿う神獣たちを決起させ、この迷宮都市を乗っ取る算段だ」

　リルさんはそこでやっと紅茶に口を付ける。

　ごくり、という音が響き渡る。さすがの彼女も喉が渇ききっていたようだ。

「そんなことが可能なのでしょうか」

「さてね、少なくともウロボロスのやつは可能だと思っているようだが」

　伯爵は補足する。

「実際、可能であろう。我が王の敵である王弟殿下はこの迷宮都市に陰謀という名の菌糸を張り巡らせている。何十年という時間と莫大な費用をかけてな。この迷宮都市はそれくらいの影響力があるのだ」

「この迷宮都市は諸外国との貿易の窓口になっている。ここを押さえた派閥こそが次期国王となるだろう」

　リルさんは断言する。

「この国の王は長いこと病に伏せている。いつ、崩御するか分からない。王には何人もの子がいるが、王弟ランゴバルドは王が死ねばその子らから王位を簒奪すること必定であろうな」

　だろう、伯爵、と同意を求めるが、伯爵は眉ひとつ動かさず、目を閉じているだけだった。

　しばし沈黙するとそれを肯定するかのように口を開く。

「……そのとおりだ。王弟殿下の勢いは飛ぶ鳥を落とす勢い、ここでウロボロス討伐の兵をあげれば王弟殿下の思うつぼであろう。金に釣られた神獣たちが反旗をひるがえし、ワシらはこの迷宮都市から追い出される。さすればワシの宮廷内での力はゼロになる」

「ゼロになったらどうなるのですか」

「そのときこそ、我がエルトリア家はお取り潰しとなるだろうな」

「そして王女を守護したもう貴族もいなくなり、王女の立場も……いえ、身命も危うくなりましょう」

　伯爵の忠実な執事が補足すると、この場を沈黙が支配する。

　誰一人、発言をしようとするものはいなかった。

　僕たちの行動次第でニアどころかこの国の命運も決まるなどと言われて、口を開く胆力があるものなどいない。

　僕を除いては、だけど。

　僕は主張する。

「ならばこの一件、伯爵は関わらないでください」

「…………」

「伯爵だけではありません。リルさんもです。それにカチュアも」

「…………」

　三人はそれぞれの視線で僕を見つめる。

「ウロボロスとランゴバルドというやつの目的がこの迷宮都市を混乱させて神獣と人間を争わせることにあるというのならば、その手に乗る必要はないでしょう」

「でも、クロム、クロムだって神獣ギルドのメンバーじゃ……」

　カチュアが心配そうに言う。

　僕は懐に入れておいたものを取り出す。

「それは？」

「辞表です」

「そんなのをいつも入れているの？」

「姉さんの言いつけだよ。ここぞというときに辞表を上司に叩きつけられるように、財布に忍ばせておけって」

「クロムのお姉さんはすごいね」

「もっともリルさんはいい人だから、そんな機会、一生ないと思ってたけど」

　でも、と僕は続ける。

「まさか役に立つとは思わなかった。これをリルさんに渡せば、僕はもう神獣ギルドの人間じゃない。一介の冒険者だ。一介の冒険者がウロボロスに挑んだところで、それはただの私闘です」

「たしかに少年の理屈は合っている。だが、少年ごときの腕前で、ウロボロスを斬れるわけがなかろう」

「あれ、僕はやがて大英雄になるんじゃないんですか」

「いつかはな。だが、今はそのときではない。今、ウロボロスに挑めば少年に待っているのは死のみだ」

「なるほど、ならばこれも渡しておきましょうか」

　と、僕は財布に入っていたもうひとつの便せんを渡す。

「これは？」

　中身を見ずにリルさんは尋ねてくる。

「姉さんは言っていました。男は常に辞表と遺言をしたためておきなさい、って。僕はその言いつけを常に守っています」

「つまりこれは遺書か」

「もとより、低レベル冒険者の僕が神獣に挑むんです。生きて帰ってくるつもりなどありませんよ」

「……なるほどな、少年らしい」

　リルさんはそう言うと口元を緩めた。

　その隙間から笑い声が漏れ始め、やがてその笑い声が室内にこだまする。




「はっはっは！」




　愉快痛快とばかりに腰に手を当て、笑い始めるリルさん、伯爵とカチュアは不審な目を向ける。

「おいおい、そんな目で見るでない。私は狂ったわけではないぞ。ただ、己のアホさ加減に呆れただけだ」

　リルさんは声高に続ける。

「神獣だの魔狼だの、人間たちにおだてられて数百年。私はその間、すっかり俗世のつまらない常識にがんじがらめにされていたのかもしれない」

「リルさん……」

「言うでない。少年。少年は意地でも一人で戦おうというのだろう。ならば私は意地でも少年の味方をする。神獣たちがふたつに分かれて戦う？　迷宮都市が大混乱に陥る？　それがどうした。お姫様と少年ひとり救うことのできない神獣になんの価値がある。そんな腑抜けは犬にでも食わせてしまえ」

　私は宣言する、と彼女は叫ぶ。

「今、この瞬間より、フェンリル・ギルドは解散する。私はただ一匹の獣として、少年と共にウロボロスを倒す！」

　その言葉を聞いた伯爵とカチュアは唖然とした表情でリルさんを見つめていた。

　僕もである。

　しかし僕はそれでもリルさんを止めようだなんて思わなかった。

　いや、この狼を止めることなど、誰にもできない。

　そう思った。
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　伯爵はこの一件に関わらないこと。

　フェンリル・ギルドは解散し、個々人それぞれが義と勇をもってニアを守ること。

　そして今回の事件の実行犯であるウロボロスを倒すこと。

　伯爵との会談によって、その方針が決まった。

　エルトリア伯爵は僕たちの決意を聞いたとき、感涙にむせんだ。

　冷静で武骨な貴族に見えたが、その実、とても義に熱い人なのかもしれない。

「表立って貴殿らを支援することはできない。だが、貴殿らの活動を裏で支えよう」

「そいつはありがたい。少年、スポンサーができたぞ。とりあえず武器や防具は買い放題だ」

「ミリシャさんに新調してもらったばかりですよ」

　僕はダマスカス鋼でできた鎧を触る。

「ふ、欲のない少年だ」

　まあいい、と続けるとエルトリア伯爵に尋ねた。

「ところで肝心のニアはどこにいる？」

「王女は今、迷宮第十階層にいる」

「なんだって!?」

　驚くリルさん。

「なにをそんなに悠長に言っているのだ。お姫様が狙われているのだぞ」

「安心しろ。王女の周りにいるのは凄腕の護衛と冒険者ばかりだ。彼らを襲うなど、軍隊を襲うようなもの」

「しかし……」

「それに今、使いを出した。ニアはすぐに帰還するだろう。この屋敷に戻ってくれば防備はなお堅くなる。この屋敷を襲うことなど王弟の親衛隊でも不可能である」

「ならば敵はこの屋敷に到着する前に勝負を決めてくるんじゃ？」

　僕も控えめにリルさんに同意すると、伯爵も少し動揺する。

「……道理ではあるな。使いを増やすか」

　そう言い執事に二、三、指示をすると、執事はうやうやしく頭をたれ、執務室を出ていく。

　しかし、彼は一分も経たないうちに戻ってきた。

　深刻な表情を引き連れて。

　彼は敬愛する主に耳打ちする。

　その耳打ちを聞いた伯爵は見る見るうちに顔を青ざめさせた。

　伯爵は沈痛な面持ちでこちらを見つめる。

　しばし沈黙すると、言葉を選ぶかのように口を開いた。

「……たった今、使いに出したものから報告があった。現在、転移の間の使用が禁じられているらしい」

「転移の間が使えない？　そんなことあり得るんですか？」

　僕はリルさんを見つめる。

　彼女は答えてくれる。

「よくあることだ。転移の間は壊れやすい。繊細な魔術装置を使っている。だから定期的に点検を重ね、メンテ中ばっかりだとクレームがくる」

　もっとも、メンテナンスを怠れば転送事故が増えて、困るのは冒険者なのだが、と冒険者協会を擁護する。

「転移装置の事故は悲惨よ。ハエと混ざってしまってハエ男になった冒険者や、異次元に飛ばされて永遠に亜空間をさまよっている冒険者、怪談の類に事欠かないわ」

　カチュアも補足してくれる。

「ならば転移の間が使えないのは不自然ではないのか……、ってそんなことあるわけないですよね」

「そのとおりだ、少年。通常、とある階層の転移の間が使えないということはあるが、すべての転移の間が使えないということはあり得ない」

「やはり人為的、作為的な使用禁止でしょうか」

「十中八九な。つまり、王弟とウロボロスはそれくらい冒険者協会、いや、この迷宮都市の評議会を掌握しているということだろう」

「……分が悪いですね」

「そう悲観するものじゃないさ。なにもこの迷宮都市の人間すべてが蛇印というわけではない。我々には仲間がいる」

　と、その仲間の名を列挙し始めた。

「いつも我々を助けてくれるユニコーン・ギルドの連中。彼らも事情を話せば味方してくれるだろう。ユニコーンのやつは不正をなによりも憎む。セイレーンも同じだ。クーデレなる属性を自称しているが、その実、あの娘のうちに宿る正義の心は私などよりもずっと熱く、激しい。それに今回、親しくなったサティロスも力添えしてくれよう」

「ですが、今回はギルドの人たちを巻き込みたくありません。もしも今回の騒動が大ごとになったら彼らも処罰される。それだけは避けたい」

「累が及ぶのは避けたい、というわけか」

　リルさんは神妙にうなずくが、首を横に振る。

「たしかに私と少年も同意見だったが、それは手遅れだな」

「どういう意味です」

「窓の外を見てみろ」

　彼女の指示に従う、すると窓の下には見慣れた連中がいた。

　今、口にしたギルドのメンツである。




　ユニコーン・ギルドからは双剣使いのジュカが駆けつけてくれた。

　彼はドラゴン退治のときも、ディアブロ討伐のときも駆けつけてくれた。

　今回もなんの躊躇もなくやってきてくれた。

　窓の下から彼は大声で言う。

「二回も一緒に死線を越えたんだ。今回だけ仲間外れとか悲しいことを言うなよな」

　にかり、と歯を見せて笑ってくれる。

　その笑顔にとても救われた。




　次に声を上げてくれたのはセイレーン・ギルドの女冒険者だった。

　彼女は琥珀の守り手と呼ばれる回復術師で名をセリシュという。デーモン討伐のとき、その聖なる力を大いに発揮し仲間を守ってくれた。

　今回も協力してくれるのならば、その回復魔法は大いに役立ってくれるに違いない。




　そして腕を組み、笑顔でこちらを見上げているのはサティロス・ギルドのミリシャであった。

　彼女については、もはやなにも語るまい。

　その実力、義侠心、すべてにおいて僕は信頼していた。




　そんな彼女たちが協力してくれるのならば、ニア救出作戦は成功したようなものだ。そう思った。
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　四つのギルド合同によるニア救出作戦。

　それらが決まると細かい作戦会議となった。

　作戦会議はエルトリア伯爵の屋敷の立派な会議室が使われることはなく、迷宮第一階層の名も無き平原で行なわれた。

　それも疾風の速度で走りながら。

　それくらいのスピードで移動しなければ、ニア救出に間に合わないからだ。

　そんな中、交わされる会話。

「第一〇階層にはウロボロス本隊がいます。彼と戦うのは旧フェンリル・ギルドの僕たちに任せてください」

「水くさいことを言うじゃないか。あたいも行くよ」

　ミリシャは手に持っているハンマーに力を込める。

「ウロボロスと直接戦えばそれこそ弁解のしようがない。僕たちが一方的な悪と断罪されてしまうかもしれません」

「しかし、今、ウロボロスの悪事を調べ上げているのだろう。それさえ揃えばなんの問題もない。それどころか冒険者協会から討伐の任が下るんじゃ」

「証拠が揃えられるか、定まったわけではない」

　リルさんは苦虫を噛みつぶしたかのような顔をする。

「先ほどカレンから連絡があった。情報を集めさせていた盗賊ギルドがここにきて臆し始めたと。どうやらウロボロスは、いや、その背後にいる王弟は根回しを始めたらしい。最悪、迷宮都市の規律に違反したのは我々だと糾弾されるかもしれない」

「……まったく、どこまで腐ったやつだね」

「だけどそのウロボロスを捕縛してしまえば、こちらの勝ちなのではないですか？　やつはいわば生きた証拠、それを評議会に突き出せば文句は出ますまい」

「やつが生きて虜囚の辱めを受ければな。それに口を割るかどうか」

　リルさんは神妙な面持ちで言う。

「どちらにしろ、情勢は流動的で不確定だ。もしもウロボロス捕縛時に証拠を揃えられず、我々が謀反人として処断されてしまうこともあり得る。その場合、この迷宮都市はウロボロスの私物となるだろう。それだけは避けたい」

「つまり？」

「我々、旧フェンリル・ギルドが全滅しても、その他、志のあるギルドには残ってもらいたいということだよ。お前たちに累は及ぼしたくない」

「リル様……」

　ジュカとセリシュは言う。

「だから迷宮第一〇階層に向かうのはフェンリル・ギルドのものだけとする。残りは九階までだ」

「それは納得がいかない。あたいはサティロス様に辞表を叩きつけてきたんだから」

「その辞表は受理するな、とも伝えてあるよ。ミリシャよ、我々はお前たちを仲間はずれにしているわけではない。お前たちを頼りなく思っているわけではない。逆だ」

「逆？」

「もしも我々が全滅したら、次はお前たちがこの迷宮都市を守るのだ。ある意味、ウロボロスと戦うことよりも困難なことを課しているのだぞ」

「……リルさま」

「お前たちの気持ちは決して無駄にはしない。だから我らを最速で、最短で第一〇階層へ導いてくれ」

　と、リルさんはいつもとは違う道を走る。

　そこは第二階層に通じる道ではなく、普段、冒険者が使わない道だった。

　どこに連れて行かれるのだろうか。一同はいぶかしむが、リルさんが説明してくれる。

「少年、我々は狼の道を使う」

「狼の道？」

　聞き慣れぬ言葉に戸惑う。

「初めて聞く名か」

「はい」

「そうか。まあ、ほとんどの冒険者には秘匿されているからな」

　ただ、中堅冒険者のジュカとセリシュはその存在を知っていたようだ。顔をこわばらせる。

「リル様、狼の道を使うのですね」

　セリシュの言葉は沈痛に満ちていた。

　その言葉によって、その道がただの道でないことを知る。

「狼の道は各階層を最短で突っ切る道のことだ。少年はなぜ、そのような便利な道があまり知られていないか気になるのだろう。理由は簡単だ。その道はあまりにも険しく、厳しいからだ」

　リルさんがそう宣言した瞬間、道の奥からひときわ大きなオークが現れる。

　最初はオークではなく、トロールかと思ったが違った。

　目の前に現れたオークは正真正銘のオークだった。緑色の肌と豚のような鼻と耳を持っている。

　僕たちは一斉に武器を取る。

　ここにいるのは双剣使いのジュカに琥珀の守り手セリシュ、それに僕とミリシャにカチュア、そして神獣のリルさん。

　オークごときに後れを取るはずなどなかったが、結局、僕らはオークとの戦闘に10分ほど時間を費やした。

　急いた僕がオークの攻撃を食らってしまい片腹に傷を負ってしまう。

　回復術師であるセリシュに治してもらうが、それで数分、行軍が遅れたのが口惜しかった。

「少年よ、戦って分かったろうが、この道に現れる魔物は各階層のボスにも匹敵する。しかし、それでも通常のルートを通るよりも早く着く」

　我々はそのような獣道をひたすら走らなければならない。

　リルさんは改めて皆を見回すと、それでも付いてこられるか？　と尋ねた。

　付いてこられないのであれば引き返してもよい。誰も責めない、と付け加える。




　その言葉を聞いたジュカは笑う。

「ご冗談でしょう、リル様。ここまできて引き返すなど、笑いものになります。もしも引き返せばこの双剣使いジュカの名は臆病者の代名詞となりましょう」

　琥珀の守り手セリシュも首を横に振る。

「右に同じです。むしろ先ほどの言いつけを破って第一〇階層まで一緒にお供をしたいくらいなのです。そんなことを言われたら逆に闘志に火が付き、第一〇階層までついて行ってしまいますよ」

　ミリシャは三人の意見をまとめる。

「というわけさ、神獣様にクロム、これ以上、御託を並べる暇があったら、体力を温存しておいておくれ。あんたたちには第一〇階層に着いたら死ぬほど暴れてもらうんだから」

　ミリシャはそう言い切るとハンマーを持つ手に力を込める。

　そしてその場で回転を始めると、それを投擲した。

　ハンマーを投げた瞬間、ハンマーは炎に包まれ、巨大化する。

　それはまっすぐに、燕の飛行のような速度で茂みの奥に潜んでいた魔物たちに攻撃を加えた。

　茂みの奥に潜んでいたコボルトたちは、その一撃によって全滅した。

　あまりの光景に僕はミリシャの瞳を見つめる。

「これが私のハンマー、【アグニの槌】の真の力さ。聖剣には遠く及ばないが、これくらいの芸当はできる」

　ミリシャの鍛冶屋としての腕前は知っていたが、まさかこのように戦士としても一流だとは夢にも思っていなかった。

　僕は改めてリルさんを見つめると、こう思った。

（この人に喧嘩は売らないでおこう）

　と――。

　リルさんは僕の心を読んだわけではないだろうが、終始、にやにやと僕を見つめていた。
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　脱兎の如く、猿ましらの如く、迷宮を走り抜ける。

　僕たちに休憩は許されない。

　立ち止まることは許されなかった。

　最小限の食料と水だけを補給し、迷宮を駆け下りていった。

　余分な荷物などなにひとつ持ち込まない。

　各自最低限の武器と食料だけを持ち込み、極限まで軽量化に徹する。

　帰りのことなど考えない。

　もしも第一〇階層に到達し、無事、ニアを救い出しても飢え死にしてしまうかもしれない。

　それくらいの覚悟でいた。

　僕たちは歩きながら食事を取る。

　立ち止まることなく、水分を補給する。

　聖剣のエクスが茶化してくる。

「もしもおしっこがしたくなったらどうするの？」

「その場で漏らす」

　即答する。

「え？　まじで!?」

　そんなの物語のヒーローじゃないよ、とエクスは訳の分からない抗議をする。

「冗談だよ。でも、それくらいの覚悟はある。もしも用を足すために立ち止まり、そのロスタイムで間に合わなかったとしたら、僕は、いや、僕たちは一生後悔すると思うんだ」

「……それくらいの覚悟を持っているということだね」

「今は一秒でも時間が惜しいからね」

　もしかしたら、今、ニアたちはウロボロスの手のものに襲われているかもしれない。

　悪漢どもに剣を突き立てられる瞬間かもしれない。

　それを阻止できるのであれば、小便を撒き散らしながら走ることなどなんでもなかった。

　彼女を救い出せない方が何百倍も格好悪いことだった。

「そのいきやよし、クロムはもうただの冒険者じゃないよ。小さな英雄だ！」

　聖剣がそう褒めてくれた瞬間、目の前の地面がぱっくりと割れる。

　どうやらまたモンスターの襲撃のようだ。

　第一階層の魔物は軽く一掃できたが、ここはすでに第五階層。それに普通の道よりも強力なモンスターが現れる狼の道。

　そろそろ手強くなってくる階層でもあった。

　それを察したミリシャが提案してくる。

「あたいたちの目的は姫様を救うこと。それにはクロムたちを無傷で、消耗させることなく迅速に第一〇階層に送らなければならない」

　それを聞いたジュカはこくりとうなずく。

「となればやることは決まっているな」

　ジュカは腰から蒼い短剣と紅い短剣を抜く。

「ここは私が引き受ける！　お前たちは先に行くんだ！」

　そう言うとジュカは地面から湧き出てきた巨大な地虫、地震蟲アースクエイク・ワームに斬りかかる。

　鋭い短剣によって切り裂かれた地虫の皮膚から、緑色の鮮血が飛び散る。

　地震蟲は本来、もっと深い階層にいるモンスターであるが、この狼の道には普通の冒険者の常識は通用しないらしい。

　このモンスターの戦闘力は最低でも２０００、それが同時に数匹も現れてしまっては並の冒険者ならば歯が立たない。それをひとりで退治するなど、正気の沙汰ではない。

「ジュカさん！　さすがにひとりでは無理です。せめてセリシュさんかミリシャさんと一緒に！」

　いや、やはり僕も戦います、とエクスカリバーに手をやる。

「それは断る。このジュカがたかが地虫を倒すのに女の手を借りたとあっては、世の中に示しが付かない」

　それは僕たちに気を遣わせないための冗談であることはすぐに察することができたが、だからといって笑うことはできなかった。

　僕はそれでも止めようとするが、ミリシャさんが僕の肩に手を置く。

「剣をしまいな、クロム」

「ですが、ミリシャさん」

「男が命を懸けて行動しているのに、それをむげにするのは男を下げるよ」

「…………」

「いや、男だけじゃない。女も同じだ。これからあたいたちはジュカのようにモンスターを足止めする。あんたたちはその隙に第一〇階層を目指すんだ」

「しかし――」

「しかしもかかしもないよ。今、論議をしている時間がないというのはクロムが一番知っているだろう。もしもこれ以上、議論するというのならば今、この場であんたの足を砕き、ここに置いていくよ。その方がまだ役に立つ」

　ミリシャの顔に冗談の成分はない。これ以上、無駄な議論をすれば彼女はその槌で本当に僕の足を砕くだろう。

　それを察したリルさんは僕に言う。

「どうやら我々の負けのようだな。ここで彼らの気持ちに報いたいと思うのであれば第一〇階層で結果を残すしかない。それすなわち、お姫様を無事助け、ウロボロスを捕縛ないし倒すことだ」

「…………」

　僕はじっと彼女の言葉を噛みしめる。

　次いで舞うようにアースクエイク・ワームと戦っているジュカの背中を見た。

　頼りがいのある背中であった。

　火竜と戦ったときも彼は臆することがなかった。

　悪魔と戦ったときも彼は勇敢だった。

　そしてたったひとりで地震蟲の群れと戦っているこの瞬間でさえ、彼の背中は自信と勇気に満ちあふれていた。

　この上はもはや議論は不要であった。

　僕はジュカの背中に、

「幸運を……」

　と言い残すと、この場を彼に任せ、走り出した。

　ジュカは最後にニヒルに口元を歪めると、僕の背中に親指を突き立てた。




　こうして僕たちパーティーは六人から五人になった。

　寂しさは感じない。一時的なことだからだ。

　数日後、僕らはフェンリルの館で笑いながらカレンの料理を一緒に食べる予定であった。

　だからそのパーティーが五人から四人になったときも落ち込みはしなかった。

　しかし仲間をひとり置いていくというのは早々慣れるものではなかった。

　第七階層で出会したのは、グリフォンの子供であった。

　子供といってもその大きさは牛よりも遙かに大きく、狼よりもどう猛であった。

　僕たちの腹を切り裂いて内臓を喰らおうと必死だ。

　僕たちはそのくちばしの一撃を避けながら、後事をセリシュに任せた。

　セリシュはにこりと地母神のように微笑むと、己の棒に神聖魔法を付与する。

　彼女は回復術師であるが、もともとはどこかの神殿で巫女をしていたらしい。わけあって冒険者をしているらしいが、元巫女だけあり、その神聖魔法の力は強大であった。

　高位の神官しか使いこなすことのできない聖なる一撃を放っている。

　彼女の棍棒が地面を叩くと、そこに大きな穴がうがたれる。もしもそれを喰らえばグリフォンとてひとたまりもないだろう。それを察したグリフォンは標的を僕らからセリシュに移す。

　彼女は琥珀色の瞳でグリフォンを睨み付けていた。

　僕は彼女にも幸運を祈ると、さらに深い階層へと潜っていった。




　こうして僕たちは第九階層に到達した。

　余談ではあるが、僕が到達した階層は第九階層までとなる。ここからは未知の領域であった。もっともこの狼の道は今まで一度も足を踏み入れていないから、第一階層から驚きの連続であったが。

　そんなことを思いながら僕はミリシャを見つめた。

　癖のある赤毛が忙しなく揺れていた。

「クロムのえっち！」

　とはミリシャの言葉ではなく、エクスの言葉だった。

　事実無根なので抗議しておく。

「でも、ミリシャのこと、じろじろ見てたじゃん。胸とか、胸とか、胸とか」

「もうちょっと上の方を見てたよ」

「じゃあ、うなじ？　首もと」

「さらに上だよ」

　僕が見ていたのは彼女の横顔、正確には目だった。

　このままなにごともなく第一〇階層に着けばなんの問題もないが、そうは上手くいかないだろう。おそらくだが、そろそろ強敵と遭遇するはず。

　そのとき、僕は彼女をひとり残していく勇気が持てるだろうか。それが心配であった。

　僕の心の中をのぞき込んできたかのようにミリシャは口を開く。

「年下にこんなに心配されるなんて、あたいも焼きが回ったもんだね」

　ミリシャは自嘲気味に言った。

「たしかにあたいはただの鍛冶屋だが、第一階層での活躍を見ただろう。戦士としてもなかなかのものなんだよ。……ま、半分はこの【アグニの槌】のお陰なんだけど」

「たしかにそれはすごい武器ですよね」

「死んだ親父が残してくれたものさ。我が家に代々受け継がれる伝説の武器でね。来歴は今度話すが、ま、これがある限り負けないよ」

　ちょっとそこの辻にある売店に行ってくるよ、的な口調で言い切る彼女。するとそれと同時に目の前に大きな人型の魔物が現れた。

　トロールである。

　その魔物もまた大きな槌を持っていた。

「ほう、ハンマー対ハンマーか。これは楽しみだ。馬鹿力王決定戦だね」

　彼女はそう言うと僕の方をちらりと見た。

「なにを今生の別れみたいな顔をしているんだい。あたいがあんなやつに負けるとでも？」

「まさか」

「なら笑って送り出しておくれ、それがいい男のすることだよ」

　僕は口を真一文字に結んだ。

「そうだ。その顔だ。いつかまたその顔をしなければいけないときがくるかもしれないが、そのときはもっといい男になってな――、そうしたらあたいは――」

　ミリシャはそう言い残すとハンマーを大上段に振り上げながら、それを思い切りトロールに叩きつけた。トロールもそれを槌で受けると火花が舞った。

　それを合図とし、僕たちはトロールの横を駆け抜けた。

　しばし、ハンマー同士がぶち当たる音が聞こえる。

　それが完全に聞こえなくなったのは第一〇階層へ続く階段を降りたときだった。
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　僕たちは第一〇階層に到着した。

　大切な仲間の助力のもと、献身の末に――。

　振り返ればいるはずの仲間はそこにはいない。

　心の中に秋風が吹くような寂寥感を覚える。

　僕の心中を察したのか、カチュアがつとめて明るい笑顔で言った。

「なに深刻になっているのよ。そんな顔していると本当に仲間死亡フラグが立つわよ」

　それは困るので表情を作り直すとリルさんの方を見た。

　リルさんはクンクンと臭いをかぎ、自身の犬耳に手のひらを添え、音を収集している。

　彼女の戦士としての腕前は身にしみて知っていたが、彼女の探索能力もまた神様級であった。犬系の神獣であることを再確認させてくれる。

「良かった、血の臭いはしない。それに鉄がぶつかる音もしない」

「つまりそれはまだ戦闘が行なわれていない、ということですね」

「そうなるな。ただ、逆にニアたちの居場所をさぐるのが難しくなるが」

「そうですね。それはそれで困るか……」

「だが大丈夫、ここは少年のセンサーを頼ろう」

「僕のセンサー？」

「少年のラブラブセンサーだ。少年の愛の力があれば、おそらく、お姫様のもとに我々を導いてくれるだろう。さあ、少年、西か東か、はたまた南か北か。好きな方向を選べ」

　リルさんは大仰に東西南北それぞれを指さす。

　ラブラブセンサーなど存在しないと思うが、そう主張しても無駄なので、僕は神経を研ぎ澄ました。

　いや、軽く推理をした。エルトリア伯爵の言葉を思い出す。

　ニアはこの第一〇階層にある翼竜の討伐にきた、と――。

　ならば彼女は翼竜のいそうな場所にいるはず。

　僕は周囲を見渡し、山がないか確認した。

　西方に大きな山が見えた。

　僕は迷うことなく西に進んだ。




　迷宮第一〇階層はただの階層ではない。

　第九階層から一下っただけの場所ではないのだ。

　とリルさんは説明してくれる。

「まず階層の桁がひとつ増える。それは多くの冒険者にとって心理的な節目になる。そしてこの迷宮を創作した神にとっても」

「この迷宮は神様が作ったんですか」

「さてね、それは神獣である私も知らない。私が生まれる遙か以前からあったものだからな」

　カチュアが補足する。

「この迷宮はね、今の新しき神々が生まれる前に存在した唯一神が作ったという伝承があるの。他にもこの世界が誕生したときから存在したとか、古代魔法文明の遺物だとか、まあ、諸説は色々あるわね」

「なるほど」

「珍しいところではこんな説もあるわ」

　カチュアは天を指さす。

「この迷宮は天からの贈り物だ。宇宙人が乗ってきた箱船である、と主張する学者もいるわ」

「宇宙人……」

　一気に胡散臭くなったが、その説は冗談ではなく、学会では真面目に議論されているらしい。

「まあ、どれが本当かはおいておいて、リルさんの言うとおり、この第一〇階層は節目よ。この階層から魔物は明らかに強くなる。それに迷宮はさらに広大になったり、複雑になったりする」

「たしかにこの階層は広そうだ」

　低階層にも山はあったが、山脈はなかった。各階層、それぞれの地形に特化していた節がある。

　一方、この第一〇階層は西に山脈、東に湖、北に森、南に平原と、あらゆる地形が揃っているようだ。

　この階層で迷子になり、遭難するパーティーが多いというのもちゃんと理由があるようだ。

　僕たちは遭難したり、はぐれたりしないようになるべく密着して歩を進めた。




　山に登ること数時間、僕たちは異変に気がつく。

　まずはリルさんが尻尾をぴくりとさせ、カチュアが耳をぴんと立てた。

　リルさんは狼、カチュアはエルフ。どちらも五感が鋭い種族である。なにかを感じ取ったのだろう。

　僕でさえ、もうなじのあたりがぞわぞわした。

　やばいものがやってくる、そんな気がした。

　その予測を言葉としてリルさんが説明してくれる。

「ここから一キロほど先で戦闘が行なわれている。鉄と鉄がこすれる音がする」

「ニアたちが捕捉されたんですね」

「おそらくは」

　ならば早く応援に駆けつけないと、そう思ったが、山いただから降りてくる一団を見つけた。

　重武装の鎧――、ただし、中には誰も入っていない一団を引き連れた男だった。

　見たことがある顔だ。

　たしか昔、フェンリルの館で会ったことがある。

　ウロボロスが奸計によってフェンリル・ギルドを乗っ取ろうとしたとき、その手先として現れた男だ。名をたしかスニークと言っただろうか。

　男の名をつぶやくと、男はにたりと笑った。まるで蛇のような笑いだった。

「これはこれは、今をときめく冒険者、聖剣使いのクロム様に名を覚えていただけるとは光栄の極み」

「忘れるものか。お前のような卑劣な男を」

「これは手厳しいな」

「お前は奸計を弄して僕たちのギルドを奪おうとした。今度はニア暗殺に荷担してこの国を揺るがそうとしている。もはや許すことはできない」

　断言すると腰から聖剣を抜く。

　きらりと光るエクス。

「これは交渉の余地はなしかな。ウロボロス様からお前らの矛を収めさせるように言いつかったのだが」

「我々が悪党と交渉することはない」

　リルさんも断言し、拳を構える。

　戦う気まんまんのようだが、僕は言う。

「リルさん、ここは僕に任せて、リルさんは山頂を目指してください」

　どうしてだ？　とは問われなかった。

　僕が気がついているくらいだ、リルさんはとうに承知なのだろう。

　だが、それでもリルさんは文句を言いたいようだ。

「たしかに私が山頂におもむかなければ大変なことになるだろう。山頂にはおそらく、……いや、必ずウロボロスのやつがいるからな」

「そうです。ウロボロスと互角に戦えるのはリルさんだけです」

「お前はジュカやセリシュ、ミリシャがしたことをそのまま自分でするつもりだろう。ここでスニークたちを足止めし、ニア救出への最短ルートを切りひらく」

「分かっているのならば早く山頂へ」

「そうはいかない。なぜならばお前がやろうとしていることは、ミリシャとは正反対だからだ。彼らは未来を切りひらくために居残った。だが、お前は自殺するために居残ろうとしているとしか思えない」

　リルさんはそう言い切ると周囲を見渡した。

　そこには動く鎧が一〇〇体ほどいた。

　リルさんは冷静に諭す。

「この数だ。いくらお前でも、いや、どんな熟練冒険者でも敵うまい。もはや敵は軍隊に等しい」

　その言葉を聞き、スニークは再び蛇のように笑った。

「勘違いしないでください、リルさん。僕はなにも自殺などする気はありません。勝算があって僕がここに居残るんです」

「勝算があるだと？」

「はい」

「ひとりで軍隊になったつもりか。少年は成長したが、うぬぼれるほどではない」

「まさか、僕もひとりでこの数を倒すことはできません。ですが、僕には仲間がいます」

　金色の髪のエルフを見つめる。

　カチュアはにこりと微笑んだ。屈託のない笑顔だった。

「僕たちコンビは最強です」

　それに、と続ける。

「なにも一〇〇体もの動く鎧をすべて倒す必要はないです。リルさんが山頂におもむき、ウロボロスを倒すまでの間だけ戦っていればいい」

「…………」

「動く鎧からはスニークと同じ臭いがする。あの魔法の光の目は明らかに蛇の瞳そのものだ。つまり、あの動く鎧はウロボロスから魔力供給を受けているはず。違いますか？」

「違わない」

「ならば僕の作戦に賭ける方が、圧倒的に勝率が高い。違いますか」

「違わない」

　だが、とリルさんは続ける。

「……断腸の思いだ。身を引き裂かれる思いだ。小賢しくなった少年に小一時間ほど説教してやりたいが、その時間も惜しい。私はこれから山頂に走るが、少年、ひとつだけ約束してほしい」

「なんでしょうか？」

「死ぬな！　絶対に生きて戻ってこい」

「分かりました」

　即答すると、リルさんは駆けだした。

　しかし、数メートルほど走ると、くるりときびすを返し戻ってくる。

　そして流れるような動作で僕の頬にキスをする。

「な、なっ……」

　驚く僕にリルさんは平然と言った。

「これは神獣のおまじないだ。もしも少年と無事再会できたら、もっといいことをしてやろう」

　神獣様は茶目っ気を織り交ぜて言うと、再びきびすを返し、山頂へと向かった。

　僕はその後ろ姿を目に焼き付けると、再び剣をかまえた。

　カチュアも杖を握りしめ、臨戦態勢になった。

　こうして僕たちとウロボロス・ギルドの激闘が始まった。
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　リルさんが去り、この場に残されたのは僕とカチュアだけになる。

　無論、スニークと彼率いる一〇〇体の鎧に囲まれているのは変わらないが。

　その光景を見てカチュアはポツリと漏らす。

「絶景かな、絶景かな。まさか百体の鎧に囲まれる日がくるとは思っていなかったわ」

「騎士団に入ればよくある光景なのだろうけど」

「クロム君はあたしの性別と種族を知っているでしょ」

　たしかに女エルフが騎士になったという話を聞いたことがない。エルフは筋力で劣るので重い鎧を装備できないので騎士には向かないのかもしれない。

「まあ、頼まれても入りたくないけどね。あたし、集団行動は苦手」

　彼女はそうまとめると、「ところで」と付け加える。

「さっき、リルさんとぶちゅーっとしてたけど、あれってずるくない」

「……今、そのことに触れる？」

「今、触れなくてどうするの」

「あれは挨拶みたいなものだよ」

「この国では未婚の男女は軽々しくキスをしないことになっているはずだけど」

「……リルさんは神獣だから」

「ふーん、まあ、いいけど。あとでどさくさに紛れてあたしも真似するから」

「…………」

　この国では未婚の男女は軽々しくキスしないんじゃないのか、そう思ったが口にはしなかった。

　言っても無駄だというのもあるが、十数メートルほど先にいるスニークが甲高い声を上げたからだ。

「神獣フェンリルは逃げたか！　だが、まあよい。あのような小娘がひとり駆けつけたところでウロボロス様にはかなうまい」

「それはどうかな。リルさんの強さは別格だ」

「ふ、ほざきよる。貴様は自分の心配でもするのだな」

「お前こそ自分の心配をしろ。今の僕は怒っている。それにこの数だ。峰打ちをする余裕もないかもしれない」

「本当に口が達者だな。あのときの借りもある、この場で殺してやりたいが、ウロボロス様よりお前は殺すな、と仰せつかっている。運が良かったな」

「……僕を殺さない？」

　意外だ。今回の関係者で一番始末してもなんの問題もなさそうな僕の命を奪わない理由などあるのだろうか。僕は尋ねてみる。

　スニークは知るか、と言う。

「俺はお前を殺せとウロボロス様に再三申し上げたのだ。だが、ウロボロス様は首を横に振った。それがすべてだ」

　だが、とスニークはいやらしく口元を歪める。

「殺すな、という命令は受けているが、いたぶるな、という命令は受けていない。首と胴が繋がっていればなんの問題もないだろう。両手両足を切り落とし、それをお前に食わせてやる」

　よくもまあそんな残酷なことを考えるものだ。

　だが悪党らしくていい。もしも彼に剣を振り上げたとき、振り下ろすことを躊躇わなくてすむ。

　スニークの悪意はカチュアにも及ぶ。

「それにそこにいる娘は、俺の玩具にしてやろう。貧相な体付きだが、まあ、慰みものにはなる」

「おあいにく様、あんたにいいようにされるくらいなら、そこらにいるオークに身を任せるわ」

「ほざいたな、あとで後悔するなよ」

　スニークはそう言うと右手に持っている剣をかざした。

　それが振り下ろされたとき、一〇〇の鎧は一斉に襲いかかってくるだろう。

　僕はカチュアにだけ届くように小声で話した。

「……カチュア、僕に考えがある」

「結婚指輪は真銀、結婚式は質素に、新婚旅行は隣国、マイホームは木の上、子供は三人欲しいわ」

「…………」

「将来の考えじゃないの？」

「もっと近い将来だよ」

「拝聴しましょう」

「これから僕が切り込むから、カチュアは隙を見て後退して下山して」

「……まさか、クロム君、ひとりで戦う気じゃ」

「まさかそんな勇気ないよ。カチュアは下山するだけじゃない。道中、仕掛けを作ってもらう」

「仕掛け？」

「ここに来る途中、切り立った崖があったでしょ」

「あったわね」

「そこにもう少しで落ちそうな大岩があった」

「あったわ」

「それを今すぐにでも落ちそうな大岩に変えてほしい。精霊魔法が使えるカチュアならできるだろ」

「もちろん、でも、一〇分は掛かるかも」

「分かった、それくらいならなんとか持たせる」

「それじゃあ、一〇分後、崖の麓で待ってる。もしもこなかったら、分かってるでしょうね」

「分かってる。ランチを奢るよ。一〇〇食分」

「よろしい。じゃあ、絶対に負けないでよね」

　カチュアは僕に激励をすると、下山の準備を始めた。

　僕は隙を作るため、飛び出す。

　それと同時にスニークが攻撃の命令を出す。

　こういうときの初撃は大事であった。

　一〇一対二。圧倒的に不利なのはこちらであるが、こちらに有利な点があるとすれば、それは思う存分戦えるという点だ。

　味方の被害を気にすることなく、最大の一撃をお見舞いできる。

　まず僕が見本を見せる。

　手に持っている聖剣に力を送り込む。

　僕が放てる最強の魔法、（比較的）得意な炎の魔法を込める。

　それに剣閃を加えれば必殺技ファイア・ブレードの完成である。

　斬撃と炎の破壊力が加わったその一撃は、爆発的なまでの殺傷力を得て、鎧の一団に向かう。

　その一撃で動く鎧五体が破壊された。

　三体は熱によって鎧をひしゃげさせ、二体は斬撃によって行動不能となった。

　なかなかのものだが、そのあとに続くカチュアの一撃はもっとすごかった。

　彼女は呪文を詠唱すると、動く鎧の中心に火柱を打ち立てる。何本も。

　鍛冶屋の炉のような火力を山腹に出現させると、何体もの鎧を元の鉄の塊に戻した。

　カチュアの《炎柱》の魔法によって一〇体は葬り去っただろうか。

　カチュアは片目をつぶり言う。

「魔術師の面目躍如ね。魔術師は一対多数に強いのよ」

　たしかにそのとおりだ。味方への被害を気にしないでいいときの魔術師はまさしく戦術級兵器であった。

　僕は改めて感心したが、見惚れることなく、手近にいた動く鎧に斬りかかる。

「カチュア、今だ！」

　今ならば下山できる。そういう意味を込めた。

　彼女もそれを察したのか、なにやら呪文を詠唱している。いや、精霊語を話し、精霊たちと会話している。

　彼女は風精霊シルフの力を借り、半透明となり、風に溶け込む。

　さらに風に身を任せるようにふわりと浮くと、そのまま鎧の上を通過していった。

　スニークは、

「っち」

　と舌打ちをしたが、追撃の構えは見せなかった。

　どうやら捕縛したいのは僕だけらしい。

　僕にどのような価値があるのだろうか。僕を人質にし、リルさんと交渉する気か。それとも他に価値でもあるのだろうか。

「……貧乏貴族の僕を捕まえても、身代金は期待できないよな」

　確かめるように冗談を漏らすと、僕は二体目の動く鎧を切り捨てた。

　これで一七体の動く鎧を破壊した。

　緒戦にして上々の結果であるが、冷静に計算すればあと八三体も破壊せねばならない。

　僕はカチャカチャ音を立てる鎧を見て、大きなため息を漏らした。
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　動く鎧との戦闘は続く。

「二一！　……二二！　……二三!!」

　あれから一〇分ほど戦闘を重ね、六体の動く鎧を破壊した。

　動く鎧自体はそれほど強敵ではなかったが、さすがにこの数を一気に相手にはできない。

　僕は少し後退し、狭隘な地形を見つけると、そこに一体一体鎧を誘い出し、各個撃破した。

　この作戦は幼き頃、祖父に習ったものだ。

「いいか、クロム、大人数と喧嘩するときのコツを教えてやろう。一〇〇人の敵と戦うとき、同時に戦ったのでは勝ち目はない。しかし、一〇〇人をひとりずつ呼び出し、タイマン勝負を挑めばなんとか戦えるものだ」

　祖父の忠告は改めて正しかった。今日、試してみて分かった。

　ただ、祖父は僕に伝えなかったことがある。

　人間の体力には限界があること。動く鎧にはないことだ。

　動く鎧は強力な魔法生物ではないが、体力という概念がない。

　一方、僕はすでに肩で息をしてた。

　この差は如実に表れる。

　僕はなんでもない鎧の斬撃を喰らってしまった。

　――無論、ミリシャの作ってくれたダマスカス鋼の鎧が防いでくれるが、鎧は万能ではない。このまま戦闘を継続すれば、いつか致命傷を喰らうだろう。

　それを知ってか、予測してか、スニークは余裕しゃくしゃくに腕を組み、にやついていた。

　あの顔に拳をめり込ませたくなったが、それはとっておく。

　今、僕がしなければいけないのは、活路を開くことであった。

（――よし、一〇分経ったな）

　そろそろ下山し、カチュアのあとを追っても良い頃合いだ。

　今ならばカチュアも準備を整えているだろう。

　もしかしたらクロム君は遅いと頬を膨らませてるかもしれない。

　このままカチュアのもとに向かえればすべて計算どおりであるが、すべてが計算どおりに動かないのが人生であった。

　僕の周りはすでに鎧で囲まれていた。

　どうやら鎧たちは後方から迂回をし、僕の後背をとっていたようだ。

　すでに退路はなく、追い詰められていた。

「……くそ、甘く見ていたか」

　これはスニークの差配であろうか、それとも鎧たちの判断であろうか。どちらかは分からないが、僕が絶体絶命になったのはたしかである。

　これは昼食一〇〇回かな。

　そんな弱気な言葉が頭をよぎるが、否定するものがいた。

　手に握りしめていた聖剣である。

「クロム、なにを弱気になっているの！　勝負はこれからだよ！　絶体絶命のピンチを脱してこその英雄だよ！」

「……分かっている。でも」

「デモもストライキもないの！　クロムならやれる！　自分の力を信じて」

「自分の力か」

「そう、クロムはたったの数か月でレベルを十も上げた。必殺技も覚えた。クロムならこんなやつらに負けないよ」

「分かった。ダメ元でやってみる」

　僕はそう言うと剣に魔法を込めた。

　最大の破壊力を生む炎の魔法ではなく、斬撃を強化する風の魔法を。《風の刃》、ウィンド・カッターと呼ばれる魔法をエクスの刀身に込めるとそれを放った。

　動く鎧にではなく、その後方にある巨木に。

　巨木の幹にめり込んだ風の刃は、半分まで食い込んだ。そして巨木はゆっくりと倒れる。こちら側に。

　僕に剣を突き刺そうとしていた動く鎧を五体、押し潰すと、僕はそのまま巨木に乗り、駆けだした。

　後方が手薄になったと感じたからだ。

　僕はそのまま木々に紛れるように山を下りる。

　動く鎧たちは不気味に光る眼をたずさえ、僕を追ってくる。その動きはのろく、緩慢であったが、着実に僕を追い詰める。

　有限の体力の人間と無限の体力の魔法生物の追いかけっこ、分は圧倒的に後者にあった。しかし、彼らとの追いかけっこは無限に続くわけではない。カチュアが待ち受けているであろう峡谷までたどり着けばいいのである。

「でも、早々上手くいくのかな。谷の上から石を落として鎧を潰すなんて」

「さてね、それは分からない」

「えー。クロム、この期に及んでそれはないよ」

「冗談だよ。上手くいかせるしかないよ。こんなところで負けていられるか」

　僕は唇をかみしめると走る速度を速めた。




　五分後――。




　例の谷に到着する。

　谷の上を眺める。そこには今にも落ちてきそうな巨石があった。

　そのそばに魔術師のローブを着たカチュアがいる。

　彼女と視線が交錯すると彼女はこくりとうなずく。

　準備は整っているようだ。

　あとは巨石を落とすタイミングだが――。

　もちろん、すべての動く鎧が巨石よりも下を通過してから落としたほうが効率的であるが、あまり欲張りすぎるとその前に僕がやられる可能性もあった。

　しかし、僕は欲張る。

　石よりも一〇〇メートル下に陣取ると、そこでエクスを構え、敵がやってくるのを待った。

「クロム、欲張りすぎじゃない」

「ノーペイン・ノーゲイン」

　僕がそう言うとエクスは「ん？」という顔をする。

「横文字は分からないよ」

「痛みをともなわなければ利益は得られないという意味の言葉だよ」

　つまり、と続けると動く鎧が剣を突き立ててくる。

　僕の太ももをかすめた。そこは鎧に覆われておらず、その斬撃は直接のダメージとなる。

「ここがふんばりどきということさ！」

　そう言うとエクスを力いっぱい振り下ろし、僕を攻撃した鎧を真っ二つにする。

「やるね、クロム、これで【斬鉄】のスキルも上がりまくりなんじゃない」

「確認するのはあとにしてくれ、今、タイミングを計っているんだ」

　僕は意識を耳に集中する。

　するとそこからエルフのささやきが聞こえる。

「クロム君、そそそろ岩を落とすわよ。このままだと君がやられちゃいそう」

　先ほどから一〇回は聞いた言葉であるが、その都度、拒否してきた。だが、今こそ首を縦に振るときだろう。

　僕は意識を唇に集中させると、

「カチュア、今だ！」

　と叫んだ。

　その言葉は魔法によって風に乗る。

　風精霊によって一〇〇メートル以上離れた場所にいるカチュアの耳に届く。

　それと同時にカチュアは使役していた土精霊に命令をする。

「今よ！　土精霊ノーム！　この巨石を動かしなさい！」

　カチュアによって召喚された土精霊は命令を実行する。巨石の一部を砕くと巨石はぐらりと揺れる。あとはこの世界の物理法則に従うだけだった。

　水は高きから低きに流れる。岩も同様に。

　もともと、真球に近い形をしていた岩は面白いように転がり、谷底に落ちていった。

　そして落ちた先にも傾斜はある。山肌を転がるように落ちる。

　当然、その進路の先にいる鎧はひとたまりもない。

　鎧は金属でできているが、あの大きさの巨石に耐えられるような強度はなかった。次々とぺしゃんこになっていく。

　巨石が通ったあとに出来上がるスクラップの山。金属回収業者が見ればよだれを流すだろうが、残念ながらこの場所にはいない。

　僕はそれをはた目から見るが、いつまでも見物人を気取ってはいられなかった。

　なぜならば巨石の進路の先に僕自身がいるからだ。

　あれを避けられなければ僕もぺしゃんことなるだろう。クロムの轢死体の完成である。田舎道によくある馬車に轢かれたカエルを思い出しながら、僕は回避動作に入った。

　幸いなことに岩は簡単に避けることができた。

　直前まで回避行動を我慢し、一体でも多くの鎧を破壊することに成功した。

　その光景を見ていたカチュアは小躍りしながら飛んでくる。

「そこに行ったらがんばったご褒美にキスをしてあげる」

　とのことだが、まだまだ油断はできなかった。

　鎧が数体、残っていたし、その操者も健在だったからだ。

　カチュアが改めて戦列に加わるのを待つと、僕は彼女と協力しながら、残りの鎧を破壊した。

　次々と破壊される鎧。

　それを冷静に見つめるスニーク。

　僕は違和感を覚えた。

　数十メートル先にいる男、スニーク。彼とは数か月前に刃を交えた仲である。しかし、彼は今しているような余裕ある表情をできる男ではなかったはず。

　虎の子の鎧を蹴散らされ、数的優位を失っても冷静でいられるほどの胆力はなかったはずだ。

　なのにどうして彼はあのような表情を浮かべるのだろうか。

　僕の背中にたらりと冷たいものが走る。

　不安に駆られた僕は疾風のような速度でスニークの懐に入り込むとスニークのショート・ソードを弾き飛ばした。

　そしてやつの首を締めあげるとこう言った。

「おまえら！　リルさんになにかしたな！　もしもリルさんになにかあったら、絶対に殺す!!」

　その言葉でスニークはやっと表情を変えたが、すぐに強気が戻る。

　にたり、と口元を歪めると言った。

「ふ、そんな脅しに乗るものか。それよりも早く山頂へ行った方がいいんじゃないか？　今頃、お前の大切な神獣様は我が主に絞殺されていることだろう」

「どういう意味だ！」

「そのままの意味だよ。我が主はこの山で神威を解放させる。真のお姿を取り戻す」

「それってもしかして、ウロボロスのやつは巨大な蛇の姿に変化するってこと？」

　カチュアが尋ねる。

「そのとおり。しかし、お前たちの主はそれはできない」

「リルさんだってピンチになればフェンリルになる」

「くくく、フェンリルか、たしかにリルも神威を解き放つことはできるかもしれないが、ウロボロス様の神威はあんな犬とは比べ物にならぬ。今頃、のど輪を締められ、もがき――」

　スニークは最後まで言葉を発せられなかった。

　なぜならばカチュアが怒りの鉄拳を加えたからだ。

　失神するスニーク。

　僕はカチュアを見つめる。

「ちょっと淑女らしくなかったわね。でも、こいつの顔があまりにもむかついたから。失望した？」

「まさか、もしもあと一秒遅かったら、僕が殴っていたよ」

　その言葉にカチュアは満足したのだろう。にこりと笑った。

　僕たちはそのまま山頂に上る。

　――はずだったのだが、それはできなかった。

　なぜならば山いただからぞろぞろと動く鎧が現れたからだ。

　その数三〇――。

　先ほどの激戦のあとだ。その増援は想定外だった。

　しかし、想定外だとはいえ臆すことはなかった。

　僕たちはリルさんを救うため、ニアを守るため、全力で動く鎧に斬りかかった。
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　クロムたちが激闘を繰り広げている頃、山頂付近にて――。

　クロムとカチュアを山の中腹に残し、第一〇階層の山脈を駆け上がる。

　この山の名は知らぬが、中腹以降は急きゅう勾こう配ばいでなかなかの険しさであった。

　もっともリルの足は常人のそれではない。

　人間の女性のしなやかさと獣である狼の健脚を兼ね備えている。さらに言えば、リルは世にも珍しいフェンリルの化身。どのような険けん峻しゅんも小山にしか感じなかった。

　リルは獣の速度で山に駆け上がる。

　するとそこに剣を交えている集団を見つけた。

　敵の集団は分かりやすい。ほぼすべてが魔法生命体である動く鎧。中には普通の冒険者もいたが、悪党そのものの顔だちをしていた。

　一方、味方のほうはもっと分かりやすい。

　配下たちを鼓舞するように先頭に立ち、弓弦を伸ばす少女。

　金色の髪に白を基調とした衣服と鎧が輝いて見えるのは陽光の反射のせいではなく、彼女自身が生命力と気高さに満ちているからだろう。

　この国の第三王女であるユーフォニアは次々と鎧を矢で射貫き、鎧の影を矢で突き刺し、動きをとめていった。彼女の必殺技である【影縫い】は魔法生物にも有用なようであった。

　ユーフォニアが動きをとめると、彼女の部下がとどめを刺す、というのが彼らの基本戦術のようだ。

　まずは彼女一番の配下、クライドという男が鋼の槍を突き立てる。

　その剛槍に突かれれば鎧には風穴が空き、その剛槍が振り下ろされれば動く鎧たちは吹き飛んでいった。

　ユーフォニアの部下たちはなかなか有能な連中が揃っていたが、その中でもクライドという男は特筆に値する剛のものであった。

　これは負けていられない、とリルは手近にいた鎧を掴むと、それを投げる。

　その投擲によって三体の鎧を破壊した。

　それを見ていたユーフォニア姫が叫ぶ。

「リルさま！」

「ユーフォニア姫、無事か!?」

「幸いと現世に足を踏みとどめています。しかし、この奇っ怪な集団はなんでしょうか」

「こいつらはウロボロスとかいう神獣の手下だ」

「神獣様がわたくしの命を狙っている……」

「信じられないか？」

「いえ、心当たりがありすぎて困っているのです」

　ユーフォニアは剛胆に微笑む。

　なかなか肝の据わった娘であった。

「お察しのとおりだ。この醜悪な劇の脚本家はお前の叔父だ。役者のほうは狡猾な蛇というわけさ」

　リルはそう叫ぶと、その役者を見つめる。

　ウロボロスは数十メートル先でこちらを見つめていた。

　冷酷な瞳、酷薄な表情、げっそりと頬のこけた顔だちはやはり蛇を想像させる。

　虫ずが走るのはリルがほ乳類だからだろうか、それともウロボロスという男は人を不快にさせる名人なのだろうか。

　考え込んでみたが容易に結論が出てきそうになかったので、リルはその顔を二度と見ないで済むようにウロボロスを倒すことにした。

　ユーフォニアに確認をする。

「動く鎧の方はお姫様たちでなんとかしてくれ」

「分かりました。鎧に屈する我らではありません」

　とユーフォニアは矢を二本同時に放ち、二本とも命中させていた。

　なかなかの腕前だ。

「しかし、問題なのはリルさまです」

「どういう意味だ？」

「相手はウロボロスと聞きました。ウロボロスの正体は山よりも大きな蛇……」

「つまり私では勝てないと」

「そうではありませんが……」

「姫は正直だな。絶対勝てない、そんな表情をしているぞ」

「…………」

「安心しろ、私も同じ神獣である。神威を解き放ち、元の姿に戻れば勝機はある」

「まさか!?　リルさま、フェンリルの姿に化身なされるおつもりですか」

「ああ、ウロボロスのやつが化身するつもりのようなのでな」

　リルがそう言ったからではないだろうが、見ればウロボロスのやつの目は怪しく光っていた。身体をひくつかせ、痙攣するたびに皮膚に鱗が生え、肥大化している。

　あと数十秒もすればもともとの姿、大蛇へと化身するだろう。

　それに対抗できるのは、この場にいる自分だけだった。

「しかし、リルさま、もしも人間界で元の姿に戻ったことがばれれば、リルさまは罰せられます。最悪、神獣界に追放されるかも」

「最悪ではなく、十中八九、そうなるだろうな」

　神獣には決まりがある。

　不文律であるが、人間界で神威を解き放ち、元の姿に戻れば、人間界にいられなくなるのである。

　神獣が強大すぎる力で人間界に干渉することを禁じた神の掟であるが、その掟は忠実に守られていた。

「ま、ウロボロスのやつも化身するのだから、やつも追放されること前提で挑んでいるのだろうな。この場で姫様を始末すれば、神獣界に追放されてもお釣りがくる報酬を約束されているのだろう」

「ですがリルさまは違います。もしもこの場で私を救っても大した報酬はありません。ですのでお考え直しください。リルさまはまだこの迷宮都市に必要なお方です」

「その言葉なによりもありがたいが、私は見たくないのだ」

「なにをですか」

「私の大好きな少年が悲しむ姿をだ」

「え……」

　ユーフォニアは最後にそんな言葉を残すが、リルはそれ以上、彼女の説得を聞かなかった。

　ウロボロスを倒すため、全身に力を込める。

　神威を解き放つ。

　化身する。

　ざわ、っと全身を駆け巡る戦慄。

　全身の毛穴が総毛立つ感覚。

　それが尻尾の先から頭頂まで伝達すると、リルの身体が黄金に包まれる。

　ばきばきと鳴る骨。

　手足から生える銀色の体毛。

　リルがフェンリルになるのに掛かった時間は十数秒だった。

　一方、ウロボロスのやつも変化を遂げていた。

　醜怪で凶悪な大蛇、円環蛇となっていた。

　こうして魔狼と円環蛇の戦いは始まった。




††




　フェンリルとウロボロスの戦いが始まろうとしている。

　二匹は今にも相手ののど笛を食い破ろうと睨みをきかせていた。

　尋常ならざる戦いが始まりそうであった。

　遠目から観察しているユーフォニアはそう思った。

　まず両者とも大きかった。

　まるで小山のようである。

　ウロボロスはまさしく大蛇といった大きさで、その長さは数十メートルはあるだろうか。人間などひとのみ、いや、巨漢のトロールですらひとのみされるだろう。

　フェンリルも負けていない。

　その大きさはまさしく魔狼の名に相応しい。

　通常の狼の三倍はあろうか。

　しかもただ大きいだけでなく、全身をおおっている銀色の体毛がまるで真銀のように輝いていた。澄んだ夜空に浮かぶ満月のような美しさを誇っていた。

　両者、まさしく神獣の風格をたずさえていた。

　その神獣たちの戦いは人間離れしたものであった。

　まずはウロボロスの一撃が襲う。

　その巨体、身体の長さを活かした一撃、しなる尻尾がまるで鞭のような速さで飛んでくる。

　あの巨体があの速度で動くなど、誰が予期できよう。

　フェンリルは避けきれない。

　誰しもがそう思ったが、神獣フェンリルはその一撃を軽く避けると、空中でくるりと回転し、立派な前足でウロボロスの尻尾を攻撃する。

　その華麗な動作は獣というよりも曲芸師のようであった。

　フェンリルもまた人には予見できない動きをする。

　そしてその動きはウロボロスさえ上回った。

　フェンリルの強力な爪がウロボロスの皮膚を切り裂く。

　ウロボロスの緑色の鱗が切り裂かれ、そこから蒼い血が噴出する。

　ウロボロスは苦悶の表情を浮かべた。

「やはり悪党には赤い血が流れていないらしい。まったく温度を感じさせない血の色だ」

　フェンリルは口元を歪める。

　ウロボロスは激高しながら口を開く。

「ならばお前の赤い血を見せてみろ！」

　ウロボロスは身体をしならせ、牙を向ける。

　巨大なウロボロスの牙、その口の大きさはフェンリルとてひと飲みにしそうであったが、フェンリルは華麗にかわす。

　身体の大きさ、攻撃力ではウロボロスが圧倒していたが、敏捷性はフェンリルが圧倒していた。

　フェンリルは余裕の笑みを浮かべながら言う。

「巨石を砕く尾の一撃も、竜を飲み込む大口も、当たらなければどうということはない」

　それは真実であったし、事実、フェンリルは華麗なフットワークでウロボロスの攻撃をかわしながら着実にダメージを与えていった。

　ウロボロスの全身はフェンリルの爪で裂かれ、牙によって食いちぎられ、右目はえぐられた。巨体ゆえにどれも致命傷ではないが、このまま戦闘を継続すればどちらが勝者になるか、明らかであった。

　しかし、このままで終わらない。

　ウロボロスとは巨大な蛇である。古来、蛇とは狡猾でずるがしこい生き物なのだ。

　まともに戦っては勝てないと悟ったウロボロスは奸計を弄す。

　古典的策略に打って出たのだ。

　フェンリルに攻撃が当たらない、と悟った彼は攻撃目標を魔狼から変更した。

　つまりユーフォニア一行を狙ったのである。

　大量の動く鎧と戦闘中の王女パーティーに繰り出される不意打ち、ウロボロスの口が青白く光ると、そこから一直線に魔力の波動が飛び出た。

　その一撃は光の筋となってユーフォニア一行に直撃する。

　もしもその一撃をまともに食らえばユーフォニアたちは一撃で死に絶えるだろう。なにせその光線は神獣の一撃、その魔力は神の一撃にも等しかった。

　だが、ユーフォニア一行はその光線を喰らわなかった。

　なぜならば神獣フェンリルが身代わりとなり、その一撃を受けてくれたからである。

　光線が自分に向けられたものではないと気がついたフェンリルは、空間を歪めるような速度で光線の前に立ちはだかると、防御壁を作った。

　その防御壁によってユーフォニアたちは救われた。フェンリルも光線を完全に防ぎ、ダメージを受けなかったが、それこそがウロボロスの狙いであった。

　一瞬でもいい、動きさえとめれば自分の一撃さえ当てることができれば、狼など葬り去れる。ウロボロスにはその自信があったのだろう。

　事実、フェンリルの隙を突くように振り下ろされた尾の一撃は、彼女の隙をとらえ、彼女に致命的な一撃を与えた。

　フェンリルは一撃で戦闘不能になったのである。

　地べたに伏せ、苦悶の表情と雄叫びを上げるフェンリル。

　――いや、それでも彼女は動きをとめず、攻撃をやめようとはしなかった。最後までウロボロスの首をかききろうと睨みをきかせたが、ウロボロスは彼女の闘志を完全に消し去ろうとする。

　ウロボロスは這いずるようにフェンリルに近寄ると、彼女に巻き付き、絞殺しようと締め上げる。めきめき、締め上がるフェンリルの身体。その圧力はすさまじく、ばき、っと骨が鳴る音が遠くからでも確認できた。

　その圧力は絞め殺すなどという生やさしいものではなく、くびり殺すと形容した方がいいほどに強力であった。

「くははは！　この馬鹿犬め！　人間などを守るために自分の身を犠牲にしおって」

　高笑いを浮かべるウロボロス。

　フェンリルは苦しげな遠吠えを上げると言った。

「人間を守ってなにが悪い。人間は神々の子供だ。ならば我の兄弟も同じ!!」

「兄弟でも殺し合う。それが自然の摂理だ」

「違う！　それは野獣の論理だ」

「獣風情の貴様がなにを言う。英雄にでもなるつもりか」

「たしかに私は獣だ。英雄にはなれない。しかし、英雄になれる少年ならば知っている」

「英雄になれる少年だと。あのクロムというガキか。ふふん、無駄だ。あの小僧にその器はない」

「あの少年は英雄の器だ。――いや、英雄など誰でもなれる。特別な資格などいらないのだ」

　フェンリルはそこで言葉を句切ると続ける。




「英雄になるのに器などいらない。雨の中、捨てられた子猫を抱きしめ、世界は君が思っているよりも優しい、そう耳元でささやいてやればいい。それが英雄の条件だ」




　フェンリルは、いや、リルは思い出す。

　ある日、クロムが街角で捨てられた子猫を拾ってきた日のことを。

　今にも死にそうな子猫たちを獣医に診せ、回復させたことを。

　子猫すべてに里親を見つけたことを。

　クロム少年はそれらのすべてを見返りなしに行なった。なんの得もないどころか、貧しい自分の財産を切り崩して子猫たちを助けた。

　英雄とは称号ではない。

　英雄とは尊称ではないのだ。

　リルは英雄とは行動だと思っていた。自分よりも弱気ものを助ける生き様だと思っていた。

　だからリルはクロムを高く評価しているのだ。

　クロムという少年はどのような窮地にあっても、どのような逆境に遭っても、自分ではない他の誰かのために一二〇パーセントの力を出すことができるのだ。

　リルはそう主張したかったが、それはできなかった。

　ウロボロスの冷血漢には届かない言葉であったし、物理的にも発することはできなかった。

　ウロボロスの締め付けはいよいよ厳しくなってきた。

　このままではリルは意識を失い、死に逝くことだろう。

　しかし、リルは最後まで意識を保っていたかった。なぜならばリルが見込んだ英雄の姿をこの目に焼き付けたかったからだ。

　彼の活躍を最後まで見ていたかったからだ。

　見ればそこに少年がいた。

　クロム・メルビルが剣をかまえていた。

　クロム少年は全身で息をしながらこう叫んだ。

「ウロボロス！　そこまでだ！　今すぐリルさんを離せ！　今ならば命までは取らない!!」

　少年らしい慈愛に満ちた言葉であったが、その表情は凜々しく、その声は気高かった。
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　間に合った！

　山頂に着いたとき、健在のニアたちを見て僕はそう思ったが、すぐにその考えを改める。

　山頂にうごめく巨大な蛇を見たからだ。

　その蛇はにゅるにゅるとうごめきながら、大きな狼を締め上げていた。

　その美しい銀毛はリルさんの髪の色とそっくりであった。

　凜としたたたずまいもリルさんそのものであった。

　確認するまでもなく、その狼が神威を解き放ったリルさんなのだろう、そう確信した僕は剣をかまえる。

　リルさんを絞め殺そうとするウロボロスに制止するよう忠告するが、ウロボロスは締め上げる力を強めることで返答した。

「ワオーン！」

　と苦しげな声を上げるリルさん。

　僕は考えるよりも先に動いていた。

　風と一体化したような速度でウロボロスに近寄ると僕は力一杯聖剣を振り上げた。

　ウロボロスの皮膚を切り裂く。

　加減などしない。どこまでも深く、剣の限界まで皮膚にめり込ませる。

　その一撃によってウロボロスはびくりと身体を震わせると、リルさんを解放した。

　しかし、彼女はぐでんとしている。動く様子がない。

「まさか、死んだ……のか……？」

　最悪の想像が駆け巡るが、よく観察すると背中が上下していた。呼吸している。生きてはいるのだろう。

　安堵する僕だが、気は抜かなかった。

　ウロボロスが健在だからだ。

　ウロボロスは僕を殺そうと尾を振り下ろしてくるが、僕はそれを避けると、尾の上に乗る。僕は剣を突き立てながら、ウロボロスの皮膚の上を駆け上がっていった。

　僕が駆け上がるごとに、僕が歩みを進めるごとに、悲鳴を上げるウロボロス。だが容赦はしない。この男が今までやってきたことに比べれば、この程度の苦痛など苦痛には入らなかった。

「この蛇野郎には地獄さえぬるいよ、クロム」

　聖剣の言葉を肯定するかのように、僕は剣をさらに深々と突き立てた。

　ウロボロスはのたうち回るが、それでも僕を振り落とすことはできない。

　僕はまっすぐに、ウロボロスの頭部へ向かった。

　そこまでたどり着き、やつの頭部に必殺技をぶち込む。それが僕の作戦であった。

　無論、僕ごときの必殺技で神獣を倒せるわけがないが、今の僕には多くの人の力があった。

　ここに来る途中、僕はカチュアに全魔力付与してもらった魔法石をもらった。

　カチュアだけでなく、ニアとルミナスにも魔力をもらった。

　三人分の魔力、それに僕の生命力をすべて注ぎ込めば、神獣とて倒れるはず。そのような計算をしていた。

　僕はその計算を信じ、一心不乱にウロボロスの頭部を目指した。







　気がつけば、リルの神威はいつの間にか解除されていた。

　元の人間の姿に戻っていた。あまりのダメージで神威を維持できなくなったのだろう。当然といえば当然であった。

　ウロボロスの頭部を駆け上がる少年の姿を、薄れいく意識のなかで見つめるリル。

　クロムのその姿はまさしく小さな英雄であった。

　ほんの数か月前までレベル１だった少年とは思えない威風堂々とした姿であった。

　思わず笑みが漏れる。

　この少年は私が育てた。そう叫びたくなった。

　その願いを叶えるために、ではないだろうが、リルはいつの間にか少女に介抱されていた。この国の第三王女に膝枕されていたのだ。

　ユーフォニアはリルに必死に回復魔法を掛けてくれていた。

　全身の骨が砕け、肺に肋骨が突き刺さっている。

　このままではリルは確実に死ぬだろうが、それでもリルは言葉を発したかった。

　最後の力を振り絞り、伝えておきたいことがあった。

　リルはユーフォニアの制止を振り切り、言葉を発する。

　クロムを指さし、大声を上げる。




「見てくれ、あれが私の少年だ。あれが私の家族だ！　すごいだろう！」




　その言葉を発すると、リルは目を閉じた。

　以後、言葉を発することはなかった。




　リルさんがそう叫んだ言葉は僕の耳には入らなかった。

　しかし、彼女の魂は、彼女の思いは僕の中に入り込み、同化したのかもしれない。

　僕はウロボロスの頭部まで駆け上がると、そこで魔法石を解放した。

　僕の体内に送り込まれる膨大な魔力、その中にリルさんの魔力も込められているような気がした。

　僕はそれを解き放つだけでいい。

　それをやつの頭部にぶつけるだけでよかった。

　そうすれば自然とやつは倒れる。

　ウロボロスはくたばる。

　そう確信しながら、僕は聖剣の力を解放した。

「いっけええええええええええぇぇぇぇ!!」

　その叫び声を言い終え、僕の中の魔力をすべて解き放ったとき、ウロボロスは倒れていた。

　神話の中から抜け出てきたかのような巨大な蛇は、ずしんと大きな音を立て、地面に突き伏した。

　こうして僕は神獣ウロボロスを倒した。

　王弟の手先となり、ミリシャを襲い、ニアの命を狙い、リルさんを苦しめた悪をこの手で倒したのだ。

　僕はウロボロスが倒れたと同時にリルさんのもとへ走った。

　この喜びを彼女に伝えるため、彼女の笑顔をもう一度見るため、全速力で彼女のもとへ向かった。










終章　フェンリル・ギルドの家族たち
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　リルさんのもとに向かう。

　するとそこには涙を流している少女がいた。

　ユーフォニアだった。

　なぜ、彼女が泣いているのだろうか。

　彼女は強い人間だ。ちょっとやそっとのことで人前で泣くような女の子ではなかった。

　僕はニアの膝の上で目をつぶっているリルさんを見つめた。

　彼女の全身はぼろぼろであった。まるでぼろ雑巾のようであった。

　全身に痣があり、いたるところから出血している。骨がだらんと折れている箇所も散見された。

　僕はリルさんのもとに駆け寄るとニアに言った。

「ニア、冗談はやめてくれ、どうしてそんなに悲しそうな顔をしているんだ。どうして泣いているんだ。それじゃあまるでリルさんが今にも死ぬみたいじゃないか。リルさんのお葬式をやっているみたいじゃないか」

　ニアは僕の顔を見たが、それでもとめどなく涙を流していた。

「……ごめんなさい、わたくしのせいです。わたくしにもっと力があれば。リルさんを癒やすことができれば」

「……大丈夫、まだ大丈夫だよ。僕には聖剣がある」

　僕はそう言うと聖剣をリルさんに握らせた。

　聖剣には不思議な力がある。

【自動回復小】というスキルがあり、僕の命を何度も救ってくれた。その力を使えばリルさんは助かるはず。僕はそう思った。

　しかし、聖剣を握らせても、時間が経過してもなにも変化は訪れなかった。

　僕は聖剣を叱りつける。

「どうしてだ。エクス、どうしてリルさんを助けてくれないんだよ」

　エクスは申し訳なさそうに言った。

「……ごめん、クロム。ボクは使い手を選ぶんだ。それにリルさんはボクを装備するのにステータスが足らない。ボクはステータスがオールＡ以上でないと装備できないんだ」

「リルさんは神獣だぞ」

「でもクロムのように【なんでも装備可能】のスキルは持っていない」

「お願いだ、エクス、今だけでいい。今だけでいいからその力をリルさんに」

　僕の必死の願いも届かない。エクスの言うとおり、聖剣を装備できるのは資格があるものだけ。神獣といえどもステータスが足りなければ装備できないのだ。

　ここまでなのか？　必死で迷宮を駆け回り、命がけで戦った末にたどり着いた運命がこれだというのか？

　天に向かってそう叫ぶ。

　するとその声を聞き入れてくれたのだろうか、絶妙のタイミングで現れる女性がいた。

　彼女は僕たちの仲間、琥珀の癒やし手セリシュだった。

　彼女はその二つ名に相応しい琥珀色の目で僕を見つめる。後ろには双剣使いのジュカ、ミリシャもいた。

　セリシュは言葉を紡ぐ。

「クロム、諦めては駄目。まだリルさんを救うことができるわ」

　彼女の言葉に驚く僕。

「私は琥珀の癒やし手、その異名に相応しい力を持っている。人を蘇生させることができるの。ただし、蘇らせることができるのは死にゆく定めにないものだけ」

「ならばお願いします。リルさんはこんなところで死ぬべき女性ではない」

「私もそう思う。でも、この《復活》の魔法を使うには代償がいるの。あなたはそれを支払える？」

「代償？」

「人の寿命よ。この魔法は人の寿命を代償にするの」

「ならば僕の寿命を捧げます。リルさんが蘇るのならばこの命、少しも惜しくない」

「本気？」

「はい」

　僕はわずかの迷いもなく返す。

　セリシュはしばし僕の顔を見つめると、大きくうなずいた。

「分かったわ。ちょっと待って」

　セリシュはそう言うとその白い手をかざしてくるが、それを止めるものがいる。

　ニアである。

　彼女は僕よりも先にセリシュの手を掴むと、それを自身の胸に当てる。

「寿命ならばわたくしのも差し上げます。さすればクロムさんの負担も小さくなりましょう」

「ニア！」

　僕が叫ぶとニアは微笑みをたずさえながら首を横に振る。

「この命はリルさまとクロムさんに救ってもらったようなもの。ならばこの命を分け与えるのは当然でしょう」

　再び僕は注意するが、彼女の決意は固そうであった。

　横にいる彼女の侍女ルミナスに助けを求めても、彼女は、

「おひいさまのお好きなように」

　としか言わなかった。

　いや、それどころかセリシュがニアの生命エネルギーを吸収し終えると、次は自身の胸を差し出した。

「このルミナスの命も捧げましょう」

　ルミナスがそう言うと、この場に生き残ったニアの配下たちは、俺も私もと大挙して押し寄せてきた。

「リル様に命を救われたのは王女だけではありません。それにリル様はこの迷宮都市に必要なお方、皆の命を差し出す価値があるお方」

　と、ニアの配下全員が生命を差し出した。

　これを予期していたのか、琥珀の癒し手セリシュは、にこりと微笑む。

「これだけの人数ならば、寿命が半年縮まるだけで済みますよ」

　そう笑った。

「半年なんてエルフにとっては一日も一緒ね」

　とカチュアも参戦してくる。

　それに双剣使いのジュカも。

　要はこの場にいる全員が命を差し出してくれたわけだ。

　僕はその光景を見て涙ぐむ。

　まだ息を吹き返していないリルさんに向かって言った。

「リルさん、これでここにいる全員がリルさんの家族になりました。比喩ではなく、文字通り血を分けた家族になったんです。目を覚ましたら、今後も僕たちを導いてくださいね」

　僕は結ぶと、セリシュに命を差し出す。

　彼女の手のひらから吸われる生命。

　まるで熱い血潮が流れ落ちるような感覚だったが、不快ではない。むしろ、これでリルさんの命が助かると思うと、心地よい気持ちさえ芽生える。

　寿命が少しだけ縮んだ僕は少し足下がおぼつかなかったが、それでも僕はセリシュが集めた生命力をリルさんに注ぐところを見逃さなかった。

　セリシュの手が琥珀色に光る。

　するとリルさんの胸が黄金色に輝き、やがてリルさんの胸は上下し始める。

　息を吹き返した証拠だった。

　おお！　と漏れ出る歓喜の渦。

　リルさんはしばらくすると上半身をむくりと起こし、不思議そうな顔でこう言った。

「せっかく、格好良く死ぬのに冥土から強制送還させおって。死者の安らぎを乱したのは誰だ」

　クロムさんですよ、とセリシュは冗談めかしながら言った。

「やはり少年か。ならば少年に罰を与えねばならないな」

　そう言うとリルさんはお腹をさすりながら言う。

「とりあえず冥土から帰ってきたら小腹が空いた。早く家に帰ってメイドさんの料理が食べたい。家までおぶってくれ」

　彼女はそう言うと、ぐう～、という大きな音を鳴らした。

　その音を聞き、僕は心の底から安堵した。

　リルさんが蘇ったことを実感できたからだ。

　僕は「はい」というと彼女を背中に乗せ、家路についた。

　背中に乗せたリルさんはとても軽かった。

　まるで羽毛のような軽さで、とても先ほどまで魔狼として戦っていたとは思えない。

　僕は彼女が少しでも早く、もうちょっと重くなるよう急いだ。

　家に帰還できれば、そこには笑顔の絶えないメイドさんがいて、温かい暖炉があって、温かい料理があるからだ。

　僕も一刻も早く、家族みんなでカレンの作ったシチューを食べたかった。
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　――それから数か月後。

　迷宮都市を震撼させたウロボロス事件は僕たちによって無事、鎮圧された。

　裏で事件の糸を引いていたニアの叔父である王弟はこの件で失脚――、することはなかったが、宮廷内での発言力を大幅に低下させた。

　壮大な計画を頓挫させられ、財力も影響力も失ったのだ。そこでニアを支持する貴族たちが一丸となり、王弟の頭を押さえ、身動きできない状態にしているらしい。

　今回の騒動で支援してくれたエルトリア伯爵は、

「これで少なくともユーフォニア姫の命を狙うことはできない」

　と断言してくれた。それはとても喜ばしいことであるが、そのことを言語化すると聖剣であるエクスはこんな皮肉を言う。

「口では喜んでるけど、表情は沈んでいるよ。理由は分かるけど」

　エクスいわく、ニアの危険が除去されれば、ニアはもう王国中を流浪せずに王都に帰れる。いや、むしろ次期王位継承を狙うために王都に戻らなければいけない、という。

　その考察は正しかった。お馬鹿な聖剣にしては正鵠を射ていたが、その心配は今のところ杞憂だった。ニアはこう明言している。

「もう少し迷宮都市に滞在します。いつかは帰らなければいけませんが、今はそのときではありません。今は――」

　もっとこの迷宮都市の調査がしたいのです、と結ぶ。

　その言葉を聞いて聖剣は「残念、クロムと一緒にいたいと言ってほしかったね」と茶化すが、僕としては一緒にいられればどうでもよかった。実際、僕とニアは以前よりも何倍も会う機会が増えた。ダンジョンでも迷宮都市でも。

　それはとても幸せなことであったが、最近、ひとつだけ困ったことがあった。

　それはニアとの身分差が余計に広がってしまったことだった。今の僕はどこの冒険者ギルドにも加入していないフリー冒険者なのだ。僕が無所属になった理由は単純でフェンリル・ギルドが解散してしまったからである。

　僕たちは王弟とウロボロスの陰謀を阻止したが、その代償として帰る場所を失ってしまった。大切な場所を無くしてしまったのである。

　最初、エクスは「ボクたちは迷宮都市のためにがんばったのにあんまりだあ」と嘆いていたが、最近はなにも言わない。受け入れつつある。それは僕も一緒だった。神獣ギルドというやつは一度解散すれば二度と再開することはできないのだ。

　それは迷宮都市が決めたルールではなく、この世界を作った神々の掟であった。神であるリルさんもそれに従い天界へと帰ってしまった。

　もはや彼女と会うことはできない――、と諦めているそぶりを見せているのは表面上だけだった。僕と僕の仲間たちは諦めが悪いことに掛けては定評があった。

　僕たちは大梟ギルドの賢者エイブラムさんに力を借りる。彼の知識をフル動員し、彼の書斎にある文献を片っ端からあたり、なんとかフェンリル・ギルドを復活させる方法を探る。

　その間、僕たちはバイトに明け暮れる。僕はフリーの冒険者として冒険に励み、カレンはお金持ちの商人の家の臨時メイドを務め、カチュアは怪しげな秘薬作りに励む。それぞれが自分の得意な方法でお金を集め、そのときを待つ。

　そのときとはリルさんが再び、神獣としてこの世界に召喚されるときであった。

　一度解散してしまったギルドは復活できないが、新たに「新米」神様として降臨した神獣はギルドを開けるのである。そして僕たちはその儀式のやり方を見つけた。

　それには多額のお金が必要であったし、新たに再臨したリルさんのレベルは１となる。フェンリルの館も売り払ってしまったし、未来は明るくなかったが、それでもリルさんのいない世界よりは何倍もマシであった。

　フェンリル・ギルドのない迷宮都市など、なんの価値もなかった。

　僕たちはお金をかき集めると神獣召喚の儀式をする。

　――儀式といっても大したものではない。他の神獣たちの承認と神器と呼ばれる秘法を用意するだけであった。

　他の神獣たちの根回しはニアやかつての仲間たちがやってくれた。セイレーン・ギルドやサティロス・ギルドの面々である。

　お金のほうは自分たちでなんとかしなければならなかったが、みんなでお金を出し合って、なんとか神器を買うことに成功する。

　僕たちは飛び跳ねながら喜ぶと、神獣召喚の儀式、つまりリルさんを呼ぶ儀式をする。

　森に集まる仲間たち。

　ユーフォニア、カレン、カチュア、エイブラム、クライド、ルミナス、ジュカ、セリシュ、およそフェンリル・ギルドに縁のあるすべての面々が集まった。

　皆、リルさんと再会したい一心で集まってくれたのだ。僕は彼ら彼女らの期待に応えるため、北山に住むという魔狼の銀毛を神器に入れる。これが依り代となってリルさんは再臨するはずであるが――。

　そう思って神器を見つめていると神器がまばゆいばかりに輝き始めた。

　神器から一直線に光が伸び、空からひとりの少女が降りてくる。

　見間違うはずがない。彼女はリルさんだった。僕はリルさんをしっかりと受け取るとそのまま彼女を抱きしめる。リルさんに意識が宿る。

　彼女は眠い目をこすりながらこう言った。

「――ううーん、なんだか長い夢を見ていたようだ。私が天界に帰ってしまった夢だ」

　僕はその素っ頓狂な台詞にこう返答した。

「それは夢ですよ。今日からはずっと一緒です。僕たちフェンリル・ギルドは永久に不滅です」

　そう断言すると、フェンリル・ギルドの仲間たちはそれぞれに視線を合わせ、うなずき合った。

　こうして僕たちの物語は終わり、新たな歴史が始まる。







宝たからくじが当あたったのでレベル１から聖せい剣けんを買かってみる③
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